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    最高上位天使様は黒猫天使を囚えて寵愛する―Ange noirアンジュ・ノワール―
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    ※このお話はフィクションです。天使や悪魔の名称も創作です。

    　ご了承の上お楽しみ下さいませ。

    


    　


    
        ◇寵愛ちょうあい編

        　

        
            プロローグ『なんでこんなことに――!?』

            　

            　

            　なんか黄色い甘ったるい液体を口移しで飲まされて、着ているものを全部引っぺがされた。

            　ノアはお尻を高く上げて枕を抱いて四つん這いにさせられた。

            （ななな、なんてカッコさせられてんの、オレ――!?）

            　しかも、お尻の孔にセラフィムの指が挿入はいっている。

            　しかも、なんかぐちゅぐちゅと厭らしい水音を立てている。

            　恥ずかしくて今なら死ねるっ！

            「うーーっ」

            　唸り声をあげて羞恥に耐えながら枕を抱きしめていると、突然ドクンッと心臓が大きく跳ねた。

            「ひぁ……ッ」

            　セラフィムの指をきゅうんと締めつけるような感覚と共に、胎内ナカが酷く疼いて、熱くてずくずくに溶けていきそうなおかしなカンジがした。

            「あ、……んぅ、ふぁ」

            　顔が熱い。息が整わない。

            　ナニコレ、なんだろう。

            　ふにゃふにゃして、うずうずする。

            「せらふぃむ……、おれ、なんかヘン……ッ。からだ、アツイ」

            　振り向いてそう伝えると、セラフィムは「それでいいんだよ」とだけ短く返事をし、ずるりと指を抜き去った。

            　ノアはシッポをグイッと掴まれて、お尻を高く上げ突っ伏してしまう。

            （ななな、なんでシッポ生えてんの、オレ――!?）

            　なんと今、ノアのお尻には黒くて長い毛足の短いシッポが生えている。

            　ずっと感じていた違和感の正体はコレだったのか！

            （まって、ま、ましゃか……ッ!?）

            　両手でアタマを抱えると、な、なんかある……ッ！

            「み、耳イィィ――――ッ!?」

            「ああ、可愛い獣耳が生えているね」

            　そう言って頬を寄せて耳元で囁かれて、ははわわわわと慌ててしまう。

            「いい子だ。ノア。じっとしていなさい」

            「ひっ、や……、やめ」

            　セラフィムがノアの腰を掴んだ。

            　蕩けるような感覚に変わったお尻の入り口に熱くて硬いナニカが押しつけられた。

            「大丈夫。もっと悦いいモノを挿れてあげよう」

            「うぁ、あ、ァア……ッ！」

            　腰をしっかりと抱えたまま、ぐぷぷ……ッと押し挿いってくるナニカ。

            　メリメリと押し拡げられる感覚。

            「やぁ、ァああ、……ア――――ッ!!」

            　ノアは圧倒的な質量のみっちりとした長くて硬いナニカを無理矢理突き挿いれられて、串刺しにされるような感覚に目を見開いた。

            「ぁあ……ァアア、ア……ッ」

            （し、しんじゃう。も、むり。これダメなヤツ……）

            　ノアは己の身体の核まで貫かれたような衝撃に、このまま粉々に砕け散ってしまうのではないかと思った。

            　息ができない。苦しい。

            　己の全ては今、ぜんぶ、ぜんぶ、セラフィムの掌の上にある。

            　そう思った。

            　繋がったまま背後から強く抱きしめられて、全裸の剥き出しの肌にセラフィムの美しい藤色グリシーヌの長い長い髪が絡まる。

            　背に腕に脚に、ノア自身にも。

            　ノアはくらくらと目眩がした。

            （なんで……、オレはただ、アンタの……）

            「……やっと見つけた。私の『唯一の星エトワール』……誰にも渡さない」

            　耳に心地よい、しかし他者を従わせずにはいられない絶対君主のテノールボイスを耳元で落とされて。

            　ノアはかくんと力なく項垂れた。

            （……なんで。なんでこんなことに――――!?）


            　

        
        
            エピソード１『ぜったい黒豹』

            　

            　

            「ノア、いい子だ」

            　大きくて白い手がアタマを撫でる。

            「とてもいい毛艶だね。まるでビロードのように心地よい」

            　耳に心地よいテノールボイス。

            　優しく囁く声。

            （なんて気持ちがいいんだろう）

            「ノア……、気持ちいいのかい？」

            　白い手袋をした絶対君主の長い指先が喉元をくすぐり、ノアは喉を反らして漆黒の瞳を細めた。

            　己の喉がゴロゴロと子猫のように音を立てている。

            　大樹の下で大好きなひとの膝に顎を乗せ、そのしなやかで大きな体を横たえる己の姿は『黒豹』だ。

            　ノアは、やっぱりなと思った。

            　己のメタモルフォーズは、強くてデッカくてカッコイイ『黒豹』に違いないと常日頃から確信していた。

            　ゴキゲンで顔を上げると、抜けるような青空を背に愛しげに見下ろしてくる息を呑むほどの美貌。

            　宝石のように煌めく切れ長の眼は青紫色タンザナイト。

            　足首まで長い藤色グリシーヌの美しい髪。

            　最高位を象徴する六枚の純白の翼が彼の背を神々しく飾る。

            　最高上位天使プリュ・オー・アンジュセラフィム・ル・ヴェリエ。

            　天界の絶対君主である彼はノアの飼い主だ。

            　――――ああ、なんて尊いんだ。

            （オレがこのひとを護るんだ。いっぱい役に立って認めてもらって、そんで、いっぱい褒めてもらうんだ――――！）

            　

            　

            　◇◇◇

            　

            　

            「……ア。ノア。おい、いいかげんに起きろ」

            「うん、にゃ……、せらふぃ……」

            「いつまで寝惚けている。起きないか、ノア・リオット！」

            （――――――ッ！）

            　耳元で怒鳴られては、爆睡中だったノアもさすがに覚醒した。

            　ノアは覗き込む赤紫色マゼンタの瞳を至近距離で見るなり驚き、その黒い眼をかっぴらいた。

            「やっと起きたか」

            「うおッ、……ウリエス!?」

            　表情筋の死んだ無駄に整った能面顔が、ベッドに大の字で仰向けに寝転がるノアを見下ろしていた。

            　――――ウリエス・ルヴィエ。

            　いけ好かない第四大天使キャトリエム・アルカンジュ。

            　コイツは好きじゃない。気に入らない。

            　だって、コイツはセラフィムのお気に入りで、何かとひとりだけ特殊任務を任命されているのだ。

            　ノアには何ひとつ任せてくれないというのに。

            　ノアだってもっとセラフィムの役に立ちたい。

            　頼りにされたいし、褒められたいというのに！

            「な、なんでオマエが朝っぱらからオレの自室ピエスにいんだよ！　ふざけんなッ」

            　寝起きで見たい顔じゃあない。

            （っていうか、メチャクチャいい夢みてたのにコイツ起こしやがって！　ぜったいゆるさねー！）

            「いつまで寝惚けている。ここは貴様の自室ピエスではない」

            　ウリエスが抑揚のない声で呆れたようにそう言った。

            「ああッ？」

            　思わず眉間にシワを寄せて食ってかかろうとするなり呑気な声が降ってきた。

            「おっ。起きたかよノア。お前も早くシャワー浴びてこいよ」

            「ラファイロ……！」

            　白金色プラティヌブロンドの濡れた長髪を上質なタオルで拭きながら、半裸のキラキラ男の登場だ。

            　ああ、さすがに思い出した。

            （そうだった。昨晩はみんなとラファイロんちで飲んだんだった）

            【ノア、オキロ。ノア、オキロ】

            　パタパタと小さな翼を羽ばたかせながら、ポイ――ン、ポイ――ンとボールのように跳ねてきてぽすんとノアの両手に収まったのはお手伝い天使アンジュのエルだ。

            　バスケットボールくらいの大きさのエルは、白くて丸い。

            　そしてなぜか黄色いアヒルのようなクチバシと足ヒレが生えている。

            　第三大天使トルワジエム・アルカンジュであるラファイロ・セドランの自室ピエスにしかいない謎の稀少天使アンジュ。

            　食事の用意とかを瞬時にしてくれるスゴイヤツなのだ。

            　なので自然と第三室ここがみんなの溜まり場になっている。

            　ちょっとモフッとしてて気持ちいい。

            「なあ、持って帰っていいか？」

            「ぜってえ駄目だ！」

            　ゲラゲラ笑う彼はノアと懇意にしている大天使で、そのキラキラした容姿に反して粗野で荒くれ者。

            　よく共に暴れて天宮パレスの壁を壊し上位天使ケルビラに叱られる仲だ。

            　紺碧アズゥーの瞳に白金色プラティヌブロンドのウルフカットの彼は、耳の横でヘアピンをクロスしてとめている。

            　うん。確かに見るからにチャラッとしている。

            　聞いた話ではモテモテの遊び天使あそびにんらしく、恋天使こいびとではない夜の相手がたくさんいるということだが、そこら辺に疎いノアにはさっぱり分からない。

            【ハヤク、ハヤク】

            　エルがまたポイ――ン、ポイ――ンと跳ね始める。

            　エルにせっつかれてノアはのそりと起き上がった。

            「今日は昼から定例会議だからな。ちゃんと身なりを整えてこいよ」

            「ん～」

            「おっ。元に戻ってんじゃん、ハラハラしたわ」

            「今引っ込んだ。目覚めたら戻ったようだな」

            　ラファイロとウリエスがわけの分からないことを言っている。

            「ん～、何があ？」

            　ダメだ。アタマがぼうっとして働かない。

            　寝癖でボサボサのアタマをガシガシ搔きながら寝惚け眼でシャワーを借りる。

            （定例会議……）

            　年に一度の上位天使アンジュ・シュペリユールと五大天使サンク・アルカンジユが一堂に会する会議のことらしい。

            　新参者のノアは今回が初参加だ。

            　寝過ごして遅刻しないようにと、昨晩はそのまま泊まることになったんだっけ。

            　会議とか堅苦しい場は苦手だ。

            　正直かったるい。

            　だが、愉しみもある。

            　ノアは手早くシャワーを済ませる。

            　ブルブルッと濡れたアタマを左右に振って雑に水気を切ると、首にタオルを引っかけて浴室を出た。

            　全員集まるということは、当然セラフィムもいるわけで。

            （やった！　セラフィムに逢える～！）

            　普段は王宮アン・パレにいる彼にノアから逢いに行くことはできない。

            　彼は神出鬼没で、時々フラッと逢いにきてくれるけれど。

            　それこそ次はいつなのかも分からない。

            　今日のように必ず逢えるなんて日は珍しい。

            　脱衣所の磨き抜かれた大きな鏡台をヒョイと覗き込む。

            　普段は鏡なんて見ないけれど今日は特別だ。

            「……でも、身なりを整えろって、どうしたらいいんだ？」

            　鏡の中のノアがこてんと首を傾げた。

            　夢の中では黒豹だったノアだが、今はしっかり天使型ひとがただ。

            　キラキラと輝く意志の強そうな漆黒の瞳はアーモンド型。

            　襟足まである濡れた黒髪から滴が伝う。

            　鏡に映る鍛え抜かれた半裸は、まるでしなやかな猛獣のようだ。

            　戦闘に特化した光力チカラ。

            　破壊にかけては右に出るものはいないと自負している。

            　現に第三大天使トルワジエム・アルカンジュラファイロと戦闘訓練をして互角なのだ。

            　本気を出せば勝てると思う。

            　五大天使サンク・アルカンジュの数字は光力チカラの強い順に与えられているというではないか。

            （オレにも早く数字を与えて欲しい。だって、オレはぜったい強えーッ！）

            　少々制御ができないことと、細かいことが苦手なのが玉にキズだがそれはご愛敬だと思うのだ。

            　セラフィムあのひとが望むのなら、五大悪魔サンク・デモンを殲滅して魔界を制圧することとてきっとわけない。

            「んッ」

            　普段はしまってある翼をバサリッと広げてみる。

            　肩甲骨の下から腰にかけて生えた両翼はやはり漆黒。

            　――――己の髪・瞳・翼は全て黒色ノワール。

            　何度見てもこの容姿は、魔界に住まう『悪魔デモン』そのものだ。

            　黒色ノワールは、天界には存在しない色彩いろ。

            　金髪碧眼がほとんどであるこの天界で、全てが異質なこの姿のせいでノアは生誕してから二百年間地獄をみてきた。

            　そんなノアに手を差し伸べてくれたのがセラフィムだった。

            「オレは、アンタが望むのなら……」

            　一年前、セラフィムに出逢っていなければ、ノアは今もまだあの冷たく薄暗い地下牢にいるのだろう。


            　

        
        
            エピソード２『ノア・リオットの事情』

            　

            　

            　ノアは、由緒正しき貴族リオット家で生を享けた。

            　貴族の母親の胎内から出ずる光の球から生まれしその姿は、金髪碧眼が常である。

            　しかし、光の球に浮かぶ幼い姿は黒髪。

            　ゆっくりと開いた瞳は黒ダイヤのような黒色ノワール。

            　そして、あろうことか純白であるべきその両翼までもが漆黒だった。

            　それはどこからどう見ても忌まわしい『悪魔デモン』の姿でしかなかった。

            　父親は一族の恥であるノアの存在を隠蔽するため、屋敷の地下牢にノアを封じた。

            　生まれた時から成体である下級天使と違い、膨大な光力チカラを有する貴族は、本来ならば幼体で生を享けた後両親に護られ三日間を経て成体となる。

            　生誕間もないノアは抗う術を持たなかった。

            　地下牢には光力チカラを封じる術が施されており、成体に変化した後も脱出は叶わなかった。

            「なんで……」

            　ノアは悲しかった。

            　生まれ出でたノアが初めて見た光景は、己に向けられる恐怖と悲鳴、絶望の眼差しだった。

            「悪魔デモンだ。捕らえろ！」

            　覚醒めざめるなり父親らしい男が叫んだ。

            　ノアは己の名を名乗る機会すらも与えられぬまま『悪魔デモン』と呼称された。

            「穢らわしい悪魔の子……！」

            「名門リオット家の面汚し」

            　薄暗い地下牢に閉じ込められて十日ほどしてから女性がやってきた。

            「私は悪魔デモンとなんか通じてない。誰も信じてくれない。どうして私がこんな目にあわないといけないの……！　お願い消えてちょうだいッ。お前なんて生まれてこなければよかったのよ！」

            　地下牢の鉄柵を握りしめて、金髪を振り乱して泣き叫ぶ女性が母親だと気づくのに時間を要した。

            　美しい女性だったのに、随分とやつれて見る影もない。

            　かける言葉も見つからない。

            「堕天使アンジュ・デシュになるくらいなら、死んでやるわ……！」

            　息を呑むノアの前で、母親は短剣で喉を突いて倒れた。

            　駆け寄ろうとしたが手足を拘束する鉄枷と鎖がそれを阻んだ。

            　真っ赤な鮮血が視界を塗りつぶしていく。

            「うわああああああああ――――ッ！」

            　気がつくと叫んでいた。

            　膝をつき石畳を拳で何度も何度も殴りつけた。

            　いつまで叫んでいただろう。

            　分からない。何もかも、分からない。

            　いつしか、全てを呪うようになった。

            　こんな世界などなくなってしまえばいい。

            　全部全部ぶっ壊してやる。

            　光も通さない地下牢でただ蹲って膝を抱えて過ごした。

            　母親の遺体は気がつくと運び出されていた。

            　それ以降、誰も会いにはこなかった。

            　貴族ならではの強過ぎる光力チカラのせいで、飲まず食わずでも死ぬこともなくただ悔しさで涙を流した。

            　――――孤独な年月が過ぎた。

            　貴族の寿命は千年だという。

            　なんと気の遠くなる地獄だろう……。

            　ノアはいつしかほとんど眠って過ごすようになった。

            　寝ていると腹も減らないし、孤独に苛まれることもない。

            　それに、……夢がみられる。

            　夢の中では、ノアは独りではなかった。

            　愉快な仲間たちに囲まれて、誰にも告げることなく終わった己の名を明るく呼ばれていた。

            　優しい手がノアのアタマを撫でて、抱きしめてくれる。

            　眩しくて顔は見えないけれど、その優しい手が好きだった。

            　そのひとが己の名前を呼んでくれる響きに胸が高鳴った。

            　そのひとだけはトクベツで、ノアはそのひとが大好きだった。

            　もしもこれが来世なら、ノアはこのひとを護るために生きたいと、そう思った。

            　

            　――――そんなある日のことだった。

            　屋敷が火事になったのだ。

            　地下にまで火の手が回り、眠っていたノアの身体はたちまち炎に包まれた。

            　それは熱くもなくノアを傷つけることのない不思議な藤色グリシーヌの炎だった。

            　その時に地下牢に刻まれた術が燃え落ちた。

            　眠りから醒めたノアの黒い瞳が輝き身体中に光力チカラが迸る。

            　長い間封印されていた光力チカラが解き放たれて、ノアは手足の鎖を引きちぎり咆哮をあげて光力チカラを解放した。

            「うわああああ――――ッ！　地下牢の悪魔デモンが逃げたぞ！」

            「ひいいいいッ。生きていたのか!?」

            「この炎で封印が解けたんだッ」

            　逃げ惑う使用天使しようにんたちの悲鳴が聞こえたが、たちまち業火に包まれた。

            　ほとんど全焼していた屋敷はたちまち吹き飛び、夜空に舞い上がったノアはバサアッと黒い両翼を広げた。

            『地下牢の悪魔デモンが逃げたぞ！』

            『生きていたのか!?』

            （二百年ぶりに聞いた言葉がコレか……）

            　不思議と分かるもので、あれから二百年の歳月が経過している。

            （デモン……、それがオレの名前か）

            　どうやら今世では夢のようにはいかないらしい。

            　見下ろすと己を忌み嫌った一族が屋敷ごと燃えている。

            　一体何事だろうか。

            　これでは誰も助からないだろう。

            「……ハッ！　ざまあみやがれッ」

            　思わずそんな悪態が口をついて出た。

            　身体中を破壊衝動が駆け巡るのを感じた。

            　久方ぶりの自由を得て、ノアは大声で笑いながら夜空を駆けまわりこの世の全てをドカンドカンと破壊し尽くしてしまいたいと思った。

            　無性に大暴れしてスッキリしたい。

            　ぎゅっと握りしめた己の拳を見る。

            　身体中にみなぎる膨大なエネルギーを感じる。

            　封印が解かれた今感じるのは、己はおそらく……強い、という確信。

            （そうだ。このまま、天界など滅ぼしてしまおうか）

            　己を『悪魔デモン』だと呼ぶのであれば期待に応えてみせようではないか。

            　天界の君主の首を手土産に魔界に移住するのも面白いかもしれない。

            　ココよりはずっと住み良いだろう。

            （そうだ。こんなくだらねー天界せかい、全部全部ぶっ壊してやる！）

            　そう決めた瞬間だった。

            「……驚いたな」

            　耳に心地よいテノールが響いた。

            　ぎょっとして顔を上げると藤色グリシーヌのとてもとても長い髪が夜空に舞った。

            　それは先ほどの炎と同じ彩いろだった。

            　ノアはその美しさに一瞬で目を奪われ、アタマの中が真っ白になった。

            　純白の多翼を広げて白い長衣を纏った長身の天使が、満天の星を背に宙に浮かんでいた。

            （な、なんだコイツ。全然気配がしなかった……!?）

            「なんだ、テメーは……ッ」

            　慌てて身構えるノアを青紫色タンザナイトの切れ長の瞳がじっと見つめる。

            　ノアはすぐに理解した。

            （……貴族だ。それもとびっきりの！）

            　天使の光力チカラと美貌は比例する。

            　ノアはこんなに美しい天使ひとを生まれて初めて見た。

            　支配階級のそれだとすぐに悟る。

            　彼の身に纏う強過ぎる光圧に気道が押し潰されそうになり、ノアは慌てて飛び退き距離を取る。

            「まじか……ッ」

            　やっと自由になれたというのにもうお出ましか。

            　冗談ではない。

            　確かにこの世界を破壊してやろうとは思ったが未遂だ。

            　考えるくらいなら罪にはならないんじゃあないか？

            （オレは無実だ！）

            　そう言っても聞いてもらえそうにない。

            　なんせ、どう見ても怪しい全身真っ黒なこの容姿。

            　そして、燃え盛る貴族の屋敷。

            （ん？　……ちょっと待ってコレ、オレがやったようにしか見えねーんじゃ……）

            　うわあ。いきなり詰んだ。

            　またとっ捕まって牢屋行きか。いや、処刑される可能性も十分にある。

            （冗談じゃねーぞ！）

            　コレはもういっそコイツの首を持って魔界に移住するしかない。

            （でも、コイツ強そうだ。勝てっかな……ッ？）

            　ノアは身構え、やたらたくさん翼の生えた天使をキッと睨みつけた。

            　天使の翼の数は上位天使になればなるほど多いんだっけ。

            　ノアは生まれてすぐに二百年間地下牢に閉じ込められていたとはいえ、言語や世界の仕組みなどそこそこの常識は生誕時に身についている。

            　天使は翼の数で階級、つまり強さが分かるのだ。

            　んじゃま。とりあえず数えとくか。

            （えーと。……いち、にい、さん、しー、ごー）

            （…………え？　ろく!?　ろろろ六枚……!?）

            「ハアアアア～～ッ？　オマエ六枚ってなんだよ。そんなのアリなのか!?」

            　思わず叫んでしまう。

            　六枚もの翼を持つ存在はこの世にひとりしかいない。

            　最高上位天使プリュ・オー・アンジュ……、そのひとだ。

            　天界の君主がいきなりお出ましとか、ノアはとことん運がないようだ。

            　ノアの腰に生えた黒い翼はどう数えても二枚。

            「ハッ。オレよか三倍強え～ってのかよ。上等じゃねーか！」

            　どうせ、暴れたくてうずうずしていたのだ。

            　二百年分大暴れしてやる。

            　一番強いヤツを倒してこの世界に君臨するのも悪くない。

            　ノアは己をじっと見つめる感情の読めない六枚翼に向かって、ピッと人差し指を立ててバアーンと突きつける。

            「おい、オマエ！　……いいか、よおおおく聞け。今からオレがオマエを～」

            （ブッ倒す！）

            　大声で宣戦布告しようとするなり白い羽根が舞った。

            「セラフィム様……ッ！　供も連れずにこんなところで一体何を……！」

            　バサアッと白い翼が音を立てて、たちまち頭数が増えた。

            「やあ、ケルビラ」

            （げっ。今度は四枚翼……だとう！）

            　ノアは目を剥いて息を呑んだ。

            「なんですか、この全身真っ黒な邪悪なのは」

            　ケルビラと呼ばれた澄ました片眼鏡野郎は、セラフィムと呼んだ主を庇うように前に出て、心底穢らわしそうにノアに向き直りそう言った。

            （じゃあく……。コイツ今オレのこと邪悪って言った！）

            「テメー……、やんのか！」

            　ノアは初対面だが既にこの片眼鏡がキライだ。

            「セラフィム様、ご無事ですか」

            　また、バッサバッサと羽ばたきが聞こえ、視界が白い羽根で掻き乱される。

            （うげっ、また増えやがった！）

            「よく此処が分かったね、オファニエロ」

            「貴方が報告書にサインする間目を離したのが間違いでした。いくら退屈だからといって御身自ら出向くような案件ではないでしょう」

            　オファニエロと呼ばれた細目のウェービーヘアは、六枚翼の傍らに舞い降りると呆れたようにため息をついてそう言った。

            （コイツも四枚翼。上位天使か……ッ！）

            　こう次々と湧いて出られてはどう考えても分が悪い。

            （隙を見て逃げるか！）

            「置きっぱなしの調書を見ました。燃えているのは悪魔を匿っていたというリオット家ですね。……この炎は貴方が？」

            「ああ、当主とは分かり合えなかったものでね」

            （は？　コレ、コイツがやったのか？）

            　なんでもないことのように穏やかに返答する六枚翼に、ノアは背筋にぞくりとしたものを感じた。

            「それで、この悪魔を今から粛正するわけですね。セラフィム様のお手を煩わせるまでもありません」

            　片眼鏡がそう言って気色ばむのを、六枚翼が片手を上げて制した。

            「待ちなさいケルビラ。すぐに見た目で判断するものではないよ。……オファニエロ、君の出番だ」

            「はい。セラフィム様」

            　促され一歩前に出た細目は、橙色オホンジュのウェービーな長髪を靡かせながらゆっくりと開眼した。

            　瞼の奥に隠された翡翠ヴェーの瞳がノアをまっすぐに射貫く。

            「……なっ」

            （なんだ、コイツ。細目かと思ったら閉じてただけかよッ！）

            　ノアは魂までも見透かすようなその目映い眼光にたじろぎ思わず腕で目を覆う。

            「――――彼は『悪魔デモン』ではありませんね」

            　オファニエロと呼ばれた上位天使がハッキリとした口調でそう告げた。

            「なん、だと……!?」

            　片眼鏡が淡い褐色ノワゼットの髪を乱して、とても信じられないといった表情かおで緋色ホージュの瞳を見開いた。

            「オファニエロの心眼が間違えたことがあるかい？　彼は姿は違えど、間違いなく。……我々と同じ『天使アンジュ』だよ」

            　その台詞にノアは目を見開いた。

            （ほんとに……？）

            　自分でさえ分からない己の正体を、ハッキリと善だと断言されて、ふわっと胸があたたかくなった。

            （オレは……、悪魔じゃなかった？）

            「そして、この者はたった今。私の炎に包まれた屋敷の奥から出て来た」

            「……なっ!?」

            　上位天使たちが息を呑んでノアを見た。

            　信じられないモノを見るようなその視線にノアは不快げに眉を寄せる。

            「なんなんだ、テメーら……ッ！」

            　さっきから何を驚いているのか。

            「私の『聖なる炎フランム・サクレ』で傷ひとつ負わない者がいるとはね。よほど無垢なのか、それとも……」

            　全てを見透かすような青紫色タンザナイトの眼差しが探るようにノアの全身を辿っていく。

            　形の良い唇から発せられた言葉の意味が分からない。

            　逃げた方がいい気がするが、どうにも悔しくてそこに踏み切れない。

            　ノアはただ息を呑んで半身後退し身構える。

            　スッと六枚翼が白い手袋をした手を掲げた。

            　その眼差しに冷徹な光が宿る。

            （――――攻撃される！）

            　ノアは野生動物のように殺気を察知した。

            　六枚翼のそれはまるで息をするように自然で凪いだ殺気。

            　眉ひとつ動かさずに己は消されるのだろう。

            　リオット家のみんなのように。

            　己を忌み嫌った一族に情の欠片などありはしなかったけれど、この美しくも残酷な絶対君主に対して腹の底から恐怖が込み上げてくるのだ。

            「……ちくしょうッ」

            　絶対に敵わないと本能が告げている。

            　逃げようとしても身体が萎縮して動かない。

            　思わずぎゅっと目を閉じ身を竦めた。

            　すると突如、ノアの両手首と両足首に未だに嵌まっていた鉄枷とぶら下がっていた鎖がバキィーンッ！　と音を立てて砕け、バラバラと落下していった。

            「え……？」

            　驚いて顔を上げると、彼は片眉を上げて「ほう。なるほど」と低く呟いた。

            　彼はスッとノアの近くに距離を詰めるとニコリと笑った。

            「君はとても面白い」

            　瞬時に間合いに入られて、ノアはゾッとした。

            　光力チカラの差を見せつけられているようで冷や汗が頬を流れた。

            「君の名前を教えてくれるかい？」

            　逸らしたはずの視線を絡め取られて恐怖で息ができない。

            　その声は耳の奥まで浸透し身体の自由を奪うような不思議な力を持っていて、その青紫色タンザナイトの瞳は他者を従わせずにはいられない強制力を放つ。

            「な……まえ？」

            　ノアは滞空したまま動けず、流れる冷や汗をそのままに喘ぐように聞き返した。

            　今にも触れそうな距離で、美しい形の唇がゆっくりと動く。

            「そう。名前だ」

            「デ、モン……」

            　強過ぎる光力チカラにあてられて、上手く息ができない。

            （くっ。身体が……動かねー……ッ）

            「違う。そうじゃない。生誕時に名を聞かれた時にどう答える？　君にも名前があるはずだよ」

            （本当の……名前……）

            「――――君の名は？」

            「……ノア。……ノア・リオット」

            　ノアは生誕後二百年ぶりにして初めて己の名を名乗る機会を得た。

            　震える声で名を告げるなり涙がポロリとこぼれた。

            　それは恐怖によるものだったのか、それとも別のナニカだったのか。

            　それは、知らない感情だった。

            「ノア……いい名だ。私の名はセラフィム・ル・ヴェリエ」

            「セラ……フィム」

            　ぼんやりと言葉を復唱する。

            　初めて己の名を呼ばれた。

            　この胸に熱く込み上げてくるものはなんだろう。

            　この世界の主の名さえ知らなかったノアに、セラフィムは柔らかく笑んだ。

            「ノア。君は……、随分と寂しそうな瞳をしているね」

            　全てを見透かすような青紫色タンザナイトの眼差しがノアをまっすぐに見つめる。

            「…………ッ」

            　心の柔らかい場所に不意に手を突っ込まれて握られたような心地に、ノアは息を呑んで身を震わせた。

            （怖い……）

            　この目の前の最高上位天使に心臓いのちを握られているような感覚。

            　恐怖に瞳を揺らし唇を戦慄かせるノアに向かって、セラフィムは悠然と笑んだ。

            「ノア。私は味方だよ。私と共に来なさい。君に『居場所』を与えよう」

            　ゆっくりと伸ばされた長い指先がノアの頬を伝う涙をそっと拭った。

            （ウソだ……、このひとはウソをついている）

            　心のどこかで警鐘が鳴っているというのに。

            　優しい声音とその美しい眼差し。

            　伸ばされたその白い手が、夢の中のあのひとと重なる。

            　初めて向けられた温もりに、ノアの涙腺は突如決壊した。

            　ウソでもいいから縋りたかった。

            「だって、オレ……、オレは『悪魔デモン』だって……」

            　悪魔ではないと、生まれて初めてそう言ってくれたこのひとに。

            「君は我々と同じ『天使アンジュ』だよ。それもとても強い光力チカラを持っている……ね」

            　意味ありげな意図の読めない笑顔にノアは言葉を重ねる。

            「だって、オレ、不吉だからって……」

            「君を二百年も閉じ込めた一族には罰を与えた。こんなことは赦さない。迎えに来るのが遅くなってすまなかったね」

            　そう言って抱き寄せられて、その広い胸にすっぽりと包まれてノアは目を見開いた。

            （あたたかい……）

            　――――ああ、このひとだ。

            　嗅いだこともない高貴な香りが鼻腔をくすぐった。

            「可哀想に。もう大丈夫だよ」

            　心地よい声が耳の孔から忍び込み身体の芯を砕いていくようだ。

            （助けて……くれたのか？）

            （そんなわけがないだろう……！）

            　まだ、どこかで警鐘は鳴り続けているというのに。

            　うんと深いところで、感じるナニカ。

            　――――やっと逢えた。このひとだ。

            　初めて感じる他者の労りと温もりに包まれて視界がぐにゃりと溶けた。

            　急に緊張が解けたせいだろうか。

            　それとも、ナニカされたのか……？

            　ノアは突然の眠気に襲われて、その広い腕の中で脱力した。

            　

            「正気ですか、そんな下賎の輩を天宮パレスに置くなどと……！」

            「彼なら、私の『退屈アンニュイ』を紛らわせてくれる。そう思わないかい？」

            「セラフィム様、そのようなお戯れを……ッ」

            　遠くでそんな話し声が聞こえた気がしたけれど、ノアの意識はすぐに靄の中に呑み込まれてしまった。

            　

            　

            　◇◇◇

            　

            　

            　ノアは約束通り天宮パレスに迎えられ『五大天使サンク・アルカンジュ』見習いとして自室ピエスを与えられた。

            　天宮パレスには光力チカラの強い天使たちが来きたるべき魔界との聖戦に備えて集められているのだという。

            　五大天使サンク・アルカンジュは、天宮パレスの中にある五つの自室ピエスをそれぞれ与えられていた。

            　ノアはその内の主不在の第五室ではなく、空いた予備の部屋をあてがわれている。

            　あくまでも補欠扱いである。

            　それでも、暗く冷たい地下牢の石畳を思えば、ふかふかのベッドに美味しい食事は本当に夢のようだった。

            　最初は心を開けなかった五大天使サンク・アルカンジュたちは、おひと好しのおせっかいの集まりで。

            　特にノアの世話係を任命されたらしいミカエラが、どんなにツンケンしようとあれやこれやと勝手に世話を焼いてくる。

            　ミカエラは小さくて優しくて可愛らしい少年だった。

            　こんないきなり現れた得体の知れない黒いヤツが怖くないのかと聞くと、きょとんとしてから明るく笑い飛ばされた。

            「大丈夫。僕は君より強いから」

            　そんなミカエラはまさかの第一大天使プルミエル・アルカンジュだった。

            　五大天使最強がこんなちいさな少年の姿をしているとは。

            　世界は広い。

            　狭くて暗い地下牢しか知らなかったノアは、初めて広い世界に出て己の小ささを知った。

            「私のためにその光力チカラを使いなさい」

            　その言葉に頷いたので、ノアの主はセラフィムだ。

            「魔界との戦いで君は大きな戦力となるだろう」

            　期待に応えたいと思った。

            　戦闘訓練の相手は、専ら第三大天使トルワジエム・アルカンジュであるラファイロだった。

            　思いっきり光力チカラをぶつけてもケロリとしている彼と、思う存分やり合うのは本当に愉しく、血湧き肉躍った。

            　――――そして、一年。

            　気がつくと笑い合う『仲間』ができていた。

            「君に光力チカラの使い方を教えてあげよう」

            　セラフィムはそう言って笑いかけてくれた。

            「徳を積めばその翼も白くなるだろう。心配はいらないよ」

            　誰もいない時にこっそりと自室ピエスを訪ねてきて、アタマを撫でてくれる。

            「皆と馴染めたようで安心したよ」

            「何かあれば私を頼りなさい」

            　ノアに初めて『恐怖』という感情を与えたセラフィムは、次々とノアの新しい感情の扉を開けた。

            『ノア。私は味方だよ。私と共に来なさい。君に居場所を与えよう』

            　あの日そう言ったセラフィムは、約束通りノアに『居場所』をくれた。

            　こんな世界、ぶっ壊してやろうと思っていた。

            　でも、本当は。

            　誰かに笑いかけて欲しかった。

            　誰かに必要とされたかった。

            　誰かに名前を呼んで欲しかった。

            　――――ちがう。アンタに。

            　セラフィムはノアのトクベツになった。

            　ノアはいつしかセラフィムに恋心を抱くようになった。

            　セラフィムの藤色グリシーヌの美しく靡く髪を視界に映しただけで嬉しくて、こっそりとニマニマした。

            　セラフィムと目が合っただけで、胸がキュウキュウと苦しくて。

            　アタマを撫でられた日などはもう天にも昇るような気持ちになった。

            　セラフィムの役に立ちたい。

            　セラフィムに必要とされたい。

            　セラフィムが褒めてくれるなら、誰よりもたくさん悪魔を狩って勝利を捧げたい。

            　セラフィムが笑いかけてくれるなら、なんでもできそうなそんな気がしていたのだ。


             

        
        
            エピソード３『強化訓練』

            　

            　

            【ミカエラサマ、ガブリエールサマ、イラッシャイ♪　イラッシャイ♪】

            「エルちゃん、おはよう～！」

            「やあ、いい朝だね」

            　エルがポイ――ン、ポイ――ンと跳ねながら二天使をお出迎えし、第三室はさらに賑やかになった。

            「あれ？　オマエら昨日いつ帰ったんだ？」

            　昨晩の宴会の時はみんな揃っていたのに。

            「ノア、それは野暮ってもんだよ」

            　首を傾げるノアに、ミカエラの肩を引き寄せその低い位置にある淡金髪ペールブロンドのアホ毛にちゅっと口づけを落としながらウインクしたのはガブリエールだ。

            「ノア、おはよう！　よかった。起きられたんだね」

            　やたら長身ばかりのこの天宮パレスで唯一ノアより小さいミカエラが水色ブルシエルの瞳を輝かせてそう言った。

            　――――第一大天使プルミエル・アルカンジュミカエラ・ティロル。

            　そう、このちっこいのがまさかの『第一プルミエル』

            　五大天使サンク・アルカンジュの中で一番光力チカラの数値が高いらしいので世の中分からないものだ。

            「って、昼からだろ。余裕だって」

            「え～！　だって今日の定例会議、ノアは初めてだから僕心配で。いっぱい決まり事があるからおさらいしときたくて早めに来たんだよ」

            　そう。そして、この一番サンがものすごく世話焼きの心配性。

            「ミカは優しいね。ほっとけばいいのに。俺はもっとミカとふたりの時間を愉しみたかった」

            　そんなちっこいミカエラを背後から抱きしめて、首筋に顔を埋めてスーハーしているのが彼の恋天使こいびと。

            　――――第ニ大天使ドゥジエム・アルカンジュガブリエール・カズヌーヴ。

            「も、もおおおッ。ガブちゃん、スーハーしないで。メッだよ！　早く座って」

            「『ミカ吸い』さいこー。ああ、可愛い俺のミカ。ミカにメッされた。はー、今すぐしけこみたい」

            　ガブリエールは、後ろをリボンで束ね横髪は下ろした橙金色ロルブロンドのサラサラの長髪を指先に絡めてくるくるさせながら、灰色紫モーヴの眼差しを熱っぽく艶めかせながらそう言った。

            『第二ドゥジエム』の数字を賜りながら可愛いミカエラしか眼中にない。

            　そう。彼は残念なイケメンである。

            　

            　エルが準備した朝食をみんなでテーブルを囲んで食べる。

            　バゲットパンを真ん中で切ってバターとジャムを塗って食べるオープンサンドのタルティーヌ。

            　エルがポイ――ンと跳ねる度に、苺や葡萄などのフルーツがポポポン！　と出現。

            　さらに、それぞれの嗜好に合った飲み物が次々と並ぶ。

            【ノア、アマイノ】

            　エルがノアの前のテーブルの上でポイ――ンと跳ねるとガムシロップたっぷりのアイスカフェオレが出てきた。

            「おお～！」

            　甘党のノアの好みをよく覚えていてくれて嬉しい。

            　それだけよく入り浸っているということだが。

            　ミカエラにはオレンジジュース。

            　ガブリエールにはホットコーヒー。

            　ラファイロはコーラ。

            　ウリエスの前には紅茶が並んだ。

            「食べながらでいいから聞いてね」

            　ミカエラが身を乗り出して指先を立てて言った。

            「まずね、絶対気をつけて欲しいのは座る席」

            「ああ、確かに」

            「ノア座るだろ、普通に」

            「アザゼル様のお席が空いてるからってうっかり座っちゃダメだからね」

            （…………は？）

            「アザゼルって、今空いてる『第五サンキエム』だろ。なんでダメなんだ？　あとオマエのが上じゃん。なんでサマ付け？」

            　早速もぐもぐとタルティーヌを頬張りつつノアは首を傾げる。

            　――――第五大天使サンキエム・アルカンジュアザゼル・シモン。

            　確か……。

            「なんか昔、罪を犯して人間界に追放された堕天使アンジュ・デシュだよな」

            「それは表向き。本当はとっくに罪は赦されてて人間界で極秘の任務中らしいぜ。ま、こん中じゃミカエラとガブリエールしか会ったことねえけどな」

            　ラファイロがそう言ったのでなんだか興味が湧いてしまう。

            「そうなのか？　一体どんなヤツなんだ？」

            「『目が合っただけで妊娠しそう』で有名らしいよ。確かにそんな感じだった。俺は絶対ミカとふたりっきりにしないと心に決めている」

            　ガブリエールが真顔で言ったので目を丸くしてしまう。

            「セラフィム様の遣いでガブちゃんと一緒に人間界にちょくちょく迎えに行くんだけどね、人間のカワイイ男の子を何人か拐かして教会で飼ってるんだよ」

            　ミカエラがこそっと声をひそめてそう言った。

            （ひえっ！　それ、ぜったいやべーヤツだ）

            「しかも本当は上位天使アンジュ・シュペリユールだ。セラフィム様の腹心でもあられる」

            　ウリエスが神妙な顔でそう言ったのでノアは目を剥いた。

            「ハア～!?　四枚翼かよ！　あの片眼鏡と細目と一緒の！」

            　言うなりぎょっとしたような視線が集中した。

            「片眼鏡と細目！　お前上手いこと言うなあ～！」

            　ゲラゲラ笑っているのはラファイロだけだ。

            「それはまさかケルビラ様とオファニエロ様のことではあるまいな」

            「ダメだよノア。あのふたりすっごく偉いんだよ？　それにケルビラ様すっごく怖いんだよ～」

            「ふふっ。怖がってるミカ可愛い」

            　いや、ひとりヘンなのもいるが。

            「それにオファニエロ様は普段は目を閉じているだけで開くと翡翠ヴェーの瞳のすんごいイケメンだよ！　目が細いわけじゃないからね？」

            （あ、それ見たことある）

            「アイツなんで普段閉じてんだ？　前見えてんの？」

            　素朴な疑問を口にすると「おいそれ、本天使ほんにんに聞くなよ」とウリエスが青い顔をしてノアを見た。

            （……なんで？）

            「あ、分かった。セラフィムがキレイだから眩しいんじゃね？　いつも隣にいるもんな、あの細目」

            　ノアは絶対そうだと思いついてそう言うと、ラファイロとガブリエールまでもが青い顔でノアを見た。

            「いや、セラフィム様を呼び捨てはマズイだろ。お前向こうで言うなよ頼むから」

            （んんん？）

            　ノアは苦い表情かおのみんなを不思議そうに見回す。

            （え……。オレ、逢った時いつもセラフィムって呼んでるけど）

            「……ケルビラ様に粛正されるよ？」

            　ミカエラが震える声でそう言って涙目で首を横に振った。

            「セラフィム様は天界の一番偉い天使ひと。王様って言えば分かるかな？」

            　ガブリエールが子供に言い聞かせるような口調で、可哀想な子を見るようにノアを見て言った。

            「あの方の忠誠心すごいかんな。ココだけにしとけよ」

            　ラファイロがいつになく神妙な顔で言う。

            「貴様は会議中一言も喋るな。いやできれば欠席して欲しい」

            　ウリエスがそう言ってみんなが頷いた。

            　うっ。オマエに言われると無性に腹立つ！

            「なんか危なっかしいね」

            「うん。すごくハラハラしてきた」

            「絶対なんかしでかしそう」

            「……ノア、お腹イタイってお休みする？」

            　ミカエラが心配そうに瞳を揺らしてノアを見た。

            （うっ。やめろ、そんな目で見るな！）

            「しゃ、喋んなかったらいいんだろー！　大丈夫だって」

            　

            　そして。

            　なんだかんだしていたら、すぐに出発の時間になった。

            【イッテラッシャイ！　イッテラッシャイ！】

            　ポイ――ン、ポイ――ンと跳ねるエルに見送られて第三室をあとにしたノアたち五天使は正装をして揃いの白い衣装に身を包み颯爽と歩き出す。

            　揃いといってもみんな白を基調としているだけでそれぞれが形の違うものが与えられていた。

            　暑がりのノアは一枚重ね着するべき衣装をすっ飛ばしているが一度も着たことがないのでバレないだろうと高をくくった。

            　ほら、誰も気づいてない。

            　会議の場所が分からないノアは、お世話係のミカエラについて歩く。

            「で、ノアのメタモルフォーズはナニか分かったの？」

            「おう！　やっぱり『黒豹』だった！」

            　張り切って返答すると「ウソつけ」とラファイロにアタマをペシッとはたかれた。

            「はあ～？　んでだよ！」

            「お前結局昨日はたった一杯でグダ巻いて寝ちまっただろうが」

            　そうだっただろうか？

            （……そうだったかもしれない）

            　ものすごく眠くなって、あとは全然覚えてない。

            「まあ、惜しいとこまではいったけどな。コイツ、酒癖ちょー悪いんだぜ」

            「ああ、全く酷かったな」

            「ぜんっぜん、覚えてね～！」

            「ノアは飲めない体質なのかもしれないね。僕もそうだし気にしないで」

            　ミカエラが気遣うように笑ってそう言った。

            「だ～か～ら、ノアは猫だって。夕飯を賭けてもいい」

            　ラファイロにニヤニヤしながら見下ろされて、ノアはムッとする。

            「んなわけねーだろ。このオレが猫とか。黒豹とかサーベルタイガーとかライオンとかそーゆーつえーのに決まってる！」

            「いや、アホか。派手過ぎんだろ。すぐ動物園行きじゃねえかよ」

            　ラファイロが呆れたように言った。

            「本来、僕たち天使がメタモルフォーズするのって人間界でだからね。目立たない方がいいんだよ」

            　そういうミカエラは『ハムスター』

            「俺たち天使は人間界では天界の三倍の光力チカラを消耗する。滅多にないが長期間の任務の際などには使うこともある」

            　ウリエスが後ろを歩きながらそう言った。

            　コイツは確かあの胴体の長いネズミみたいな……、そう『フェレット』だったな。

            「ま、エコだな。エコ。だからあんま派手なんは逆効果」

            　得意げに言われて、ノアはむうとむくれる。

            「ちなみに、俺は『白い鷹』だ。カッケエだろ」

            　ラファイロが白金色プラティヌブロンドの髪を掻き上げて紺碧アズゥーの目をキラキラさせてそう言った。

            「うぐっ！」

            （いいな、なんか強そう。翔べるのカッケーな）

            「ミカのメタモルフォーズは食べてしまいたいほど可愛いよね」

            「えへへ。ありがとう。ガブちゃんのボルゾイもカッコイイよお」

            　ミカエラとガブリエールが見つめ合ってイチャイチャし始めた。

            　ガブリエールは確か手足の長いけっこうデカイ犬だったか。

            　一度みんなのメタモルフォーズを見せてもらったことがある。

            「なあ、セラフィムは？　すげーキレイな白鳥とかか？」

            　えっ？　と四天使が一斉にノアを見た。

            「あ、もっと強くてカッケ～ヤツ？　あッ、ユニコーンとか？」

            　ノアは目を輝かせて聞く。

            　セラフィムがメタモルフォーズしたらなんて、考えただけでドキドキワクワクしてしまう。

            「待て待て。一角獣ユニコーンとか幻獣だろ？」

            「一角獣ユニコーンが人間界にいるはずがないだろう」

            　ラファイロとウリエスに言われて、ノアはうっと口をへの字に曲げる。

            「あ、でも分かる。一角獣ユニコーンはセラフィム様ッぽいかも！」

            「だろッ？」

            　ミカエラに明るい声で肯定されてノアは顔を輝かせる。

            　額の中央に長い角が生えた美しい白馬。

            「藤色グリシーヌのたてがみがサラ～と長いんだ。んで白い翼が生えてて空翔べんの！」

            （うおお～！　カッケエエ～～！　乗りてー）

            「いや、翼の生えた白馬はペガサスだかんな。ノア、ごっちゃになってぞ」

            「えっ！　ペガサスは角は……」

            「生えてねえな」

            「ええええ～！　角も翼もドッチもあった方がぜったいカッケエのに！」

            　ノアは残念無念とアタマを抱えた。

            「どちらにせよ一角獣ユニコーンもペガサスも人間界にはいない。伝説上の生き物だ」

            　表情筋がお留守のヤツに重ねて言われて、ノアはブスッとした顔で恨めしげに見た。

            「一角獣ユニコーンって確か美しい見かけによらず獰猛で、処女じゃなかったら角で刺し殺されるんだったよね」

            　ガブリエールがくすっと笑ってそう言ったので、瞬時に場が凍りついた。

            「マジかよ。こっわ！」

            「だがそんな感じではある」

            「確かにな。あのジジイならやりそう」

            「ジジイって、え？　だれが？」

            　ラファイロは、おっとと口を押さえてからキョロキョロとひと気がないのを確認すると小声で言った。

            「あんな、セラフィム様は実は千歳越えてるらしいぜ？　魔王ベリアルは今回の繁殖期で代替わりしたってのにあの天使ひとしてねえかんな」

            　ノアはビックリして目を丸くしてしまう。

            「そ、そんなんできんの？　貴族の寿命は千年じゃねーの？」

            「たったひとりしかいない最高上位天使プリュ・オー・アンジュ様だからな。俺たちとは違う。代替わりしなければ次の繁殖期まではそのままだ」

            「俺たちは今回の繁殖期の中期組でだいたい三百歳。お前は後期組だから二百歳くらいだったよな。セラフィム様あのひとに比べたら俺たちはピッチピチだ」

            （ええええええ～～!?）

            「あ、あんなにキレイで神々しいのに」

            　呆然としてそう呟くと、ラファイロが妙な顔をして足を止めノアを覗き込んだ。

            「そりゃ俺たちは人間と違って見かけは若いまま老いねえしな。……てか、ず～ッと引っかかってたんだけどよお。お前あの天使ひとに夢見過ぎてねえか？　まさかあのジジイに惚れてんじゃあねえよな？」

            「うえ……ッ!?」

            　突然図星をつかれて思わずヘンな声が出た。

            「なななななに言ってんだオマエは！　んなこたねーよ！」

            　カアアアアア――ッと顔に熱が集まる。

            「いや、それはやめとけよ。ありゃすっげー腹黒いぞ。笑ってても目は笑ってねえんだぜ？　だいたいあの第五サンキエムと気が合うとか絶対まともじゃねえよ」

            　ラファイロが真顔で言った。

            「麗しい見た目で判断したら痛い目にあう」

            　ウリエスまでもが。

            「僕らとは感覚も価値観もそりゃ違うよね」

            「当然だけど住む世界が違うお方だよ」

            　ミカエラとガブリエールもそう言って笑った。

            （そ、……そう、なのか……？　だって、オレの知っているセラフィムは……）

            　そりゃ、初めて逢った時はちょっと怖かったけど、それからはずっと……。

            　ノアは思わず考え込んでしまう。

            「ちなみに上位天使アンジュ・シュペリユール以上はメタモルフォーズしない。人間界に降りようと消耗などしないからな」

            　ウリエスにキッパリと言われてノアはガックリと脱力した。

            「それを早く言えよな！」

            （な～んだ。セラフィムは変身しないのか。……残念！）

            「まあ、なんだ。お前は早く光力チカラを使いこなせるようになって俺らと任務に行こうぜ」

            「まあ、メタモルフォーズは自在にできないと危ないよね」

            「急に変化しても困るしな」

            （任務……ッ！）

            　ノアは思わず武者震いしてしまう。

            　戦闘訓練ばかりじゃつまらない。

            　こないだガブリエールが召喚した幻獣と実際に交戦したのは愉しかった！

            　でも、本当の敵じゃねーのは光力チカラを出し切れなくて不完全燃焼だ。

            　早く実戦に出てみたい！

            　できれば魔族と思いっきり戦いたいッ！

            「任務行きたい～～ッ！」

            　ノアはジタバタ足を踏み鳴らして天を仰いで叫んだ。

            　メタモルフォーズが確定していない天使は人間界の任務にはつけないらしい。

            　それが理由かセラフィムはノアに仕事を回してくれない。

            　下級天使たちが人間の魂を導くのを誘導したり、警護したりとか、ミカエラたちはいろんな仕事をしている。

            　人間を誘惑する悪魔を狩ったりとか面白そうだ。

            　早くセラフィムの役に立ちたい。

            　魔界との戦争はいつやるんだろう。

            　待ち遠しいなあ～～ッ！

            「退屈だあああ～～！」

            「んなこと言うから昨日飲ませてやったのにお前テンで弱えじゃん」

            「知らねーよ！　覚えてねーもん」

            「俺とラファイロは限界まで飲んだのがきっかけだったからな」

            　ウリエスがそう言ったのを聞いてノアは閃いた。

            「あ、ミカエラは？　オマエ飲めねーんだろ？　てかよく午前中ハムスターになってガブリエールの肩乗ってんの見かけるけどアレどうなってんだ？」

            　ノアは顔を輝かせてミカエラを見た。

            「え……っ？」

            　水色ブルシエルの大きな瞳が見開かれて、何を思い出したのかじわじわと白い頬が真っ赤に染まる。

            （……んんっ？）

            「――セクスだよ」

            　常にミカエラに視線を向けているガブリエールが、珍しく顔を上げてノアと視線を合わせてそう言った。

            「ガブちゃんッ！」

            　弾かれたようにガブリエールに向き直ったミカエラが真っ赤な顔で非難するように腕を掴む。

            「せくす？　……？」

            　聞いたことのない単語にノアは首を傾げた。

            「ミカは七回目でメタモルフォーズするから、昨晩はなるべくイかないように工夫したんだ」

            「わーッ！　わーッ！　わーッ！」

            　ドヤ顔でそう告げるガブリエールを、ミカエラが両手をバタバタしながらピョンコピョンコして必死で遮ろうとしている。

            （ん？　どこへ行くんだ？）

            「ガブちゃんのばかあッ！」

            　すごい。耳まで真っ赤だ。

            「ごめんね。慌てるミカが可愛いくて」

            　足を止め盛大にイチャイチャし始めた二天使ふたりを置いて、慣れた様子でスタスタと先を歩くラファイロとウリエスを追いかける。

            「なあ！　なんだアレ？」

            　ラファイロに説明を求めるべく顔を向ける。

            　七回とは一体何の回数なんだろうか。

            「なるほど、セクスな」

            　そういうラファイロは妙に納得したように顎を撫でながら、ニヤニヤしてノアを振り返った。

            「おい。何を考えている」

            　ウリエスが険しい顔でラファイロの肩を掴んだ。

            「なあ、せくすってなんだ？　それしたらオレもメタモルフォーズできるのか？」

            「ああ。できるぜ」

            　ラファイロが足を止めノアに向き直ってそう言った。

            　あっさりと肯定されてノアは目を輝かせた。

            「じゃあ、やり方教えろ！」

            　ノアをまっすぐに見つめる紺碧アズゥーの瞳が艶を帯びる。

            「いいぜ。だけどなノア、セクスはひとりじゃできねえ」

            「……そう、なのか？」

            「ああ。相手に意識がブッ飛ぶくれえの衝撃を与えてもらう必要がある」

            「おい……ッ」

            「意識が、ブッ飛ぶ……？」

            　真剣な顔をしたラファイロを見上げてノアはゴクリと息を呑んだ。

            （生死の境を越えてこその境地、ということか……！）

            「俺に、任せてみるか？」

            「……オマエに？」

            「ラファイロ……！」

            「ああ、俺はそういうの慣れてるからな。俺がお前をオトナにしてやるよ」

            　ラファイロがそう言って頼もしく笑ったのでノアは顔を輝かせた。

            「本当か？　じゃあ」

            「ノア、駄目だ！」

            　よろしく頼むぜ！　と言いかけた言葉をウリエスが遮った。

            「なんなんだ、オマエはさっきからッ」

            　ノアはいけ好かない第四キャトリエムにイヤそうな顔を向ける。

            「ノア。ラファイロは駄目だ。それくらいなら俺が相手をしてやる」

            「はあ？」

            　ウリエスがいつになく必死だ。

            （コイツ表情筋あったんだな）

            「いいや、俺のが慣れてる。こんな堅物相手じゃノアが痛い思いするだけだ」

            「貴様のような遊び天使あそびにんに任せられるか！　だいたい話が違う」

            「違わねえだろ。ちゃんと同意だ」

            「どこがだ。貴様は説明責任を怠っている」

            「お前がモタモタしてるからだろうが。俺はもう限界なんだよ。お前がいなけりゃ昨晩あのままヤッてた！」

            「このケダモノ。そんなことは赦さないと言ったはずだ！」

            「あの状況で我慢するとかありえねえだろ。褒めて欲しいくらいだわ！」

            　ノアは、互いの胸ぐらを掴み睨み合うラファイロとウリエスを交互に見て顔をしかめる。

            「……なんなんだオマエら、ゴチャゴチャと」

            　なんだか全然話についていけない。

            　だが、どうやらセクスとは危険を伴う『強化訓練』のようだ。

            　なるほど。ミカエラとガブリエールは毎晩訓練を怠らないからこそ、上位の数字持ちなんだな。

            （ついに強さの秘密を垣間見てしまった……ッ！）

            「よし！　オレも一気に駆け上がるぜッ。って、聞いてんのかオマエら」

            「俺が言い出したんだ。引っ込んでろ」

            「駄目だ。貴様なんぞに任せられるか。ノアは何も知らないんだぞ」

            「なあ～ってば」

            　ラファイロとウリエスはずっとわあわあ言って揉み合っている。

            （……ダメだ。ぜんぜん聞こえてない）

            　しかし、なんて面倒くさいヤツラだ。

            　何を張り合っているのか。

            　ノアはメタモルフォーズができるようになりたいのだ。

            　そして一天使前いちにんまえと認められてもっと活躍の場が欲しい。

            　セラフィムの役に立ちたい。

            　セラフィムに認められたいし、セラフィムに笑いかけて欲しい。

            　ノアができるところを見せてやったら、きっと彼はこう言うだろう。

            『驚いたなノア。君はすごい子だ』

            　そう言ってまたアタマを撫でてくれるんだ。

            　時々珍しいお菓子を持って、こっそりノアの自室ピエスを訪ねてくれるセラフィム。

            『私は甘いものが苦手でね。手伝ってくれると助かるんだが』

            　ノアが美味しくもぐもぐ頬張っている間、それを優しい眼差しで見つめてくれるふたりだけのお茶会。

            『私が君に逢いにきているのは、皆には内緒だよ』

            『いいね』

            （なんで内緒なんだろう？）

            　大好きなセラフィム。

            　足首まである長くてハリのある艶やかな髪は高貴な藤色グリシーヌ。

            　歩く度に舞い上がり不思議と地につかないソレを見ていると、彼を穢すことは誰にも叶わないんだろうと思える。

            　全てを見透かしたような不敵な眼差しは煌めく青紫色タンザナイト。

            　その眼差しを思い出しただけでなんだか胸がドキドキして目が潤む。

            　あと声。アレは反則。

            　耳に心地よいしかし他者を従わせずにはいられないテノールボイスは思い出しただけでなんか……、腰が抜けそうになる。

            　とにかくなんかすげーんだ。

            　セラフィムを思い浮かべるだけで胸がきゅうっとして、なんだか顔が熱くなる。

            　みんなの言うセラフィムとノアの知るセラフィムはなんか違うと思う。

            　もっと逢いたい。

            　アンタがいつ来るか分かんねーのを待つより、コッチから逢いに行ける立場になりたい。

            　特殊任務が与えられれば、その報告の度にアンタに逢えるんだろ？

            （だから、オレは早く一天使前いちにんまえになって任務が欲しいんだ！）

            　そのためなら、少々危険な訓練だろうと受けて立ってやる。

            「もおおお～ッ！　じゃあ三天使さんにんですればいいだろ！」

            　思わずそう叫ぶなり、二天使の動きがピタリと止まった。

            　胸ぐらを掴み合っていたふたりの顔がギギギギ……ッとコッチを向いた。

            　紺碧アズゥーと赤紫色マゼンタの瞳が大きく見開かれて、ものすごい真顔でコッチを見ている。

            （はあ？　んだよ、こっわ！）

            「三天使さんにんで……だと？」

            　ふたり仲良くハモッたのでノアは少し引いた。

            「なんだよ、二天使ふたりじゃねーとできねーの、ソレ」

            「…………」

            　謎の沈黙数秒。

            「いや。アリ……、ああ、アリだな」

            「ああ、悪くない」

            　ラファイロとウリエスは、何を想像したのか妙にニヤニヤと口元を覆ってそう言った。

            　掴み合っていた互いの手を緩めると静かに距離を置き、パンパンと白い衣装を手で払い乱れを整えてから顔を上げる二天使。

            「一時休戦だな」

            　ラファイロとウリエスは互いの拳をゴツンとぶつけ合いニヤリと笑い合った。

            「いいぜノア。定例会議が終わったら、俺たちがお前をオトナにしてやるよ」

            　ラファイロはそう言って意味深に笑った。

            「ああ、どんな攻撃も受け切ってやる。二天使ふたりがかりでかかってきやがれ！」

            　ノアは力強く胸を拳で叩いてそう宣言したのだった。


            　

        
        
            エピソード４『五大天使サンク・アルカンジュの定例会議』

            　

            　

            　天宮パレスを出て少し歩くと大きな石橋アン・ピイエールが見えた。

            　天界の遙か上空、雲の上に浮かんでいる神殿のような造形をした天宮パレスは、巨大なアーチ状に伸びた美しい石橋で王宮アン・パレと繋がっている。

            　抜けるような青空の中キラキラと二つの太陽の光を浴びてそびえ立つとてつもなくデカイ豪奢な宮殿。

            　煌びやかなソレを見上げて、ノアは圧倒されポカンと口を開けてしまった。

            （なんか、……すげー！　初めて見た！）

            　この一年、天宮パレスを出ることを赦されていなかったノアは何度も瞬きしてしまう。

            　天宮パレスの中は広くて、戦闘訓練用の異空間と繋がった不思議な部屋などが当たり前のようにあり、退屈することはなかったけれど。

            　やっぱり外はすごい。

            　広いし、明るいし、空は青いんだな。

            　太陽は二つもあるのか！

            　小さな灰色の世界しか知らなかったノアには、外の世界は眩し過ぎる。

            　セラフィムと出逢ったあの日は夜だったからなあ。

            　ノアはワクワクドキドキしてきた。

            　そろそろ天界を探検とかもしてみたい！

            「デッケーな！」

            「王宮には最高上位天使プリュ・オー・アンジュであるセラフィム・ル・ヴェリエ様がお住まいになっていて、普段は側近の上位天使であるオファニエロ・クレマン様とケルビラ・モンテーニュ様しか入れないんだよ」

            　いつの間にか追いついたミカエラが隣で説明してくれた。

            「五大天使の僕たちでさえお召しがないとこの橋を渡ることは赦されない。そして、年に一度の『定例会議』は王宮の敷地内にある大講堂で行われるんだよ」

            「ほええええ～～！」

            　ノアはしばらく言語を忘れた。

            　石橋の入り口の両脇には甲冑を纏った近衛兵がふたり、長い槍を立てて控えている。

            「この王宮と天宮パレスは『天空の神殿シエル・タンプル』と呼ばれていて本当は許可証がないと入れないんだよ。だから前にも言ったと思うけど必ず僕らと一緒に行動してね」

            　ミカエラが真剣な顔でそう言った。

            「王宮を探検とか馬鹿な真似だけはすんなよ。捕まって牢屋にぶち込まれるぞ。ガチで」

            　普段不真面目なラファイロまでもが真顔でそう言った。

            （牢屋はイヤダ！　二度と入りたくない）

            　ノアは震え上がる。

            「だから、王様って言ったでしょう」

            　ガブリエールがくすくす笑う。

            「うええええ～～！」

            「今回の定例会議、お前が参加していいとか俺は我が耳を疑ったからな」

            「ええ～～？」

            　ノアはラファイロを見て情けない顔をする。

            　だって、セラフィムとは二日前だって一緒にお茶したし。

            『ノアはフルーツタルトが気に入ったようだね。次はプティフールを準備させよう』

            　そう言って頬を撫でてくれたセラフィムは幻だとでも言うのだろうか。

            『セラフィム』

            　そう呼んだら『なんだい？』そう言って柔らかな微笑が返ってきていたのに、あれはもしかして別天使なのか？

            （ワンチャン双子説とか……？）

            「いいな。絶対ボロが出るから貴様は一言も喋るなよ」

            　ウリエスの言葉にノアは苦い表情かおで口を尖らせた。

            　

            　

            　◇◇◇

            　

            　

            「ふぁ～あッ」

            　今まさに五大天使サンク・アルカンジュの定例会議が行われている最中であるというのに。

            　ノアはあくびが出て仕方ない。

            　だって、やっと逢えたと思ったのに、セラフィムはなんか高いところにある偉そうな椅子に座っていてすんげー遠いし。

            　そして、オファニエロの話は難しくてよく分からない。

            　

            　――――遥か昔。［天界］［魔界］［妖精界］［人間界］［冥界］の五つの世界を統治していたのは天界だった。

            　天界が五つの世界を統治するあるべく姿に戻るために、遥か昔から『天空の鍵クレ・ル・シエル』を巡っての魔界との聖戦が何度となく行われている。

            　この全ての世界は、遙か昔天界に住む神々が創った。

            　五つの世界は独立しているようでいて繋がっていて、千年に一度『時空の扉ディマンシオン・ポルト』の鍵を掛け直すことで均衡が保たれていた。

            　それを怠れば、五つの世界は崩壊しそこに生きる生命は全て死滅してしまう。

            　この世界を創りたもうた神々は、その役目を担う者を『調律師アコルダージュ』と呼び、その時代の最高上位天使に委ねた。

            　だが、数万年前に堕天した大天使ルシファーによって五つの世界の扉を管理する『天空の鍵クレ・ル・シエル』が奪われた。

            　ルシファーはサタンと名乗り魔界の魔族共を統治し王となり現在の魔界を創ったのだという。

            （う～ん？　つまりそのナントカってカギを盗んだ魔界のヤツラはワルイやつで、戦って取り返すための戦力がオレたちってわけだな！　よし。じゃあさっさと戦やろうぜ！）

            　その辺までは真面目に聞いていたんだけど。

            　今の魔界の状況とか新しい五大悪魔サンク・デモンの能力の考察とか、代替わりした新魔王ルキフェルがどうのこうのとかそういう小難しい話をオファニエロがしているのを一番後ろの席で頬杖をついて聞いている内に。

            　天窓から入るお日様がポカポカ攻撃を仕かけてくるものだから、だんだん眠くなってきて……。

            「ふぁ……っ」

            「聞いているのか、ノア・リオット！」

            （やべっ！）

            　ケルビラが、緋色ホージュの瞳を戦慄かせてコッチを見ている。

            （マズイ。めっちゃ怒ってる！）

            「天使学校を卒業した者ならば誰もが知る伝承をわざわざ学のない貴様のためにオファニエロが話して聞かせているのだろう。それを当事者があくびとは何事か！」

            　セラフィムの傍らに立ち議題を進めていたオファニエロも、一瞬凍りついたように橙色オホンジュのウネウネ髪を揺らし、滅多なことでは開かない翡翠ヴェーの瞳を瞼の奥から一瞬覗かせた。

            （天使学校……）

            　なんでも、貴族は生誕したら百年制の天使学校に通うのが慣わしとなっているらしく、五大天使サンク・アルカンジュはその成績順に就任するものらしい。

            　ミカエラは首席で卒業したらしく、アイツらはみんな同期なんだって。

            　ちなみに、上位天使以上は世襲制らしい。

            　当然、ノアは二百年間地下牢でくすぶっていたので天使学校になんて行っているはずもなく。

            　ケルビラにしてみたら、上流貴族のお上品な集まりに汚い野生児が迷い込んでいるような感じなんだろう。

            　もう、我慢ならないって顔をしている。

            　オファニエロとは反対側でセラフィムを挟んで佇んでいたケルビラは片眼鏡の奥で眼を吊り上げ、怒りもあらわにさらに息を吸い込んだ。

            （うわあ。また粛正されるう――――ッ！）

            　ノアは震え上がった。

            　前回、ラファイロと戦闘訓練のノリで天宮パレスの回廊でじゃれ合っていたら壁に大穴を開けてしまい、あの時は天宮中の鏡をピカピカに磨くという地味にキツイ罰を受け、その陰湿な嫌がらせに丸一日かかったのだ。

            　一緒に自ら罰を受けてくれたラファイロは実にいいヤツだ。

            「ケルビラ」

            　セラフィムがスッと美しい白い手を上げて制した。

            　なんたる無礼なと怒りに肩を震わせる側近に、セラフィムは宥めるような柔らかい笑みを送ってみせた。

            （ふぁ――――ッ！）

            　やっぱり、セラフィムは優しいッ！

            　足首まである長くてハリのある艶やかな髪が肩を滑り落ち、天窓から差し込む陽光が高貴な藤色グリシーヌを目映く輝かせる。

            　全てを見透かしたような不敵な眼差しは、目映い宝石のような青紫色タンザナイト。

            （ああ、尊い……ッ！）

            　強く美しい誰よりも敬愛する主に、耳に心地よいしかし他者を従わせずにはいられないテノールで「構わないよ」と告げられてはさすがのケルビラも怒声を呑み込むしかない。

            「く……ッ」

            　ケルビラは行き場を失った憤りにギリギリと奥歯を噛みしめながら、白い手袋をした拳を強く握りしめつつノアを睨みつけた。

            　そんな様子を五大天使サンク・アルカンジュたちが固唾を呑んで見守っている。

            　緊張感漂う会議室で、セラフィムが優雅に立ち上がり言った。

            「少し休憩にしようか」

            　セラフィムがスッと視線を配ると、召し使いたちが飲み物や三段のオシャレなお皿が上下に並んだティアードトレイに載ったお菓子を運んできた。

            （うおおおおおお～～ッ！）

            　ノアは目を輝かせてセラフィムを振り返った。

            　セラフィムがふっと眼差しを優しくしてノアを見た。

            　ちいさなタルトの上に苺やキウイやシャインマスカットが載った一口大のプティフール！

            　コレは、約束したアレだ。

            （やっぱり、セラフィムはあのセラフィムだ！）

            「おい、頼むからがっつくなよ？」

            　ラファイロが小声で言った。

            　ミカエラが心配そうに水色ブルシエルの瞳を揺らしてコッチを見ている。

            　言われた通り一言も喋ってないし、第五大天使サンキエム・アルカンジュの席にだって座ってない。

            （大丈夫だ。心配するな！）

            　ノアは斜め向かいのミカエラに向かって力強くコクンと頷いてみせた。

            「起立。……セラフィム様の栄誉を称えて。乾杯！」

            　みんなが立ち上がり、ケルビラの乾杯の音頭に合わせてそれぞれ銀の杯を持ち上げて優雅に傾けた。

            　ノアも慌てて立ち上がる。

            　そして、みんなの真似をしてその甘い香りがする葡萄色のヒンヤリとした液体を一気に煽って喉に流し込んだ。

            「やばい、これ果実酒だ！」

            「飲むな、ノアッ」

            　ラファイロとウリエスが小声で叫んだのが聞こえた時にはもう飲み干したあとだった。

            「やばい、やばい、やばい……ッ」

            「こんなところでアレが出たら」

            　ふたりが慌てて駆け寄る気配。

            「ノア、大丈夫？　顔赤いよ、ほら座って」

            　ミカエラが介抱してくれている気がする。

            　喉がカーッと熱くなって、瞼がとろんと下がってくる。

            　ふにゃふにゃしてすごく気持ちいい。

            （ねんむい……ッ）

            「ん、にゃ……」

            　なんだか、お尻がムズムズする。

            　アタマの上も、もにょもにょする。

            「あ～、やっぱ出ちまったか！」

            　ラファイロがあちゃあ～と掌で自分の顔を覆った。

            「ふわああ～、ノアにゃんだあ……ッ！」

            　ミカエラがキラキラした瞳でノアを見て歓声をあげた。

            （ナニが出たんだ……？）

            　ノアは不思議に思い、半分下りた瞼で顔を上げた。

            「ノア……、大丈夫かい？」

            （あ、れ？　セラフィムだ……）

            　至近距離でセラフィムの美しい顔が心配そうにノアを見ている。

            　ついさっきまで、なんか高いところの王様っぽい椅子に座っていたのに。

            　ノアはどうやらもう夢の中にいるらしい。

            　抱き留めてくれたように身体に添えられた腕があったかくて気持ちいい。

            「ほう。君のメタモルフォーズは猫だったのかい？」

            　セラフィムがくすりと笑ってノアの頭上に手を伸ばした。

            　なんだかすごくくすぐったい。

            （ああ、やっぱりコレは夢だ）

            　アタマを撫でられているのに、耳を触られている感触がする。

            　ノアは、また酔っ払って寝てしまったようだ。

            　でも、夢の中だろうと、そこは譲れない。

            　いくらセラフィムだろうと。

            　いや、セラフィムだからこそ！

            「ちげーよ、おれはぁ、くろひょうだっつーの」

            　ノアはセラフィムの頬を両手で挟んで座った目でそう言った。

            「おれはこのあと、せくすして、おとなんなって、そいでアンタのやくにたつんだかんなっ」

            　なんだか呂律が回らない。

            「セ、クス……？」

            　目の前がぐるぐるしてきもちいい。

            「にゃははははは！」

            　思いっきり反り返ったらセラフィムが背を支えて覗き込んできた。

            　まるで、ワルツを踊っているみたいな体勢だ。

            「……ノア、誰と誰がセクスするんだい？」

            　セラフィムの声が、なんだか低い気がする。

            　セラフィムの顔が笑っているのに目が笑っていないのは気のせいだろうか。

            「おれとぉ、らふぁーと、うりー！」

            　ノアはゴキゲンでブンブンと腕を伸ばしてラファイロとウリエスを指さした。

            「まいったか～。にゃははははは」

            「――――ああ、参ったね」

            　やたら低い声と共にバキャア……ッ！　とものすごい破壊音が至近距離で響いた。

            　寝入りかけたノアは、驚いて目をぱかっと開けた。

            （……へ？）

            　振り向けば、真っ二つに裂けた大理石の二十天使掛けのテーブル。

            　厚みが一メートルはあろうそれがズバアアーーンと縦に裂けている。

            「ふえ……？」

            　そして、視界に映る吹っ飛んだプティフールたち。

            「わああああああ～～ッ。オレのタルトがあぁぁ～～！！」

            　慌てて手を伸ばそうとしたら、背を思いっきり引き寄せられた。

            　セラフィムの逞しい胸に顔がめり込み息ができない。

            （まだ、ひと口も食べてなかったのに……ひどいッ！）

            「こんな風に……己を制御できなくなるのは、初めてだよ」

            　頭上で低い低い声がする。

            「んう～ッ、んう～ッ」

            　ノアは息ができなくてもがくけれど、さらにぎゅうっと強く抱きしめられた。

            （うううう、意識が遠のいていく……）

            「この子の飼い主は私だよ。二度と触れようなどと思わないことだね」

            　この怖い声は誰の声だろう。

            「私も第三トルワジエムと第四キャトリエムを一度に失うのは本意ではない」

            　ノアは地の底から聞こえるようなその声を遠くで聞きながら、ふうっと意識が堕ちていくのを感じた。


            　

        
        
            エピソード５『どうしてこうなった!?』

            　

            　

            「……ん？」

            　ふわふわとした心地よい浮遊感に、ノアはぼんやりと覚醒した。

            　鼻腔を高貴な香りがくすぐり、視界に時折入る尊い藤色グリシーヌ。

            　己を包むあたたかい熱に、ノアはまだ夢の続きをみているのだと思った。

            　大好きなセラフィムに抱き上げられている夢をみるなんて今日はツイている。

            　ノアはにへらっと頬を緩めてその肩口にすりっと頬ずりをした。

            「やあ、目が覚めたかい？」

            　頭上から降ってくる耳に心地よいテノールにうっとりとしかけて、ノアは目をかっぴらいた。

            　甘さを滲ませた声音におそるおそる視線を上げれば、そこには絶対君主の美しい面おもてが。

            　青紫色タンザナイトの全てを見透かすような眼差しがノアに向けられていた。

            （ぴぎゃああああ――――!?）

            　ピシャア――ッ！　と雷に打たれたような衝撃にノアは完全に時が止まる。

            （え、ナニ？　一体ナニが起きてんだ!?）

            　セラフィムにお姫様抱っこされている。

            （なんでなんでなんで――――!?）

            　まさに顔面蒼白。冷や汗が滝のように流れる。

            （考えろ、考えるんだ。思い出せ。思い出すんだ――！）

            　ノアは混乱するアタマを必死でフル回転させて、あいまいな記憶を手繰り寄せる。

            　今日は定例会議だったはずだ。会議には出席した。

            　あんまり小難しい話ばかりで眠くなって、そしたら休憩だよってセラフィムがお菓子とタルトを出してくれて。

            　それで、みんなで乾杯～ってジュースを飲んだら。

            　…………ジュースを飲んだら、眠くなって。

            （あの長～いテーブルがドーンって割れて、タルトが空を飛んでいた）

            「……んんん？」

            （ハア？　なんじゃそら）

            　ちょっと意味が分からない。

            　首を傾げている間に、藤色グリシーヌの足首まである神々しくも美しい髪を靡かせながら長い脚は大きな歩幅でドンドンと進む。

            　ノアは何度もパチパチと瞬きしたけど夢から覚める気配はない。

            「離して、ガブちゃんッ！　ノアにゃんが行っちゃうッ」

            　ミカエラの声が遠くで微かに聞こえてノアは思わずガバッと身を起こし、セラフィムの肩越しに後方を見た。

            「ノアにゃーん！」

            「だめだよ、ミカ。もうあの子は帰ってこないんだ」

            　泣きながらコッチに手を伸ばすミカエラをガブリエールが芝居がかった口調で抱き寄せる。

            「セラフィム様のお手つきとか、おまっ、アイツ早く言えよ！　俺絶対死んだと思ったわ！」

            「俺はまだ生きた心地がしない。見ろ、膝が笑っている」

            　ラファイロとウリエスがわあわあ言っているのが回廊の遙か向こうに見えた。

            　今日は妙に耳がよく聞こえる気がする。

            （あんなトコでなにやってんだアイツら……？　ノアにゃんとは？）

            「オファニエロ、王宮のひと払いを。朝までは誰も近づけないように」

            「ケルビラ、五大天使サンク・アルカンジュたちは任せたよ」

            「はい。御心のままに……」

            　セラフィムにそう言われた二天使は足を止め、左胸に手を当て深々と敬礼した。

            　ノアがセラフィムの肩越しに遠ざかっていく橙色オホンジュと淡い褐色ノワゼットのつむじをなんとなく見ているとバチッとケルビラと目が合った。

            　長い前髪で左眼は隠れていたが片眼鏡の奥で緋色ホージュの眼がメラメラと炎のように燃えている。

            （ひえっ！）

            　思いっきり憎々しげに睨みつけられて、ノアはビックリして肩から手を離してしまい、再びぽすんとセラフィムの腕の中に収まってしまう。

            「もう着くからじっとしておいで」

            　セラフィムはそんなノアを見てくすりと微笑ってそう言った。

            「ふえっ」

            　何か言おうとしたけれど、上手く言葉にならなかった。

            「あの程度の果実酒で酔っ払うなんて、君は随分とアルコールに弱いんだね。知らなかったよ」

            「あ、オレも昨日知ったとこ」

            「……昨晩はラファイロやウリエスと飲んでいたのかい？」

            「おう！　飲んだらメタモルフォーズできるようになるかもって。でもすぐ寝ちまって」

            「メタモルフォーズね……、君に必要かな」

            「だって、アンタはオレに任務回してくんないじゃん！」

            　ノアは思わず勇んで答える。

            「でも、このあとオレ、アイツらとすげー『強化訓練』してメタモルフォーズできるようになっから、そしたら人間界の任務回してくれよな！」

            「『強化訓練』……ね」

            　セラフィムが、なるほどとひとり納得したように苦々しい表情かおをした。

            （ん？　なんか怒ってる……？　なんで？）

            　セラフィムがふわりと歩を進めると、王宮のゴージャスな金の飾り扉がゆっくりとひとりでに両側に開いた。

            　セラフィムはさらに奥宮へと入っていく。

            　ノアは目を剥いて焦った。

            （ココってアレだろ？　あの、ドーンってそびえてた宮殿！　入っちゃダメなとこ！）

            　ノアは当然王宮になんて入れる身分ではない。

            　これは一体何事なのだろうか。

            「……あのっ、あのさ」

            （だいたい、なんでオレは抱き上げられているんだ！）

            　ミカエラみたいにちっこいならまだしも。

            　身長もそれなりにあるし、戦闘向けの体格をした自分はゴツくはないにせよ筋肉だってそれなりについている。

            　マッチョにはほど遠いけれど、細マッチョとなら名乗っても良さげなそんなカンジ！

            　そりゃあ、セラフィムの方が身長はあるけれど。

            　スラリとした優美な雰囲気の彼にこんなに軽々と姫抱きにされるのは納得がいかない。

            （だいたい絵面がおかしいと思う！　オレがする側だろ、どう見ても！）

            　……っていうか、意外と力持ちだな。ビックリだ！

            　確かにセラフィムはノアの知る誰よりも身長がある。

            　優雅なイメージが先行してしまっているだけで、ノアよりもずっといい体格をしているのかもしれない。

            　セラフィムの肩幅と自分のそれを見比べてみる。

            （あれえ……？）

            　セラフィムは遠くから見るイメージと近くで見るイメージが違う気がする。

            （なんだか腕とかも逞しくないか？　まさか、まさかだけど、この容姿で腹筋割れてんのか？）

            　ノアとセラフィムの身長差はちょうどアタマ一個分。

            　比率でいくとミカエラとガブリエールとそう変わらない。

            （ましゃか……。セラフィムにしてみれば、オレはミカエラみたいに抱っこするほどにちっこい!?）

            　ノアは少なからずプライドを傷つけられズガーンと白目になる。

            　自称『戦闘型の細マッチョ』はおおいに傷ついた。

            「お、下ろせってば、もう……ッ！」

            　いろいろ限界で、顔を熱くして声をあげるなり。

            「ああ、お待たせ。もう着いたよ」

            　とさり、と下ろされた先はふかふかのベッドの上だった。

            （『ドサリ』じゃなくて『とさり』？）

            　効果音まで優雅でビックリだ。

            　豪奢な天蓋付きのベッドの内側から、それを寝転んで見上げる不可解さにノアは首を傾げ何度もパチパチと瞬きをした。

            （え？　はあ？　んんん？　ナニコレ）

            　予想もしない展開にアタマがついていかない。

            　キョロキョロと辺りを見回すと、見たこともないような豪華な装飾で飾られた広～い部屋。

            「ここドコ？」

            「私の寝室だよ」

            　アタマに浮かんだ疑問を思わず声に出したら返事をされた。

            （セ、セラフィムの……、寝室ッ！）

            　つ、つまり、これは……。

            （セラフィムのベッドおおおおおお――――!?）

            　こ、このベッドで、この枕でセラフィムが寝てんの？

            　思わず側にあった大きな羽根枕を抱きしめてクンカクンカしてしまう。

            （ふあ……ッ。いい匂いしゅる……）

            「君は少し、無防備過ぎるね」

            　ん？　と見上げるなり枕を取り上げてポイッと放り投げられた。

            （にゃあああああ――――ッ！　セラフィムのまくらああああッ）

            「ノア……」

            　ギシリとスプリングを鳴らして、長い腕がノアの顔の両脇に伸びた。

            　驚いて見上げるとサラリと藤色グリシーヌに視界が染まった。

            　信じられないくらい近くに最高上位天使サマの絶世の美貌があった。

            （ひえっ、かっこ良……ッ）

            　思わず意識してカァ――ッと頬に熱が集まる。

            （だ、だめだ。赤くなるなっ！　ヘンに思われるだろッ）

            　己を叱咤激励するも顔の熱は一向に引く気配はない。

            　実はこっそりセラフィムに恋をしているだなんてバレたら恥ずか死ぬ！

            　くッ。心臓がドキドキを通り越してバクバクいっている。

            （し、死んでしまう！）

            「そろそろ皆に知らしめておいた方がいいのかもしれないと思ってね」

            　セラフィムの半分伏せられた眼差しを彩る長い睫毛も藤色グリシーヌだ。

            （睫毛長ッ。フサフサだぁ……）

            　ノアは硬直し、大きく目を見開いたまま目が離せない。

            　こんなに近くでマジマジ見たのは初めてだ。

            　なんてキレイなんだろう。

            　この世のモノとは思えない。

            　瞼が色っぽいとか生まれて初めて感じてしまった。

            「ノア……？」

            「え、なに……？」

            　どうしよう。全然聞いてなかった。

            　こんなに近いとバクバクと弾む鼓動が伝わりそうで困る。

            　青紫色タンザナイトの艶めいた眼差しをうっかり至近距離で見てしまいグハアッと内心大ダメージを受ける。

            　ノアの心臓はバクバクからついにはドカンドカンに変わる。

            （ナニその効果音。初めて聞いたわ）

            　どうしよう胸が苦しい。息ができない。

            　目がぐるぐるしてきた。

            　ゆっくりとキレイな長い指先が伸びた。

            　それはノアの頬をそっと撫で、そして、ノアの耳をくにくにする。

            「ん……ッ」

            　なんだかいつもと違う感じだ。

            （耳ってアタマの上にあったっけ？）

            　うううッ。すごくくすぐったい。

            　ノアは思わずぷるっとアタマを左右に振ってそれを阻止した。

            「耳が悦いいのかい？　すごいな。内側まで真っ赤だ」

            　セラフィムはそう言って愉しげに笑むとノアの唇をゆっくりと親指の腹でなぞった。

            　セラフィムの白手袋が目に眩しい。

            「君にも分からせる必要があるね」

            「ふえ……？」

            　ノアはもう何を言われているのか分からない。

            　目頭が熱くなり目の前がぼやける。

            （顔が熱い。近いってば）

            　コレはいくらなんでも近過ぎる。

            （た、たえらんねーッ！）

            　ノアはぎゅうっと目を閉じた。

            「ノア、私を見てごらん」

            　艶っぽい声で無理な注文をつけられて、ノアはもう限界を超えた。

            　いつもこっそり見ているだけで幸せなセラフィムが、体温が移るくらい近くにいる。

            　しかもここはセラフィムのベッドの上なのだ。

            　そして、セラフィムがノアの唇をその長くてキレイな指先で撫でている。

            　たとえそれが布越しだろうと触れられていることには変わりはない。

            　ぷにぷにぷにぷにしつこいくらい撫でてくる。

            （ぴええええ～～～～ッッ！）

            　ノアは脳が沸騰しそうなこの状況にかなり混乱した。

            　アタマに血が上り、目はぐるぐるするし、じわりと滲んだ涙で前が見えない。

            　――――だから、間違えたのだ。

            　そう、間違えて。

            　気がついたら、カプッと噛んでいた。

            　口元にあった絶対君主様の華麗な指先を。

            （にぎゃああああアァァァ――――ッ!?）

            「…………」

            　セラフィムが信じられないモノを見るようにノアを見た。

            　噛んだままの姿勢でシーンと沈黙が流れた。

            （だ、だって、だって、アンタがオレの唇をぷにぷにぷにぷにしつこく触るからあああ……ッ！）

            　時間にしたら一瞬だったであろうその間はノアには永遠にも感じられた。

            （わあ――――ッ！　どうしよう。どうしようっ！　どうし）

            「……驚いた。主を噛むなんてとんだ野良猫だね、君は」

            「んぐっ」

            　言うなりセラフィムは、噛まれた指をそのままグイッとねじ込んできた。

            　口の中に布の塊が突っ込まれる感触。

            「ん、んんんぅ……!?」

            （く、くちんなかに、セラフィムの指があああアァァ――？）

            「どうやら少し甘やかし過ぎたようだ。躾が必要かな？」

            　セラフィムの身を纏う空気が変わった。

            　ノアは涙目を見開いた。

            （しつけ……？）

            「もう噛んでは駄目だよ。……いいね？」

            　ノアはこれ以上噛んでは一大事だと、慌てて口を大きく開いた。

            　尖った犬歯がこれ以上セラフィムの美しい指を傷つけてしまっては大変だ。

            　口を大きく開くなりセラフィムの指が増えた。

            「ん……うぅッ？」

            （は、はあ？　なんで）

            　戸惑うノアを尻目に、セラフィムの二本の指はノアの咥内をグチュグチュと掻き回し始めた。

            「んぅ……、ふううッ」

            　舌をグリグリと摘ままれ、上顎をごりゅごりゅと擦られるとなんだかヘンな感じがしてノアはぎゅっと目を閉じた。

            　初めに咥内に感じた乾いた布の違和感が、今は濡れそぼったそれに変わる。

            　開いた口端から唾液が流れていくのが分かるけれどどうしようもない。

            「ん……、ぐうぅ……っ」

            （怒らせた。どうしよう。苦しい。どうしよう……ッ！）

            「せっかく優しくシてあげようと思ったのに、気が変わったよ」

            　セラフィムの声が低く艶を増す。

            「……『お仕置き』に変更だ」

            　耳元に落とされた痺れるような美声。

            　でもその内容は声にのせた甘さとはほど遠い。

            （お仕置き……？）

            　ノアは恐怖に身震いした。

            （……怒らせた。セラフィムに嫌われた。噛んじまったから。だから、今から痛くて酷い目にあうんだ）

            　絶望的な気持ちでノアは目を見開いた。

            　視界が涙でぼやける。

            「君が言葉で言っても分からない獣なら、身体で分からせるしかないね」

            　セラフィムの形の良い唇が弧を描いた。

            （どうしよう。どうしよう。こわい……ッ）

            　横たわるノアを覗き込むセラフィムの長い藤色グリシーヌの髪がノアの頬を撫でた。

            「う……、あ」

            　ずるりと引き抜かれたノアの唾液で濡れそぼった白手袋が目の前でゆっくりと外された。

            　ノアはドキリとした。

            　セラフィムの手袋を外した手を初めて見たのだ。

            　いつもは真っ白い手袋に包まれた神聖なそれ。

            　初めて見たセラフィムの手は、優美な外見と違って大きくて男らしい造形をしていた。

            　でも白くて滑らかなそれを、ノアはやはりキレイだとそう思った。

            「舐めなさい」

            「…………ッ！」

            　セラフィムの骨張った指先が示されて、ノアは素直に従った。

            　ノアが噛んだところが僅かに赤くなっている。

            　おずおずと舌を伸ばす。

            　泣きそうになりながら赦しを請うように一生懸命に舌を這わせた。

            （どうしよう。どうしよう……ッ）

            　セラフィムに嫌われることが。

            　セラフィムに必要とされなくなることが。

            　この世の何よりも怖い。

            「ああ、上手だよ」

            　怒気を孕まない声音にホッとする。

            　赦されたくて、ノアは必死で傷口に丁寧に舌を這わせた。

            　セラフィムの指にピチャピチャと子猫のように舌を這わせるという行為にノアは自分でも分からない興奮を感じていた。

            　なぜだろう。頬は染まり息は上がり身体が熱くなる。

            　いけないことをしているような背徳感にぞくぞくした。

            「いい子だ」

            　セラフィムが満足そうに目を細めてノアのアタマと耳をくしゃりと撫でた。

            「ほう。思った通りだ。君の髪はビロードのように良い手触りだね」

            　セラフィムが妙に感心したようにそう言った。

            　安堵でじわりと涙が滲む。

            　嫌わないで欲しい。

            　ちゃんとするから。

            　お願いだから側に置いて欲しい。

            　そう思った。

            「ノア。君は誰の所有物モノか知っているかい」

            　セラフィムがノアの頬を撫でながら、ツウッと首筋に指先を滑らせた。

            「うひゃっ」

            　ビリッと甘い痺れのようなモノが全身に走ってノアは驚いて小さな声をあげる。

            「印をつけようか」

            　言うなりセラフィムの顔が見えなくなり、首筋に柔らかいモノが触れたかと思うとぬるりと濡れた感触がした。

            「うあぁ……ッ」

            　驚いて身を捩ると大きな手で両手首を掴まれ、たやすく頭上でひとつに纏められる。

            　そして、突如ヒュンッと現れた光の輪がノアの手首に嵌まってキュンと収縮した。

            「う、わ……ッ、なんだコレ!?」

            　金色に発光するそれはどこかで見たことがある気がした。

            「私の『天使の輪オレオール』だよ」

            （はああああ!?　オレオールゥゥ――――!?）

            　通常アタマの上に浮かんでいるそれは、翼と同じで出し入れは自由で。

            　主に異界で必要なものらしいのでノアも普段はしまってあるのだけれど。

            （コレはこんな風に使うモノじゃあないと思う！）

            「こ、れ、外して。やぁ……ッ、んんんっ」

            （わあ！　な、なに……？）

            　濡れたような、ぬめった感触が首筋を這いまわる。

            　れろれろと舐められている、首筋を。

            （――――セラフィム、に？）

            　理解するなりカァ――ッとアタマが沸騰しそうになる。

            　途端にぢゅうううッと強く吸いつかれて、疼くような甘い痛みに身を竦めた。

            「痛てぇッ……！」

            　ゆっくりと顔を上げたセラフィムは、ぺろりと己の唇を扇情的に舐めながらノアの首筋をそのキレイな瞳に映して満足げに笑んだ。

            「肉体での干渉は有効らしいね……」

            　意味の分からない独白に対し訝しげに顔をしかめるノアに、セラフィムは言った。

            「君の所有者である私の印をつけておいたよ」

            「……しょゆうしゃ？」

            　両手を拘束されたまま、目を見開くノアを見下ろしてセラフィムはゆっくりと宣言した。

            「そう。君は私の所有物モノだ。それを今からじっくりと身体に刻み込んで、分からせてあげるよ」

            　ぞくりとしてノアは目を見開いた。

            　ノアは初めてセラフィムに出逢った時の感情を思い出した。

            （怖い……）

            「私が怖いかい？」

            　怖い。怖いに決まっている。

            　絶対に敵わない相手に拘束されて、のしかかられて、怖くないわけがない。

            （それに今なんか痛かったし）

            　ノアはじわりと涙ぐむのを感じた。

            「なに、すんの……？」

            　おそるおそる聞くと、セラフィムは至極愉しそうに目を細めた。

            「さあ、何かな」

            　いつも清廉で美しく高貴なセラフィムが、まるで狩った獲物を前に舌舐めずりする肉食獣に見える。

            　スウッとアタマのてっぺんからつま先まで血の気が引いていく。

            　ノアはどう足掻いても敵いようがない存在を前に、絶望的な気持ちで見上げるしかなかった。


            　

        
        
            エピソード６『セラフィム・ル・ヴェリエの邂逅かいこう』

            　

            　

            　セラフィムは、一年前に見つけた珍しい野生の獣を飼っていた。

            　貴族の寿命は千年である。

            　己はさらに長寿の最高上位天使プリュ・オー・アンジュだ。

            　時間はうんざりするほどにたっぷりとある。

            　そう思って時間をかけて手懐けていたけれど、どうやらこの輝きに魅せられたのは己だけではないことに気づく。

            　ハッキリとさせねばならない。

            　この黒く美しい獣が一体誰の所有物モノであるかということを。

            　匂い立つほどにしっかりと所有者の証あかしを刻みつけてやらなくては。

            　そして、当然獣自身にも分からせる必要がある。

            　甘い顔をしていたら文字通り主の手を噛むなどと、以もっての外ほかである。

            　痛みと快楽でドロドロに堕として、二度と逆らえないように虜とりこにしてあげよう。

            　天界の支配者であるセラフィム・ル・ヴェリエは、悠然と笑みを刻み、怯えるように見上げる無垢な黒ダイヤを見下ろした。

            「セラフィム……ッ。やだ、コレ外せよ」

            　涙目で見上げてくるノア・リオットは、どうやら自覚がないらしいがいつもの様相とは違っていた。

            　黒い頭の上には、ピンッと尖った大きな獣耳が生えている。

            　そして、お尻の付け根からは黒くて長い毛足の短い尻尾が伸びて空中でゆらゆらと揺れているのだ。

            「なんで、こんなことすんだよう……ッ！」

            　真っ赤な顔でわめく度に見え隠れする尖った犬歯。

            　その全てがとんでもなく愛らしい。

            　誰にも渡したくない。

            　胸を占めるのは強い劣情。

            　まさか己がこのような感情を抱く日が来ようとは、想像だにしなかった。

            　――――本当は殺すつもりで近づいたというのに。

            　

            　

            　◇◇◇

            　

            　

            　――――一年前。

            　最高上位天使プリュ・オー・アンジュセラフィム・ル・ヴェリエは、王宮アン・パレの書斎で山のような報告書に目を通しサインをしていた。

            　インクをつけては羽根ペンの先を羊皮紙に滑らせる単調な作業。

            　正直、うんざりするほどつまらない。

            　しかし、こればかりは側近の上位天使に代わってもらうわけにもいかない。

            　天界を統べる最高上位天使としての責務を全うする日々を言葉で表現するとすれば、まさに『退屈アンニュイ』の一言に尽きる。

            　己はこれをかれこれ千二百年は続けているわけだ。

            　いいかげん飽き飽きしてきた。

            　ああ、あの時やはり代替わりしておくべきだったか。

            　セラフィムは思わず眉間を押さえてしまう。

            　天界の貴族は千年に一度の繁殖期で生を享ける。

            　繁殖期間は三百年間。前期・中期・後期と分かれる。

            　同性を好む傾向にある天使たちも、この時期だけは異性との婚姻を義務づけられ、子孫を残し約百年後に代替わりをする。

            　それ以外の下級天使はセフィロの大樹の実から魔界との勢力バランスを調整しながら定期的に生まれるのだ。

            　貴族である上級天使以上の寿命は約千年と長寿で、下級天使の寿命は約三百年と短命だった。

            　魔界にも全く同じ周期で繁殖期があり、二つの世界はそうやって均衡を保っていた。

            　セラフィムは本来ならば今回の繁殖期で代替わりをするはずだった。

            　彼と出逢いさえしなければ。

            「セラフィム。私が君の『退屈アンニュイ』を終わりにしてあげるよ」

            　思い出されるのは腹心のそんな台詞。

            　約四百年前に、彼はそう言って堕天使アンジュ・デシュとなった。

            　彼の名は『アザゼル・シモン』

            　今回の繁殖期の前期組だ。

            　四枚翼の上位天使クラスのくせに、好んで末席の第五大天使サンキエム・アルカンジュの地位に甘んじた変わり者。

            　精悍な彫りの深い顔立ちにウェーブがかった鬱金色ダルクブロンドを後ろに撫でつけたオールバック。

            　前髪を少し落として片側に流した奥に覗く野生的な黄玉トパーズの切れ長の瞳。

            　スラリとした鍛え抜かれた体躯に、痺れるような低く甘いバリトンで愛を囁かれれば、どんな堅物も恋に堕ちることで有名な天使ひとたらし。

            　危険思想の彼とは大層気が合い、よく夜通し酒を酌み交わし魔界侵攻についての議論を重ねたものだ。

            　ある日、彼はまんまと魔界の姫君と偶然を装い出逢い、そしてこともなく恋に堕としてしまう。

            　そして一体どんな手を使ったのか、繁殖時期でもない生誕間もない彼女を懐妊させてしまったのだ。

            　アザゼルは、魔界の次期王位継承者であったイリーシア・アウデンリートをたらし込んで、自らの意思で天使と悪魔の混血児を産み落とさせた。

            　天使が悪魔と通じることは大罪である。

            　アザゼルは天界の掟おきてに従い、堕天使アンジュ・デシュとなって人間界に追放されなければならない。

            　そうして、堕天したアザゼルは「計画通りだ」と言って不敵に笑ってみせた。

            「待っていてくれ。必ず『天空の鍵クレ・ル・シエル』を君の手に」

            　そう言って純白の四枚の翼と美しい髪と瞳を闇色に染めた悪友ともは嗤い、人間界へと堕ちていった。

            　過去三度刃を交えた魔王ベリアルは、イリーシアの後に生誕したルキフェルに王位を継承し眠りについた。

            　新しく即位した魔王ルキフェルの魔力は絶大で、先王ベリアルをも凌ぐという噂はすぐに天界まで届いた。

            　――――面白い。

            　そう、思ってしまったのだ。

            　アザゼルを待とうと思った。

            　己の代でこの結末を見届けたいと、思ってしまったのだ。

            　セラフィムは上流階級の貴族の姫君を招き、世継ぎを懐妊させる妃を選別する伝統ある『舞踏会バル』の開催予定を急遽取りやめた。

            　そうしてかれこれ約四百年。

            　現在、彼の罪は既に赦されているというのにちっとも帰ってこない。

            　何度か第一大天使プルミエル・アルカンジュと、第ニ大天使ドゥジエム・アルカンジュを迎えに寄越したがやはり帰ってこない。

            　よほど人間界が愉しいと見える。

            　全く薄情なものだ。

            　こちらは本音で話せる腹黒仲間がいないせいで随分とストレスを溜め込んでいるというのに。

            　魔界は新王の即位と共に五大悪魔サンク・デモンも新世代になり勢力を拡大している。

            　いずれは戦うことになるだろう。

            　先手必勝とも考えるが、アザゼル抜きは大きな痛手だ。

            　現在は時期尚早というものだろう。

            「やれやれ、……早く戻ればいいものを」

            　セラフィムは独白し、深々とため息をついた。

            　

            　そんな風に代わり映えのしない毎日に辟易していたそんな時、その調書を見つけた。

            　北の名家、リオット家が悪魔を匿っているという匿名の情報があったというものだった。

            　天使が悪魔を匿うなどそれが真実ならば大罪にあたる。

            　本来ならば五大天使サンク・アルカンジュの誰かを遣わすところだが、この日はたまたま気が向いた。

            　良い気晴らしになると思ったのだ。

            　側近の上位天使オファニエロとケルビラに見つかると面倒だ。

            　こっそりと窓から身を躍らせると六枚の純白の翼を広げて夜空に舞い上がった。

            　たまにはこういった息抜きくらいないとやっていられない。

            　セラフィムがリオット家に到着すると、出迎えた使用天使しようにんは腰を抜かし、別の使用天使しようにんが慌てて当主を呼びに走った。

            　セラフィムはすぐに屋敷の奥の大広間に案内され、大汗をかきながら現れたリオット家当主を振り返る。

            「こっ、これはこれは最高上位天使プリュ・オー・アンジュセラフィム・ル・ヴェリエ様！　このようなむさ苦しい場所にようこそおいで下さりました。いかような御用向きであらせられますでしょうか……ッ？」

            　当主は即座に床に伏すなりそう言った。

            「やあ、リオットの。夜更けに突然の訪問悪かったね。驚かせてしまったかな？」

            「とっ、とんでもございませんッ！」

            　裏返った悲鳴のような声。

            　平伏し床に額を擦りつけたままガタガタと震えている。

            　頬を流れる汗も尋常ではない。

            「…………」

            　本来ならば生涯目通りも叶わぬ天界の絶対君主が、供も連れずに突然訪問してきたのだ。

            　慌てるのも無理はない。

            　しかし、明らかに狼狽の色を隠せないリオット家当主にセラフィムは緩く首を傾げた。

            　貴族が悪魔を匿っているなどというタレコミを本気にしたわけではなかったが。

            　これは、もしかするともしかするかもしれない。

            「リオット家ここで悪魔を匿っているとの通報があってね。話を聞きに来たんだ」

            「ひいっ、そんな……ッ！　そんなこと、あるはずがございません！　一体だだだれが……ッ！」

            　当主は悲鳴をあげるなり立ち上がり、ガクガクと震える脚で後退しようとするなり尻餅をつき涙を流しながら首を左右に振った。

            「驚いたな。……本当なのかい？」

            　セラフィムは、久しぶりに己の声が弾むのを聞いた気がした。

            　ひいいいと涙を流して首を横に振る怯えきった当主。

            　悲鳴をあげて逃げ惑う使用天使しようにんたち。

            「ついにバレた！」

            「逃げろ」

            「大罪だぞ！」

            「堕天使アンジュ・デシュになんかなりたくない！」

            　次々と聞こえてくる悲鳴のような声。

            「呆れたな。主が主なら使用天使しようにんも罪天使ざいにん揃いか」

            　思わず口角が上がる。

            「リオットよ。この私に向かって嘘を吐くことは穢れに値する」

            「お赦し下さいッ！　お赦し下さい！　うちには悪魔などおりませぬ、どうか、信じて下さい……ッ。私は何も知りません！」

            　わああああ～！　と泣き叫ぶ醜悪な存在をセラフィムは冷え冷えとした眼差しで見下ろした。

            「そうか。ならばこうしよう。私の『聖なる炎フランム・サクレ』で不浄なるものを全て焼き払ってやろう。何、君が嘘を吐いていなければそよ風のようなものだよ。心配いらない」

            「ひい、やめ……やめて下さいいいいい！」

            　セラフィムがふわりと腕を上げ手を翳すと、藤色グリシーヌの炎がゆらりと陽炎のように舞った。

            　炎に包まれて最高上位天使に嘘を吐いたリオット家当主は不浄なるものとして浄化され跡形もなく消えた。

            　セラフィムは眉ひとつ動かさずにそれを冷淡に見遣ると、すいっと顎を上げる。

            　そうすることで藤色グリシーヌの炎はたちまち屋敷中に回る。

            　セラフィムは純白の翼をバサリと鳴らして翔び立つと、屋敷を見下ろせる上空からその様子を観察した。

            　不浄の者たちが次々と浄化されていく。

            （今のところ悪魔の気配はしないが……）

            　悪魔が本当にいるのなら、いぶし出してやろう。

            　いや、匿われていたのが下級魔族なら『聖なる炎フランム・サクレ』でたちまち灰になってしまったか。

            （しまったな。もっと違う術にすれば良かった。せっかくの退屈しのぎだ。どうせならその悪魔とやらにも会ってみたかった）

            　セラフィムは思わず残念そうに眉尻を下げた。

            　……と、その時。

            　ドオ――――ンッ！　という轟音と共に屋敷から空へと巨大な黒い円柱状の光が放出された。

            　桁外れの光力チカラに瞠目するセラフィムの眼前で吹き飛ぶ屋敷の屋根から、うおおおォォォ――！　という咆哮と共にしなやかな体躯が煌めく星空に舞い上がった。

            　バサアと広げた両翼は見事な漆黒ノワール。

            「ハッ！　ざまあみやがれッ」

            　屋敷を見下ろして吐き捨てるようにそう言った男の黒い瞳をサラサラとクセのない艶やかな黒髪が彩る。

            　男はその荒々しい言葉遣いに似合わず随分と美しい造形をしていた。

            「……驚いたな」

            　思わず声に出して呟くと、男は弾かれたように顔を上げた。

            　カチリと目が合う。

            　勝ち気そうな男の瞳は黒ダイヤのような深い輝きを放っていた。

            　男はすぐにその美しい顔を歪め牙を剥き、警戒したように身構えて睨みつけてきた。

            　スラリと伸びた手脚。

            　鍛え抜かれたしなやかな体躯。

            　まるで野生の黒豹だ。

            　大型の肉食獣と対峙しているようだと思った。

            　悪魔の気配は一向にしないが見事に黒い。

            　一体何者だろうか。

            　思案していると、男は不意にセラフィムに向かって指をさして数を数え始め、唐突に大声で叫んだ。

            「ハアアアア～～ッ？　オマエ六枚ってなんだよ。そんなのアリなのか!?」

            　どうやら翼の数を数えていたらしい。

            　知能は低そうだ。

            「ハッ。オレよか三倍強え～ってのかよ。上等じゃねーか！」

            　驚いたことに、男は最高上位天使である己と交戦するつもりらしい。

            　相手の力量も測れないのか。

            　威勢の良いその態度と知能の低さに清々しさすら覚える。

            　彼には驚かせられっぱなしだ。

            　まさか、勝機があるとでも……？

            　セラフィムは考え、そして動きを止める。

            （彼は今、屋敷の中から出てきた……）

            　燃え盛る藤色グリシーヌの炎の中、黒い翼の男は傷ひとつ火傷ひとつ負っていない。

            『聖なる炎フランム・サクレ』は不浄を焼き尽くす炎。

            　生まれたての無垢な赤子でもあるまいに。

            　無傷など有り得ない。

            （私の『聖なる炎フランム・サクレ』で傷ひとつ負わない者がいるとはね。よほど無垢なのか、それとも……）

            　セラフィムは信じられないモノを見るように男をマジマジと見た。

            　まさか……。

            　ひとつの懸念が頭をもたげる。

            　それは警鐘だった。

            （そんな馬鹿な。そんな存在がいるはずがない）

            　その懸念を拭い去ろうとセラフィムはスッと手を掲げた。

            　黒い翼の男はびくりと身を震わせて「ちくしょう……っ！」とだけ言葉を発すると観念したように目を固く閉じた。

            　セラフィムは顔色ひとつ変えずに、男の五体を切り裂くつもりで光力チカラを放った。

            　だが、どうだろう。

            　砕け散ったのは男の手足に嵌まっていた鉄枷とぶら下がっていた鎖だけ。

            「……ほう。なるほど」

            　どうやら、懸念は当たってしまったらしい。

            　男はこの天界の支配者である最高上位天使セラフィム・ル・ヴェリエの攻撃を無効化する特異体質のようだ。

            　――――あってはならない。神をも脅かすようなそんな存在。

            　赦すわけにはいかない。

            （――――消してしまわなければ）

            　即座にそう判断した。

            　そうと決まれば早かった。

            　優しく微笑み、名を名乗り、聞き心地の良い言葉を並べた。

            　味方だと。君を助けにきたんだと。

            　そして、油断を誘い引き寄せたまま眠りの術を掛けた。

            　攻撃術以外は有効らしい。

            　まだまだ検証が必要だと思った。

            　彼を消すことは他の誰かに任せることはできないと思った。

            　ノア・リオットと名乗った黒い天使は突然変異だ。

            　黒い色素だけではない。

            　最高上位天使プリュ・オー・アンジュであるセラフィムの攻撃が効かないばかりか、潜在的な光力チカラは上位天使クラスだ。

            　彼を悪用されると大変な脅威になる危険性がある。

            　魔界側に寝返られてもまずい。

            　後顧こうこの憂うれいは断たねばならない。

            　セラフィムは、ノアを天宮パレスに連れ帰ることにした。

            「正気ですか、そんな下賎の輩を天宮パレスに置くなどと……！」

            「セラフィム様、そのようなお戯れを……ッ」

            　駆けつけた側近の上位天使たちの言葉に耳を貸すことはなかった。

            「彼なら、私の『退屈アンニュイ』を紛らわせてくれる。そう思わないかい？」

            　そんな返答をしながらもその実、セラフィムはノアの殺害を心に決めていたのだ。

            　セラフィムはノアに五大天使サンク・アルカンジュ見習いとして自室ピエスを与え、常に側に置き監視し観察することにした。

            　決して敵に回ることのないように。

            　裏切る気さえ起きないように。

            　優しい言葉をかけて懐柔した。

            　ノアは野生の獣のように最初は警戒していたけれど、やがて可愛らしく懐くようになった。

            　ノアの生い立ちは記憶を読み取り把握した。

            　生誕するなり地下牢に封じられて二百年だ。

            　彼は今初めて生を享けた子供のように喜怒哀楽が激しい。

            　無作法で短気ですぐ怒る。

            　その反面、無邪気で単純で分かりやすい。

            　泣いたり笑ったり怒ったりと忙しい彼を見ていると飽きない。

            　最初は警戒して馴染めなかった五大天使たちとも、徐々に打ち解けていくのを見て安堵する。

            　当初、油断させるために始めた餌付けお茶会も今では愉しみのひとつになっていた。

            　こっそりと自室ピエスを訪ねるとパアッと顔を輝かせて出迎えてくれる。

            「セラフィムッ！」

            　嬉しそうに弾む声で名を呼ばれると妙にこそばゆい。

            　敬称なしで名を呼ばれるなど、アザゼル以来だ。

            　何故か咎める気にならない。

            「ノア。珍しいお菓子をもらったんだ。私は甘いものが苦手でね。手伝ってくれないかい？」

            「おうっ！　まかせとけッ」

            　満面の笑みで胸を叩き、いそいそと二天使ふたり分の飲み物を準備する後ろ姿が愛らしい。

            　まるで喜びにピーンと立つ長い尾が見えるようだ。

            　ノアの黒い瞳に日に日に浮かぶ恋情の色に気づいた時は、我が目を疑った。

            　黒い頭を撫でるとノアは嬉しそうに目を閉じる。

            　艶々の手触りは絹のように心地よい。

            　やっと懐いた野生の大型肉食獣といったところか。

            　今ならいつでも殺せるだろう。

            　光力チカラによる攻撃術が無効でも、物理的な攻撃は有効なのだ。

            　隙をついてナイフで喉を掻っ切ればそれで終わりだ。

            　その後は光力チカラを使って亡骸を滅すればいい。

            　毎日そう思いながら、あっと言う間に一年が過ぎていった。

            　少々情が移ってしまったのか、どうもこの己だけに向けられる嬉しそうな笑顔が見られなくなると思うと惜しいのだ。

            　それに、ノアに出逢ってからの一年はあのやっかいな『退屈アンニュイ』を感じなくなった。

            　これは大きな収穫だ。

            　そして、次々と耳にするノアの戦闘力の有用性。

            　逃走を防ぐために第一大天使プルミエル・アルカンジュを世話係につけ、天宮パレスから出さないように言いつけておいたのだが、五大天使候補という名目を真に受けた彼らがノアをせっせと教育し育てたようで、ノアは立派な戦士として期待されるようになっていた。

            「ノアはすごいんですよ！　ラファイロと全力でやり合っても余裕なんですッ。来きたる聖戦では大きな戦力になるでしょう」

            　第一大天使の報告が日に日に熱っぽいモノに変わってきた。

            　これではある日突然ノアが消息を絶ったなら、大騒ぎになりかねない。

            　セラフィムはどうしたものかと思案する。

            　そして数日前、天宮パレスの回廊の陰で話す第三大天使トルワジエム・アルカンジュと第四大天使キャトリエム・アルカンジュの会話を偶然耳にしてしまう。

            　

            「俺は決めたぜ。今晩ノアに告こくる」

            　ラファイロが白金色プラティヌブロンドの長髪を靡かせて振り返り、紺碧アズゥーの瞳に好戦的な光を浮かべて宣言した。

            「なん……だと？」

            　ウリエスは驚いたように長身のラファイロを見上げて言葉を失う。

            「で、拒絶されたらそのまま犯す」

            　ラファイロは、スッと身を屈めウリエスの耳共でわざとらしくゆっくりとそう言った。

            「……ラファイロ、貴様……ッ！」

            　普段は冷静で無表情なウリエスが、激したようにラファイロの胸ぐらを掴みダンッ！　とその身体を壁に叩きつけた。

            　黄金色キャラメルブロンドの短髪を乱して赤紫色マゼンタの瞳を怒りで燃やしたウリエスを見ながら、ラファイロはゆっくりと口角を上げる。

            「ははッ。お前のんな表情かお初めて見たわ」

            「何を、言っている」

            「やあっぱりな。お前もアイツに惚れてんだろ」

            「…………!?」

            「試したんだよ。ばああか！」

            「俺は……、何も望んでなどいない」

            　ウリエスはハッとしたように手を離し、一歩下がった。

            「そうかよ。俺は抱きてえし、イチャイチャしてえ」

            　ラファイロは、掴まれていた胸元を直しながら長い白金色プラティヌブロンドを掻き上げ紺碧アズゥーの眼に挑戦的な光を浮かべてニヤリと笑んだ。

            「それは駄目だ。無理強いは俺が赦さん」

            　ウリエスが低い低い声で言った。

            「へえ～、じゃあこうしようぜ。アイツに選ばれた方が勝ち」

            「まずは強姦まがいの行動をしないと今ここで誓え」

            「まあ、俺もアイツに嫌われんのだきゃあキツイしな。ようはアイツからその気にさせりゃあいいんだろ？」

            「……そういうことなら俺も本気を出させてもらう」

            「面白れえじゃん。お堅い第四キャトリエム様がなあ。んじゃ今から協定結ぶかんな。本気で口説くぜ。恨みっこなし」

            「ああ。無理強いはなしの堕としたもの勝ちだ」

            　第三大天使と第四大天使が額をつけんばかりに睨み合い、互いに不敵に笑ってみせた。

            　

            　セラフィムの胸がざわりと嫌な音を立てた。

            　長い長い年月を生きてきたが、こんな感情は初めてだった。

            　これまで特定の対象に執着するという感情を持ち合わせたことがなかった。

            　なんでも手に入り何をしても赦される立場にありながら、本当に欲しいモノなどなかった。

            　この感情をなんと呼ぶのか。

            　ただ、不快なことは確かだった。

            　セラフィムは己でも不可解な感情を持て余し、その正体を分析するのに一晩を要した。

            　思えば、ノア・リオットに出逢った時から退屈な日常に彩いろがついた。

            　セピア色に淀んだ世界が、突如鮮やかな色彩に染まり動き出す。

            　まさか己の攻撃が全く効かない存在がこの世にいるなんて。

            　何度か試したどんな攻撃術式も、まるで風がそよぐようにノアにだけは通じない。

            　それどころか不思議そうに首を傾げて物問いたげな黒い瞳を向けてくる。

            　それは、辟易していた『退屈アンニュイ』と真逆の感覚。

            　己を脅かすかもしれない存在が、無防備に己を慕ってくる。

            　気づかれないように近づいていつ殺そうかと企む日々は、これまで生きてきた千二百年間の中で一番生きていると感じる心躍る日々だった。

            　……惜しいと、そう感じた。

            　殺してしまうには惜しい。

            　こんな感情を。こんな高揚感を。

            　この神にも等しい絶対君主を脅かすような存在を失ってしまえば、また明日からは世界がセピア色に立ち戻ってしまう。

            　魔界の新王ルキフェル・アウデンリートですら、己にこのような刺激を与えることは難しいだろう。

            　この感情を一体なんと呼ぶのか。

            　昼間の第三トルワジエムと第四キャトリエムのやり取りを思い出しただけで酷く苛立った。

            　そこで、試しにラファイロとウリエスにノアが抱かれているところを想像してみた。

            　戸惑いながら組み敷かれ、しなやかな体躯をふたりの大天使に撫でまわされて、最初は抵抗していたがやがて快楽に堕とされ甘い嬌声をあげ続けるノア。

            　耳元に甘い囁きを落とされ頬を染めるノア。

            　全ての衣装を剥ぎ取られ、美しく均整の取れた身体を隅々まで愛撫されて、やがてラファイロの屹立をその可愛らしい蕾に……。

            　パアアァ――――ンッ！　と派手な音が部屋中に響いてハッと顔を上げた。

            　ハアハアと息が乱れている己に驚く。

            　思わず片掌かたてで顔を覆った。

            　指の隙間から覗いた視界で、己の感情の昂りにあてられた白い花瓶が真っ二つに割れているのが見えた。

            　ポタポタと流れ床を濡らす水。

            　床に飛び散った大輪の白百合に歩み寄る。

            　ゆっくりとそれを手に取り思う。

            　思えば、殺すだけならばあの時できたはずだった。

            　一年前、嘘の言葉で油断を誘いこの腕に引き寄せて眠りの術を掛けたあの時。

            　腕の中で力を失ったノアの、頬を伝う涙を見た時に胸がざわついた。

            　すぐに殺そうと思えばできたはずなのに、そうしなかった。

            　わざわざ天宮パレスに連れ帰って餌付けして。

            　それは何故か……。

            　五大天使サンク・アルカンジュ見習いとして戦闘訓練までさせて。

            　それは何故か……。

            　本当はとっくに答えは出ていたのかもしれない。

            　あの日、藤色グリシーヌの炎の中から現れた『黒い天使アンジュ・ノワール』に目を奪われた。

            　美しいと、そう感じた。

            　あの気高く美しい野生の獣を目にした瞬間からもう既に。

            　己は『欲しい』と、そう感じていたのだ。

            　ノアでなければ。

            　ノア・リオットでなければならないのだ。

            　代わりは利かない。

            （――――ノア・リオットは私の所有物モノだ。誰にも渡さない）

            　それが、最高上位天使プリュ・オー・アンジュセラフィム・ル・ヴェリエが一晩かけて出した結論だった。


            　

        
        
            エピソード７『べーぜってアレのこと？』

            　

            　

            「絶対に逃げないと約束するなら拘束を解いてあげようか」

            　ニコリと笑ってセラフィムが言った。

            　ノアは、必死でこくこくと頷いた。

            「私に何をされても此処から逃げないと約束できるね？」

            　おかしなことを言う、とノアは思った。

            　なんでも自由にできるくせに。

            　ノアがどんなに必死で逃げ出そうと、させないだけの光力チカラがあるくせに。

            （なんでもできる天界の王様のくせにッ）

            「わかったから……外せよっ」

            　情けなくも涙目で必死にそう訴えると、ノアの頭上で両手首を一纏めに拘束していた『天使の輪オレオール』がヒュンッと外れた。

            　セラフィムの『天使の輪オレオール』は伸縮自在の特別仕様なのだろうか。

            　こんなことに使われるとは思いもよらなかった。

            「いい子だ」

            　自由になってホッとしたノアは、不意に優しくアタマを撫でられて目をしばたかせた。

            「いい子にしていたら、酷いことはしないよ」

            　セラフィムの眼差しが優しい。

            　いつものように髪を撫でる手が優しい。

            　さっき思わず噛んでしまったことをすごく怒っているのかと思ったのに、もう赦してくれるのだろうか？

            　ノアは安堵して思わず泣き出しそうになり唇を戦慄かせた。

            「ふぇ……っ」

            「ノア……、接吻ベーゼをしたことがあるかい？」

            　突然、甘く囁かれてノアは驚いた。

            「べーぜ……？」

            　ベーゼというと、たぶん。

            　ミカエラとガブリエールがよくしているアレのことだ。

            　前に回廊の陰でふたりが唇をくっつけ合って抱き合っているのを見かけたことがある。

            　アレはなんだと一緒にいたラファイロに尋ねると『アレはな、接吻ベーゼっつーんだぜ。教えてやろうか？』と顔を近づけられてポカンとしていると、ウリエスがすっ飛んで来て急にアタマごと胸に抱き込まれた。

            『馬鹿者。覚えておけ。恋天使こいびと同士がするものだ。お前とラファイロがしていいものではない』

            『んなの誰が決めたんだ。俺は誰とでもするわ』

            『チャラいな最低だカスが。決して真似をするなよノア。アレは悪いお手本だ』

            　そんなやり取りを思い出して、ノアはセラフィムを見上げた。

            「ねーけど……」

            　どうしてそんなことを聞くのだろう。

            　それより身体の上から退いて欲しい。

            　起き上がれないし。

            　こんなにくっついていたらいろいろ困る。

            （近い。近いんだよおおお～！）

            「そう。良かった」

            　嬉しそう。なんでそんなに嬉しそうなんだろう。

            　ノアは安堵したように笑むセラフィムを見上げて瞬きをした。

            「なら、私としようか」

            　セラフィムの形の良い唇がゆっくりと動いて発音した音の意味がしばらく理解できなくて、ノアはまたパチパチと瞬きをした。

            「……んん？　ナニを？」

            「接吻ベーゼを」

            「ハァ？　誰と誰がすんの」

            「この部屋に私と君以外、他に誰がいるんだい？」

            　くすりと笑われて、しばらくしてブア――ッと顔に熱が集まった。

            （ハアァ――――!?）

            　アタマの中でミカエラとガブリエールの行為がぐるぐると回り出す。

            『やだ、ガブちゃん、みんな見てる……からぁ』

            『駄目だ、待てない。君が可愛過ぎるのがいけない』

            『ん、んぅ……、ふぁ』

            『ミカ……好きだよ』

            『ん……、僕も、ダイスキ』

            　そう言ってまたエンドレスでイチャイチャしてるのをけっこうよーく見かける。

            （え、えええええ～？　アレを、セラフィムとオレが!?　なんで――!?）

            「こっ、恋天使こいびと同士じゃないとしたらダメなんじゃねーの？」

            「そう思うの？」

            　くすっと艶っぽく笑われてノアは目を丸くする。

            「ええ～!?　だって」

            「じゃあ、私と恋天使こいびと同士になってみるかい？」

            　冗談なのか本気なのか分からない眼差しでじっと覗き込まれて。

            　ノアは、脳内の想像が全く追いつかなくて泣きそうになりジタバタと暴れる。

            「だって、そんなの、ううう～～っ！」

            「ノア、……暴れないで。また拘束されたいのかい？」

            　気がつくと左右の手首を顔の両脇に押しつけられていた。

            （え……!?）

            　ぎょっとして、ピタリと動きを止める。

            　ノアがハッと顔を上げると、金色の天使の輪っかがフヨフヨと宙に浮かんで待機している。

            （ひえっ！）

            　ノアは震え上がり息を呑んで絶対君主を見上げた。

            「イヤ……だ」

            「では、大人しくしていなさい。いいね」

            　そう言って覗き込むセラフィムは恐ろしく美しく、ノアは息を呑む。

            　噛んだから『お仕置き』をすると言ったかと思えば『接吻ベーゼ』をすると言う。

            　もはや予測不可能な言動ばかりなセラフィムにノアは酷く混乱した。

            　何を考えているのかさっぱり分からない。

            　ただ、分かるのはセラフィムこのひとには絶対に敵わない。

            　逆らってはいけないということだけだ。

            「ノア、口を開けて。そう、いい子だ」

            　セラフィムがノアの頬を撫で唇をなぞり、囁くようにそう言った。

            　鼻先がくっつきそうなくらい近い。

            　セラフィムの美声が耳の孔から浸食し身体の芯を溶かしていく。

            　ノアの視界はゆらゆらと定まらず、まるで何かの術でも掛けられたかのように抵抗できない。

            　セラフィムが僅かに唇を開いて頬を傾けた。

            　顎を掬われ喉を反らすなり唇が重なった。

            「んぅ……う？」

            　触れ合ったとかそういう生易しい感触ではなく、思いっきり深く合わさったそこから熱く滑ったナニカがぬるりと侵入してくる。

            「んむぅ……ん……ふッ」

            （え……？　は？　ナニコレ？　舌……？）

            　ノアの戸惑い逃げ惑う舌に絡みつき、粘膜を擦り合わせるような厭らしい動きに翻弄されて、ノアは驚いて目を全開に見開いた。

            （待って、うそ……）

            　そして、青紫色タンザナイトの支配者の眼が己を見ていることに気づく。

            　ずくん……ッと熱の塊が下腹に落ちた。

            　半分伏せた欲を孕んだ眼差しがじっとりと絡みつくように、反応を観察するかのようにノアを見ていた。

            「……んぅ、うウっ、んむ……う」

            　息が上がる。顔が熱い。

            　とろんと視界が溶けていく。

            　セラフィムは、さらにノアの後頭部を掴み引き寄せ、顔を傾けて深く唇を合わせ直した。

            「んぅ……ふっ」

            （ナニコレ、ナニコレ……？　なんでこんな……ッ）

            　息ができない。酸素が足りなくてアタマがぼうっとしてきた。

            （コレがベーゼ……！）

            　先ほど指で擦られた上顎を舌でなぞられて、身体がびくんっと跳ねた。

            「ふぁ……っ、んぅ……ッ」

            （ふぁ……、きもち……ぃ？）

            　甘い痺れのようなものがノアの身体を支配していく。

            　気がつくとノアの身体をセラフィムの大きくてキレイな手が官能的に這い始める。

            「んんっ、ふぁ……っ」

            　セラフィムはノアの唇を貪りながら、ノアのツンと芯を持ち始めた胸の中心を衣装の上からくりくりと撫でた。

            「ふあッ……、んうっ」

            　そして、時折きゅうっと摘み上げる。

            「アッ、んん、……ふぁッ！」

            （ナニ、きもちい……、どして、こんな……）

            　身体の芯が砕けたみたいにぐにゃぐにゃして、もっと触って欲しくてたまらない。

            　セラフィムは、ゆっくりと唇を離すと脱力してシーツに沈みハアハアと息を乱すノアを満足そうに見ながらノアのただ羽織っただけの短衣をはだけさせる。

            「ノア……、綺麗な色だね。食べて欲しそうにツンと上を向いているよ」

            　そう言ってセラフィムはノアの胸の中心に舌を伸ばし口に含んだ。

            「ひゃ、ああ……ッ、いんっ」

            　突然の電気が走るような刺激に背を反らして甘い悲鳴をあげてしまう。

            「気持ちいいかい」

            「や、あァァ、らめ、……ううっ」

            　一体何をしているのだろう。

            　こんな風に誰かに触れられることなんてなかった。

            　自分で触れることもない。

            　特に意識したことのない身体のごく一部が、セラフィムが触れるだけで違う意味を持って身体を熱くさせる。

            「ノア……、いつもこんな風に身体を見せつけて、感心しないね」

            　ノアは暑がりなので与えられた白いノースリーブの短衣だけをはだけて着ている。

            　本当はもう一枚下に着る衣装が存在するけれど着たことはない。

            「だって、あちぃから……、アッ、や……ッ！」

            　セラフィムは常に晒されたノアの腹筋を掌で撫でながらヘソに舌を這わせた。

            「やっ……、なにす……ッんンッ」

            　息も絶え絶えに身を捩るノアの下肢にセラフィムの手が伸びる。

            「随分と窮屈そうだね。脱いでしまおうか」

            「わ、わ、わあっ、だめっ！」

            「何故だい？」

            「だ、だって、オレ今ヘンだからッ！」

            （ぜったい、ぜったい今はダメだッ！）

            　実は、最近ノアはヘンなのだ。

            　夜寝ようとしてベッドに入り、セラフィムを思い出した時などに時々こんな風になる。

            　病気かもしれないと思うけれど患部が患部なだけに誰にも相談できなくて。

            　眠れなくてモヤモヤしたりもするのだ。

            　そんな時は腕立て伏せと腹筋を夜明けまでしたあと、シャワーで冷水をアタマからぶっかけると大抵落ち着く。

            　あとは昼間に戦闘訓練で思いっきり暴れたらスッキリ治る。

            （ああ、なんてこった。よりによってなんで今！）

            　セラフィムの前で症状が出るなんて。

            「まって。まって。見ないで……ッ！」

            　抵抗しようと思ったけれど、身体が痺れて思うように動けずあっと言う間にボトムを抜き取られてしまった。

            「や、やめ……ッ」

            　その際にボトムにどこか身体の一部が引っかかった感じがした。

            　視界に何か黒くて長いモノがよぎったけれど確認する余裕がない。

            「接吻ベーゼと愛撫だけでこんなに反応して。感じてくれたんだね。嬉しいよ」

            　そう言ってセラフィムは半身を起こすと、ノアの芯を持って天を仰いだ中心をそっと手に取った。

            （のわあああああああァァァ――――ッ!?）

            「だ、だめ、なに……、さわっ？　やめ、やめ。きたないッうつるッ、オレびょうきなんだ！　せらふぃ……ッ」

            　ノアが慌てて半身を起こすとセラフィムが藤色グリシーヌの長い髪を美しい仕草で耳にかけるのが見えた。

            （ひゃ……ッ!?）

            　ドキンッと心臓が跳ね上がる。

            　よけいに股間に血液が集中してしまう。

            「ノア、これは病気なんかじゃないよ。オトナはみんなこうなる」

            「え？　……え？」

            　ノアはもう何がなんだか分からない。

            「不思議なものだね。君になら全て触れたいという欲に駆られる……」

            「な、な、なに……うそ、やめ」

            　ノアは、セラフィムのキレイな口にぱくりとノアの分身が含まれるのを悪夢のように見ていた。

            「……やっ！」

            （ありえない。セラフィムがオレの……っ！）

            「う、ああァア――――っ！」

            　セラフィムがノアを口に含んだだけで、ぬるりとした熱い粘膜に包まれる突き抜けるような感じたことのない快感に、ノアは目の前がチカチカして爆発するナニカを見た。

            （ひえ……ッ。ど、どうしよう。なんか出たああああ～～ッ？）

            　ノアはぼろぼろと涙を流して泣きじゃくる。

            「うええええ～～っ！」

            　セラフィムが口に受け止めた白濁を掌に吐き出して眺めるのを見て、ノアは申し訳なくて涙が止まらない。

            　わざとじゃない。わざとじゃないんだ。

            「何故泣くんだい？」

            「ごめッ……ごめんなさ……ッ、アンタを……汚して」

            「おかしなことを言うね。今から私に穢されるのは君の方なのに」

            　セラフィムは、くすりと美しく笑うと「飲んであげても良かったのだけれど」と掌の白濁をノアのお尻の意識したこともない場所に塗りつけた。

            「私もどうやら余裕がないらしい」

            　目を見開くノアの前でセラフィムはノアの両脚を無理矢理開くと、長い節くれ立った指先を白濁でぬかるんだ窄まりにぬぷりと挿し込んだ。

            「ひゃ……ッ！　な、なに、う、あああ……ッ」

            「この方が早く解れるだろうからね」

            　途端に狼狽えるノアの背をベッドに沈めると、ノアの開いた両脚を肩に抱える。

            「悪いがあまり待てそうにない」

            　そう言って瞳を合わせたセラフィムは雄の壮絶な色香を醸し出しており、ノアは何も分からないままただ音を発しない唇をパクパクとさせただけだった。


            　

        
        
            エピソード８『セラフィム・ル・ヴェリエの劣情』

            　

            　

            　セラフィムは、ノアの接吻ベーゼが初めてだと聞いて心底安堵した。

            　よくぞこの一年で悪い虫がつかなかったものだ。

            　そして、己の恋情を自覚するのに一年もかかってしまった体たらくに自嘲する。

            　ノアは今まで抱いた数え切れないほどの肉塊とは比べ物にならないほど魅力的な身体をしていた。

            　最高上位天使プリュ・オー・アンジュのためにある後宮ハレムでは、性別を問わず美しい天使たちが集められ、己の肉体に磨きをかけ天界の王のお召しを日々待ち焦がれている。

            　セラフィムが彼らを抱いたら、大抵よがり狂って一度で使い物にならなくなる。

            　セラフィムにとって彼らは性欲処理における使い捨ての肉塊程度の認識だ。

            　この千二百年、己の心を動かすほどに惹かれる存在に出逢うことはついぞなかった。

            　そう。あの日、この黒い天使に出逢うまでは――――。

            　ノアの戸惑ったように濡れた黒い瞳は、セラフィムの劣情を煽った。

            　大きな獣耳と長い尻尾もノアの愛らしさを引き立て、どうにもたまらなく抱き潰したくなった。

            　ノアの高くはないがよく通る声が甘く頼りなく漏らす嬌声は、セラフィムの余裕をなくさせた。

            　ノアの甘い唇は食べてしまいたいほどに狂おしく甘美で、凶器を突き込んで乱暴に喉奥まで犯してしまいたい衝動を抑えるのに苦労した。

            　よく鍛えられた若くしなやかな肉体は、手に吸いつくようにきめ細やかで、全身を隈なく舐めしゃぶりたくなった。

            　誰にも触れられたことのない未開発なノアの身体は、セラフィムによって綻び花開いていく。

            　ノアの薄紅色をした胸の果実は小さな粒で、口に含むとぷるぷると震えて噛みちぎりたいほどに可愛らしい。

            　いつも見せつけるように晒された美麗なヘソに舌を潜らせるとノアは背を反らせて甘く啼いた。

            　ノアが甘く啼く度に獣耳が垂れ下がりぴるぴると震える。

            　その可愛らしさに前戯もすっ飛ばしてさっさと犯したくてたまらなくなる。

            　反応を兆した雄を隠そうと身を捩る愛らしい姿に劣情を煽られ、容赦なくボトムを剥ぎ取ると、長い尻尾が引っかかりピンと跳ねた。

            　ノアの可愛らしい分身をぱくりと口に含むとノアは見ていられないほどに慌てた。

            　ノアの戸惑いと言葉の端々に、精通もまだで何の性知識もないことを察してしまう。

            　初めての刺激にあっけなく爆ぜた甘露をこのまま飲み干してしまうと、おそらく己はどうにかなってしまうと危惧した。

            　セラフィムは、思った以上にのめり込み夢中になっている己に戦慄した。

            　このままでは我を失って初めてのノアを抱き壊してしまう。

            　掌に吐き出した甘露を潤滑油がわりに使おうかと考えた。

            　その方が早く繋がれる。

            　もう一度達するまで待ってやれば良いものを。

            　早急に繋がりたくて待てない己がいた。

            　こんなに欲しがっている己に驚いていると、ノアがぼろぼろと涙を流して泣き出した。

            「何故泣くんだい？」

            「ごめッ……ごめんなさ……ッ、アンタを……汚して」

            「おかしなことを言うね。今から私に穢されるのは君の方なのに」

            　愛しくて。狂おしいほどに愛しくて。

            　一刻も早く己のモノにしてしまいたかった。

            　ノアの小さな蕾は固く閉ざされていた。

            　白濁を塗りつけて指を突き込むと、ノアは悲鳴をあげた。

            　狭い。処女ヴィルジニテだ。

            「なんで、そんなとこ……、やだ、やだあっ、……ひあっ、う……っ」

            　泣きながら慌てる度に黒い頭の上の獣耳が垂れ下がりぴるぴると震えノアの感情を顕著に伝えた。

            　その全てがセラフィムを満足させた。

            　己が最初で最後だ。

            　この黒い獣は己だけの所有物モノだ。

            　長くスラリとした脚を肩に担ぎ上げ、秘められた蕾を晒しながら挿し込む指を増やしていく。

            　グチュグチュと胎内ナカを掻き混ぜ馴染ませていく。

            「ひゃ、あ……、やだやだやだあ……っ！」

            　真っ赤な顔を隠してノアが恥ずかしそうに泣きじゃくる。

            　愛しくて可愛らしくてメチャクチャにしてしまいたい。

            　早く抱きたい。

            　しかし、まだ狭い。

            　まだ指が二本でギチギチだ。

            　己の巨大な凶器を受け入れるには到底収まり切らない小さな孔だと思った。

            　しかし、早く、早く挿入いれれたい……。

            　時間をかけて解してなどいられないと思った。

            　早く欲しい。

            　こんな風に誰かを欲したことなど今まで一度たりともなかった。

            「ノア……」

            　セラフィムは、光術で呼び寄せたガラス瓶に入った黄色い液体を手に取り、グイッと煽って口に含んだ。

            「え、なに……んぅッ？」

            　無理矢理口移しでそれをノアに飲ませる。

            「ふ、あ、……、ナニいまの、甘ぁっ、飲んじまったじゃん！」

            「初めての君が辛くないように」

            　セラフィムはニコリと笑うと、指を挿入したままでノアをうつ伏せにした。

            　その際に全ての衣装を剥ぎ取るとノアは恥ずかしそうに顔を真っ赤にした。

            　すぐ顔に出るところも好ましく思う。

            「そう。枕を胸の下に入れて。いいよ。楽にして」

            　腰を突き出す格好でうつ伏せにさせると長い尻尾がゆらゆらと揺れた。

            　ノアは何をされるのかまるで分かっていないようだ。

            　後ろからの方が良いだろう。見てしまうと怯えてよけいに挿入はいらなくなる。

            　そっと後ろから抱き込む際にノアの美しい背中に見惚れた。

            　腰のやや上に翼跡がある。

            　今はしまってあるノアの漆黒の美しい翼は、肩甲下部から生えている。

            　そんなところも新鮮でセラフィムは気に入っていた。

            　そろりと滑らかな曲線を描く双丘を撫でるとびくりとしたようにノアが振り返った。

            　きゅううっと挿入した指を胎内が蠢くように締めつける。

            「な、なんか……、からだ、アツイ」

            　はあっと息を乱し頬を染めたノアの黒い瞳が潤んでいる。

            　獣耳が困ったように垂れてピッと後ろを向いて小さく震える様がなんとも愛らしい。

            「それでいいんだよ」

            　セラフィムは薬が効いてきたことに満足し、ぐちゅりと蕩けた音を立てて二本の指を抜き去った。

            　ゆらゆらと揺れるノアの黒い尻尾を掴むと、腰を高く突き出させた。

            　そして、とろりと熟れた可憐な蕾に、びきびきと青筋を浮かせてはち切れんばかりに怒張した己の屹立をひたりとあてがった。


            　

        
        
            エピソード９『セクスというらしい』

            　

            　

            　なんか黄色い甘ったるい液体を口移しで飲まされた。

            　着ているものを全部引っぺがされて、ノアはお尻を高く上げ枕を抱いて四つん這いにさせられた。

            （ななな、なんてカッコさせられてんの、オレ――!?）

            　しかも、お尻の孔にセラフィムの指がいっぱい挿入はいっている気がする。

            　しかも、なんかぐちゅぐちゅと厭らしい水音を立てている。

            　恥ずかしくて今なら死ねるっ！

            「うーーっ」

            　唸り声をあげて羞恥に耐えながら枕を抱きしめていると、突然ドクンッと心臓が大きく跳ねた。

            「ひぁ……ッ」

            　セラフィムの指をきゅうんと締めつけるような感覚と共に、胎内ナカが酷く疼いて、熱くてずくずくに溶けていきそうなおかしな感じがした。

            　先ほどセラフィムの咥内で恥ずかしくもナニカ白いモノを吐き出した自身がまた芯を持って勃ち上がっていた。

            「あ、……んぅ、ふぁ。はあ、はあ……ッ」

            　顔が熱い。息が整わない。

            　ナニコレ、なんだろう。ふにゃふにゃして、うずうずする。

            　無性に腰をくねらせて、もっとセラフィムの指を感じたい。

            「せらふぃむ……、おれ、なんかヘン……ッ。からだ、アツイ」

            　振り向いてそう伝えると、セラフィムは「それでいいんだよ」とだけ短く返事をし、ずるりと指を抜き去った。

            「あぁっ！　やら、抜いちゃ……ッ」

            　物足りない感覚に泣きそうになり思わず叫ぶ。

            　ノアはいきなりナニカをグイッと掴まれて、お尻を高く上げ四つん這いの姿勢になり突っ伏してしまう。

            「わあッ、な、に……？」

            　間違いなく身体の一部を強く握られているのが分かるのに、なんだか把握できなくて、慌てて振り向いて目を剥いた。

            「ななな、なんでシッポ生えてんの、オレ――!?」

            　なんと今、ノアのお尻の付け根には黒くて長い毛足の短いシッポが生えていた。

            　シッポの付け根をセラフィムがガッシリと片手で握って引っ張るのでノアのお尻は強制的に上を向く。

            　ずっと感じていた違和感の正体はコレだったのか……ッ！

            「まって、ま、ましゃか……ッ!?」

            　両手でアタマを抱えると、な、な、なんかある……ッ！

            「ケモミミィィ――――ッ!?」

            「ああ、可愛い獣耳が生えているね」

            　セラフィムがそう言って頬を寄せ、聞こえの良すぎるその大きな耳元で囁いたのでノアは、ははわわわわと慌ててしまう。

            「いい子だ。ノア。じっとしていなさい」

            「ひっ、や……、やめ」

            　セラフィムがノアの腰を掴んだ。

            　蕩けるような感覚に変わったお尻の入り口に熱くて硬いナニカが押しつけられた。

            「大丈夫。もっと悦いいモノを挿れてあげよう」

            「うぁ、あ、ああああああァア……ッ！」

            　腰をしっかりと抱えたまま、ぐぷぷ……ッと押し挿いってくるナニカ。

            　メリメリ……ッと押し広げられる感覚。

            「やぁ、ァああ、……ああああああアァァァァ――――ッ!!」

            　ノアは圧倒的な質量のみっちりとした長くて硬いナニカを無理矢理ズン……ッ！　と突き挿れられて。

            　串刺しにされるような感覚に大きく目を見開いたまま悲鳴をあげた。

            「あ、あ……、や……だぁ！」

            （苦しい、苦しい。痛てーよぉ……ッ！）

            　挿入はいってる……ッ、デッカくてアツイ、なんかとんでもないモノが、奥深くまでみっちりとギチギチに……。

            （死んじまう……ッ、からだ、やぶれる……ッ）

            「やだ……、ふえぇ……ッ」

            　なんでこんなことするんだろう。

            　いたい。いたいよ。しんじゃう……。

            　おしおき……？　噛んじまったから？

            （セラフィムはオレがきらいなんだ……、だから……ッ）

            　ノアは身動きひとつ取れなくで、息もできなくて、ただ絶望的な気持ちでぼろぼろと涙をこぼした。

            「ふ……えぇぇ……ッ」

            　涙をこぼしてガタガタと肩を震わせるノアを後ろからふわりと抱きしめて、セラフィムが優しく頬を寄せる。

            「ノア……、泣かないで……、私の可愛いノア」

            「いたい……せらふぃむ、いたいよぅ。ゆるして……ぇッ」

            「大丈夫。大丈夫だよ」

            　そう言って、ノアの胸の尖りをくりくりと撫でながら、項垂れた自身を優しく握り扱く。

            　ちゅこちゅこと粘膜が上下する度に粘度の高い水音が聞こえてくる。

            「ノア……、いい子だ、ほら、気持ちいいね」

            「う……ぁ、んん、ふあ……ッ」

            　セラフィムの言葉の通りやわやわと蕩けるような快感が這い上がってきて、ノアの開いた口からは甘い嬌声がこぼれ始めた。

            「ノア……、可愛いよ」

            　ちゅっ、ちゅっ、と頬に耳に口づけを落とされて、ノアは夢見心地にうっとりと目を潤ませた。

            （優しい……？　怒ってなかった……？）

            　セラフィムに甘やかされて、嬉しくてぽうっとしてしまう。

            「君の胎内ナカはとても気持ちいいよ。もっと奥でひとつになりたい。もう少し頑張れるかい？」

            　はあっと熱っぽい吐息が首筋に落ちてきて、ノアはドキンとする。

            （セラフィムが気持ちいいって。オレのなか、気持ちいいって。うれしい。うれしい。うれしい）

            　ノアはぎゅっと目を閉じる。涙がぱらぱらと落ちて手の甲を濡らした。

            「だいじょぶ……、へーき」

            「いい子だ」

            　セラフィムが口角を上げて低く艶やかに囁くと、ぐっと腰が進められ勢い良くズンッ！　と最奥まで一気に貫かれた。

            「ひぁ、アァアア――――ッ!!」

            　ノアはその衝撃に目を見開き背を反らしたまま大声で叫ぶ。

            　同時にプシャアッ!!　とノア自身から白濁が飛び出した。

            「ぁあ……ァアア、ア……ッ」

            （し、しんじゃう。も、むり。これダメなヤツ……）

            　ノアは己の身体の核まで貫かれたような衝撃に、このまま粉々に壊れてしまうのではないかと思った。

            　息ができない。苦しい。

            　己の全ては今、ぜんぶ、ぜんぶ、セラフィムの掌の上にある。

            　そう思った。

            「ノア……、私のノア」

            　セラフィムが後ろからノアのアタマごと身体をぎゅっと抱きしめた。

            　深く深く繋がった身体。

            　きつくきつく抱きしめられて、そして名前を呼ばれた。

            　それはそれは吐息を吐くように愛しげに、名前を呼ばれた。

            「う、あ……？」

            　愛しげに名前を呼ばれて。

            　しかも『私のノア』という特別な熱を込めた呼びかけに、ノアはカアッと顔に熱が集まる。

            　途端に身体の奥がカッと熱くなった。

            　じゅわっとナニカが奥から染み出て、トロッとセラフィム自身を包み込むような感覚。

            （う……、なに？　なんかヌルヌルする）

            「ゆっくり動くよ」

            　最奥まで穿った凶器が抽挿を始めた。

            　ノアは込み上げてくる痛みとは違う熱に戸惑いながら悲鳴をあげる。

            「あ、っ、アッ……ひあ、あ？　ナニ、これぇ……ッ」

            　胎内ナカが泡立つような熱に溶けていくようだ。

            「あ、あ、ゃあッ……なんで、きもちい……、ァアアんッ」

            （ナニコレ……、へん、どして……？　あんなに痛くて怖かったのに。今すごぉく……、きもちい）

            　思わず腰を高く上げてもっともっととねだってしまう。

            「ノア……、最高だ、私もとても悦いいよ」

            　腰が砕けるような美声で耳元へと囁かれて、ノアはびくびくっと身体を震わせる。

            「ひぁ！　あん、あ……、んぁッ」

            　全裸の剥き出しの肌に、セラフィムの美しい藤色グリシーヌの長い髪が絡まる。

            　背に腕に脚にシッポに、それにまた勃ち上がった自身にも。

            　その心地よさと背徳感にノアは恍惚としてしまう。

            　またピンと張り詰めトロトロと先端が濡れてきた。

            （あ。でちゃう……ッ）

            「髪、汚れちまう……、アッ、ひゃあん……ッ」

            「構わないよ。汚してしまいなさい」

            「そ、んな……、ア、だめぇ」

            　ズンっと奥まで突き挿れられて、またたまらず白いモノを吐き出した。

            「あ、あァァ……、ごめんなさい、ごめ……」

            　セラフィムのキレイな髪に我慢できずにかけてしまった。

            　ノアはうえええと泣き出しそうになったけれど、後ろから抱きしめられて口づけをされる。

            「いいんだよ。ノア」

            　ノアはくらくらと目眩がした。

            「だいぶ慣れてきたね。おいで」

            　セラフィムは、ノアに挿入したままノアを仰向けにして開脚し肩に担ぎ上げた。

            「まっ、て、……あ、うわぁ……ッ！　ぎにゃあああアアアッッ！」

            　胎内ナカで捻れる感覚に悲鳴をあげる。

            （なななな、なんてことするんだ！　死ぬからあッ！）

            「よく見ていなさい。誰に抱かれているのか」

            　そう言って、セラフィムはまた何度もノアを穿った。

            　セラフィムがノアを組み敷いて、何度も身体の奥の奥までセラフィムを突き挿れてくる。

            　その度にじゅぽッじゅぽッという耳を覆いたくなるような恥ずかしい音がした。

            　パンパンッという激しい肌と肌がぶつかり合う音がノアの耳を犯す。

            　己のひっきりなしに喘ぐ声。

            　僅かに漏れるセラフィムの息を詰めるような吐息。

            　昨日までの日常と違い過ぎる情景にノアはぐるぐると目眩がした。

            　セラフィムが見ている。ものすごく見ている。

            　目がえろい。そんなのセラフィムじゃない。

            （なんだコレ……なんなんだよぉ～！）

            　ノアはセラフィムの顔が直視できず両腕で目を隠してしまう。

            「ノア……、駄目だよ。私を見なさい」

            「ひゃ……ッ」

            　両手を掴んでこじ開けられて、青紫色タンザナイトの瞳と目が合ってしまった。

            「君を抱いているのは誰だい？」

            「……え、うあ……、な、に？　せら、ふぃむ……？」

            「そう、いい子だ。よく見て。君の胎内ナカに私が挿入はいっている」

            　ぐっと腰を上げて結合部分を見せつけられて、ノアは目をかっぴらいた。

            　ノアの大きく開いた両脚の間にセラフィムがいて、ノアのお尻の孔にセラフィムの中心がズップリと挿さっている。

            「ひ……ッ」

            　状況を初めて目の当たりにしたノアは、恐ろしい光景に小さな悲鳴をあげた。

            　そんなはずないくらい拡がっている元は小さかったであろう孔は、どう見ても規格外の丸太のような太い棒を健気に喰い締めている。

            　裂けてしまうんじゃあないかと心配になりながら、その丸太の発信源を辿るとセラフィムの腰の中心に行き着いた。

            （え……？）

            　思わずセラフィムの美しい顔を見上げて、そしてまた視線を下ろす。

            　繋がっている。セラフィムと。

            　なんなんだろう、コレって、一体何をしているんだろう。

            「これはセクスと言うんだよ」

            「せくす……？」

            （え？　それって……）

            　ラファイロとウリエスと約束していた『強化訓練』もそんな名前だったはずだ。

            　セラフィムは、まるでわざと見せつけるようにゆっくりと腰を引いて丸太のような熱杭を徐々に引き抜く。

            「あ……あ、にゃあ……ッ」

            　ズズ……ッと内壁を擦る感覚の快楽と、視界に映る卑猥な光景にノアは信じられない思いで黒い瞳を戦慄かせた。

            　一体どれだけ長いのだろう。

            　どうしてそんな膨大な質量がこのナカに収まっていたのだろう。

            　そもそも優雅で美しいセラフィムの身体の一部とは到底思えない凶悪な部位を目の当たりにしてノアは理解が追いつかない。

            （それに、オレのとぜんぜん大きさがちがうじゃん！）

            　すると、また唐突にズン……ッ！　と奥深くまで穿たれた。

            「あアァァ――――ッ!!」

            　ノアは目を見開き背を弓なりに反らせて大きな悲鳴をあげた。

            「いい子だ……、ノア。私以外とこの行為をしてはいけない」

            「……ふぁ、あぁ……ッ」

            （ナニ……？　なんだって？）

            　セラフィムは、繋がったままノアを抱きしめた。

            　そして、ちゅっと軽くリップ音を立てて口づける。

            「ふ……く、うぁ……アあッ」

            　身体を震わせて意識も覚束ないノアに何度も口づける。

            「接吻ベーゼもだ。私以外としてはいけないよ」

            「……あ、んぁ……ッ」

            （なんて……言ったの？）

            　意識が遠のいていく。

            　もうわけが分からない。

            　セラフィムは苦く笑むとノアの脚を抱え直し、律動を再開した。

            「ひゃ、あっ、アッ、アッ」

            　目の前がチカチカする。

            「や、あ……、なんか、クる……ンッん、や……、ア」

            　ぢゅぷんッ、……パンッ！　ぢゅぷんッ、……パンッ！

            　腰を打ちつけられて悲鳴をあげる。

            　粘液が泡立つような厭らしい水音と肌を打つ音がひっきりなしに部屋の中で響き渡る。

            　ノアは込み上げてくるナニカを感じ、ふるふると首を横に振り、シーツをきつく握りしめた。

            　ぼろぼろと涙が止まらない。

            「……ノア、イク時は言いなさい」

            「ナニ？　……あ、ナニ、アッ、また出る……ッ、やら、あっ」

            「それがイクと言うことだよ」

            「……アッ、……んんん、も、イク」

            「いいね。じゃあ、一緒にイこうか」

            　そう言って僅かに息を乱したセラフィムは色っぽく、ノアは奥がきゅううんと収縮するのを感じた。

            「あん、ア……ッ、ひぁ、い、イク、イク……あー、ぅにゃ、にゃああァア――――ッ！」

            「……やっと見つけた。私の『唯一の星エトワール』……誰にも渡さない」

            　特別な言葉と一緒に降ってきた口づけと共に強く抱きしめられて、身体が二つ折りになりそうなほどに深々と熱杭を埋められて。

            　――――胎内でナニカが爆ぜた。

            「んぅーッ、んぅーッ！」

            　そのままびゅーびゅーと長く長く熱い飛沫を注がれる。

            　容赦ないそれは、まるで嵐のようでノアはただしがみついて嵐が止むのを待つことしかできない。

            「う……ふぅ」

            　ノアはそのまま脱力し、ふうっと意識を失った。
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            「大丈夫かい？　ノア」

            　セラフィムは、ズッと自身を抜き去った。

            　コポッ、コプ……ッと白濁と鮮血が尾を引いて流れ出てくる。

            　ヒヤリとした。

            　胎内を傷つけてしまったのか。

            　そっと見遣ると可愛い蕾も赤く腫れて少し傷ついているのが見て取れた。

            　やはり、いくら媚薬を使おうと初めての相手に早急過ぎたかと悔いる。

            　ノアの身体が柔らかいのをいいことに、種付けプレスはやり過ぎだったろう。

            　いや、本当は自慰を見立てて自分の尾を舐めさせたかったし、さらに唾液で濡れそぼったソレを可愛いお尻に突っ込んで泣かせたかったし啼かせたかった。

            　もっと言うならそのまま己の聖剣を突っ込んで二輪挿しもしたかった。

            　ノアの可愛らしい短剣の根元を『天使の輪オレオール』で戒めて射精管理もしたかった。

            　泣きじゃくって懇願するノアを存分に堪能したかった。

            　だが、何の性知識もない全てが初めてのノアへの配慮を優先させ、断腸の思いで今回は加減した。

            　そう。セラフィムはこれでもものすごく加減したのである。

            「この私に我慢をさせるとは、……君はすごい子だ」

            　思わず感心してしまう。

            　セラフィムは、そっと掌をあてて癒やしの術コンソラトゥールを使う。

            　藤色グリシーヌの光がふわりと舞い、痛々しく傷ついたノアの可憐な蕾が癒やされていく。

            　胎内ナカも丁寧に癒やし終えてから、ホッと安堵の吐息をついた。

            　癒やしの術コンソラトゥールが有効で本当に良かったと心底感じたのだ。

            　ノアに対して無効なのは、セラフィムの攻撃の術のみということだ。

            　それならば何の問題もない。

            　あんなにも大問題であったこの事案が、今となっては取るに足らない些細なことに過ぎないと感じた。

            「……君を傷つける者は、たとえ誰だろうと私が赦さない」

            　そう。それがたとえ、己自身であったとしても。

            　本気でそう思っている己と一年前の己の相違が滑稽で、セラフィムはくつくつと喉を鳴らして笑った。

            　ノアは頬を上気させたままぐったりと獣耳を垂らして意識を失っている。

            　そっと肩までシーツをかけてやり頭を撫でてやる。

            　その白い首筋には、己がつけた所有者の証あかしである紅い華がクッキリと咲いていた。

            　涙で濡れた黒い睫毛は長く、僅かに開いた唇は艶やかだ。

            　眠るノアは随分と艶っぽく、子供天使こどもから大人天使おとなへと開花させたのは己なのだと思うと身震いしてしまう。

            　何も知らない無垢なノア。

            　真っ白なキャンバスを己の彩に染め上げていく愉悦にセラフィムは独占欲と支配欲を満たされ笑みを深めた。

            　黒くて艶やかな絹のような手触りの頭を撫でながら、次は頬を撫でようとするりと指先を滑らせた刹那、セラフィムは硬直した。

            　ノアの輪郭が一瞬ぼやけて、唐突に。

            　本当に唐突に、忽然とノアの姿が視界から消えてしまったのだ。

            　セラフィムは目の前が真っ暗になり、愕然と目を見開いた。

            「――――ノア!?」

            　己の悲鳴のような声を生まれて初めて聞いた。

            　ノアが消えた。

            　今、目の前に確かにいたのに。

            （そんな馬鹿な……!?）

            　セラフィムは片掌かたてで顔を覆う。

            　乱れた藤色グリシーヌで視界が狭くなる。

            　盛り上がりを失ったシーツの残骸を目に映しながら、呼吸を整える。

            　落ち着け。気配を追え。

            　あの黒豹のように気高く美しい獣の気配を探れ。

            　己に言い聞かせる。

            　こんなに動揺することは初めてで、顔を覆う指先が震えているのが分かった。

            　索敵術シェルシェを発動させるとセラフィムの周囲に波紋のように光力チカラが拡がる。

            （……いない、だと……!?）

            　ノアの光圧を感じない。

            　どんなに索敵術シェルシェの範囲を拡げても、あの愛しい気配が見つからないのだ。

            （何故。どうして。何処へ消えた――――!?）

            「……ノアッ」

            　セラフィムは慌てて立ち上がり、探しに出ようとした。

            　そんな視界の端で、ぺしゃんこになったくしゃくしゃのシーツがもぞっと動いた。

            「――――!!」

            　セラフィムは目を見開き、バッと勢い良くシーツを捲った。

            　なんと、そこには。

            　小さな黒猫がスヤスヤと丸くなって寝息を立てているではないか。

            「……これは、驚いたな」

            　セラフィムは瞠目する。

            「黒猫……？」

            　そろりと手を伸ばして頭を撫でてやるとゴロゴロと小さな音が聞こえてきた。

            　そのまま喉をくすぐってやると音は大きくなり、黒猫はコロンとお腹を見せて横になりゴロゴロと喉を鳴らす。

            「ノア……なのかい？」

            　黒猫は眠そうに半分目を開けると、なあーっとまるで返事をするように鳴いた。

            　その黒ダイヤのような綺麗な瞳は間違いなくノアと同じ彩いろ。

            　セラフィムは思案する。

            　天使は動物にメタモルフォーズできる特性を持っている。

            　第一プルミエルはハムスターだし、第ニドゥジエムは犬だ。

            　第三トルワジエムは白い鷲で、第四キャトリエムはフェレットらしい。

            　小動物にメタモルフォーズして人間界に紛れる時などに使うようだ。

            　上位天使以上には必要のない特性なので特に気に留めたこともなかったが。

            　メタモルフォーズをするために酒を飲んだとか、『強化訓練』という名目のセクスをするとか言っていたのはあながち見当違いでもなかったわけだ。

            　だが、光圧が全く感知できなくなるなど聞いたことがない。

            　こんなところまで特異体質などと勘弁して欲しい。

            （心臓が、止まるかと思った……）

            　しかし、驚いたな。黒豹どころか随分と可愛らしい……。

            （小さいな……）

            　セラフィムは、ゴロゴロと喉を鳴らす可愛らしい黒猫を優しく撫でる。

            　無理をさせたのでブレーカーが落ちたというところだろう。

            　確かに小さな体の方が省エネだ。

            「……ノア」

            　呼びかける己の声音が弱々しい。

            　どうにも不安になってきたのだ。

            　光力チカラを与えてやれば元の姿に戻るのだろうか。

            　まさかずっとこのままということは……？

            　セラフィムは、もう一度ノア自身に逢いたくて息を詰める。

            「……ノア、元の姿に戻りなさい」

            　そっと手を翳すと黒猫の体は藤色グリシーヌの光に包まれた。

            　そうやってしばらく光力チカラを注いでやると、黒猫の輪郭がブレて黒髪がサラリと揺れた。

            　小さな体がしなやかな天使型ひとがたに変化を遂げる。

            　獣耳と尻尾が消え、長い睫毛が持ち上がる。

            　煌めく黒い瞳がセラフィムを見た。

            「……んん」

            　ノアは一瞬何が起こったのか分からないような顔をして、目を擦りながらむくりと半身を起こした。

            　そんな仕草すら可愛くて仕方ない。

            　セラフィムは思わず腕を伸ばし、ノアをぎゅっと強く抱きしめた。

            「うわ、な、なに……？　わ、オレ裸……！」

            　真っ赤な顔をして慌てるノアと瞳を合わせる。

            「良かった……。もう逢えないかと思ってしまったよ」

            「え、なんで」

            「ノア……身体は辛くないかい？」

            「ふぁ、……ッ、だ、だいじょぶ」

            　ノアが急に思い出したように真っ赤になり恥ずかしそうに顔を背けた。

            「あっ、ケモミミとシッポが引っ込んでる！」

            　ノアが己の頭を触ってからお尻を見て明るい声をあげた。

            　セラフィムはどうしても込み上げてくる想いを言葉にしたくて、ノアの頬を両手で挟んで黒い瞳を覗き込む。

            「わ、なに……？」

            「ノア」

            「ふぁい」

            　ノアがきょとんとして見上げてくる。

            「私は、……どうやら君を愛しているらしい」

            「――――!?」

            　セラフィムが困ったように笑ってそう言うと、ノアは目を丸くして固まった。

            「聞こえたかい？」

            「……え？　ハア？」

            　じわじわと赤くなっていくノアの顔を眺めているとやがて首まで赤くなり、黒い瞳は涙ぐむ。

            「愛している。そう言ったんだよ」

            「な、なにソレ……ッ」

            「私だけのモノになってくれるかい？」

            　そっとノアの手を引き寄せて手の甲に口づけた。

            　そのまま真剣な眼差しで見上げると、涙目で口をパクパクさせる黒猫天使。

            「返事は、聞かせてくれないのかな」

            　少し困ったように眉を下げてそう言ってみせると、ノアは慌てたように目を泳がせてから言った。

            「初めからオレはアンタのもんだし……っ」

            　プイッと真っ赤な顔を背けたノアが可愛くて、セラフィムはもう一度ふわりと抱きしめた。

            「わ、わあ……ッ」

            「君は、私が好きかい？」

            「…………そ、そ、それはっ」

            　顔を真っ赤にして涙目でオタオタするノアが愛しくて仕方がない。

            「セラフィムはなんでもお見通しなんだろぉ～！」

            　腕の中でジタバタし始めたノアの頬にちゅっと口づけを落とす。

            「ノア。君の口から聞きたいんだよ」

            「……にゃあああ――っ！」

            　真っ赤になってワタワタするノアの顔を胸に抱き寄せ、黒い頭の上に顎を乗せる。

            （セラフィム、大好き。すっげー好きっ。キレイでカッコ良くていい匂いして優しくて強くて美味しいものくれる！）

            　心を読むと流れ込んでくる赤裸々な感情。

            （髪キレイ。さわりてー。あと、きもちよかった。なんかさっきのっ）

            「……ほう」

            「え？　な……なに？」

            　訝しげに見上げてくるノアの頭にまだ獣耳が見える気がする。

            　セラフィムは、ふむ、と考える。

            　これを口に出して是非言わせてみたい。

            「ノア。聞かせて？」

            「ひぇっ。み、耳元でしゃべんなよっ」

            （声ェェ。声やばい！　腰砕けるっ）

            「…………」

            　面白い。

            　そんな風に想ってくれていたとは嬉しい限りだ。

            　だが、これをどうにかして口に出して言わせたい。

            　行為の最中ならどうだろう？

            　イけなくして限界まで責め立ててからならば？

            　そうやって追いつめて、何度も何度も言わせよう。

            『あ、も、らめぇ……ッ！　ゆるしてェっ、せらふぃむ……スキっ、スキぃ……、アッアッ、もっとおぉッ、きもちイィよぉ～ッ！』

            　想像しただけで黒い笑みが浮かんでしまう。

            　そうと決まると愉しみができて、セラフィムは今はただよしよしと頭を撫でるだけに留めた。

            「わかった。ゆっくりでいいよ」

            　セラフィムは、そっとノアの左手を取る。

            　空中で待機させていた己の『天使の輪オレオール』に視線を遣る。

            　くるくると煌めきながら舞い降りてきた金色のそれを小さな小さな指輪に変えて、ノアの黒い瞳の前で翳してみせた。

            「コレは護身符おまもりだよ。ずっと身につけていなさい」

            　ノアの左手の薬指にスッとはめてやると、ノアは仰天して目を丸くして声をあげた。

            「ハア!?　ええ!?　セラフィムの『天使の輪オレオール』なのに、こんなんしていいの!?」

            「構わない。もう二度と君を見失わないように」

            『天使の輪オレオール』は己の身体の一部だ。

            　これでノアが何処にいようと見つけられる。

            　二度とあんな肝の冷える思いはしたくない。

            　それにもしもノアの身に何かあろうと、加護することができる。

            　ノアを失うことだけはあってはならないのだ。

            「許可証の代わりにもなるだろう？」

            「え～、やだよ。なくしたらどうすんの。困るよ、こんな大事なもん。それにさあ、こんなんつけてたらケルビラにもっと目ェつけられるじゃん！」

            　最高上位天使の『天使の輪オレオール』を贈られたというのに、ノアはあろうことか迷惑顔でそれを指から抜こうとした。

            「あれ？　んーっ、なんで、コレ抜けねー！」

            　セラフィムはじわじわと意地の悪い気持ちになりその眼を細める。

            「つけていなさい、と言ったんだよ。ノア」

            「……ッ!?」

            　ぴゃっ！　と驚いたようにノアがセラフィムを見た。

            　消えてしまった獣耳が未だ見えるようだ。

            　間違いなくぺたんと垂れている、今。

            　ノアは怯えたようにぷるぷるしながらセラフィムを見上げた。

            「いい子にしていないと皆の前でうんと可愛がるよ」

            「み、みんなの前で……!?」

            　低く囁いてやるとノアは目を剥いて繰り返すなり震え上がり、ぷるぷると首を横に振った。

            「ノア……。もう一度シしようか？」

            「え、なにを……？」

            　おそるおそる上目遣いで聞いてくるノアに嗜虐心が込み上げてくる。

            「セクスだよ」

            「……!!　いい。も、もぉいい……！」

            「……何故？」

            「あ、あんな恥ずかしいこと、……ゃ、もお、はなせっ！」

            　じわりと涙ぐむ真っ赤な顔。

            　突き放すようにして身体を離そうとするがどうやら腰が立たないらしい。

            　癒やすのをあえて傷だけに留めたのが良かった。

            　よたよたと緩慢な動きがなんとも可愛らしい。

            　そして、なんだか腰の辺りをしきりに気にしているのが気になり、セラフィムはもう一度心を読んでみた。

            （なっ、なんか出てる。なんかお尻からトロトロ出てくるっ！　も、もおおお、ナニコレぇーー！）

            　盛大に動揺している様子が流れ込んでくる。

            　なるほど、とセラフィムは口角を上げた。

            「さっきたくさん君の中で出したからね」

            「ハア!?　な、なにを……？」

            　黒い瞳が涙目で狼狽える。

            「知りたいかい？」

            「……いいっ。知りたくないっ。も、帰るっ！」

            　なんて可愛い子猫ちゃんなんだろう。

            　全力で可愛がり倒したい。

            　込み上げてくる衝動をセラフィムは押さえ切れない。

            「じゃあ、こうしようか。君が私との約束をきちんと覚えていたら今から抱き上げて一緒にシャワールームだ。私がナカまで綺麗に洗ってあげよう」

            「……えっ」

            「しかし、覚えていなかったら、もう一度お勉強タイムだよ。お仕置き、とも言うかもしれない」

            「ど、どっちもやだ……！」

            　サアァーと青ざめるノアを見ながら、セラフィムはノアの腰を抱き寄せニコリと笑った。

            「私としかしてはならないことを二点教えたけれど、覚えているかな？」

            「……んん？」

            　ノアはきょとんとして顔を上げた。

            「すごく大事なことだよ。さあ、その二つは何かな？」

            「え……？　いつ？　なにそれ、聞いてねーし。待って、やだ」

            　全裸のノアは腕の中からついによたよたと抜け出すとシーツを手繰り寄せてベッドの上をお尻だけでじりじりと後退する。

            　そんなことをするとまたトプトプと白いモノが出てきてシーツを汚してしまい、ノアは顔面蒼白になった。

            「そんなんしらねーし！　わあッ、また出てきたッ」

            「……君は、もう少しお勉強が必要だね」

            　セラフィムは、可愛くて仕方ない小さな獲物をベッドの端に追いつめてから捕らえると、ずるずると引きずり下ろして再び押し倒した。

            「わ、ああっ。やだっ。もお、しねー！　だいたいそ、そんなデケェもんはいんねーし、うえええん、はーなーせぇーーっ」

            　真っ赤な顔で可愛い子猫がにゃあにゃあ言うのをセラフィムは万感の思いで見下ろした。

            　

            　天界がこの世界を導き、正し、加護する正しい姿に戻すのが、最高上位天使プリュ・オー・アンジュである己の使命。

            『天空の鍵クレ・ル・シエル』を取り戻す。

            　何万年も続いたこの聖戦に、己の代で終止符を打つ。

            　セラフィムは、そう決意し今回の代替わりを見送った。

            （……そう思っていたのに）

            　天界を統べるセラフィム・ル・ヴェリエは内心深々とため息をついた。

            　何ということだろう。

            　正直、全くそんな気分にはなれない。

            　そもそも大事な宝物をどうして危険な戦場になど出せようか。

            「ノア……」

            　怖れるモノなどなかった神にも等しい己が、一年前に怖れた唯一の存在をじっと見る。

            　そして、今はこの存在を失うことを怖れている。

            「うわーーんっ！　やだっ。しないッ。あんな恥ずかしくておっかないこと、もおしねーったらぁ！」

            　真っ赤な顔でジタバタするノアが可愛くて仕方ない。

            「おや。もう音を上げるのかい？　『強化訓練』をしてメタモルフォーズを習得するんじゃなかったのかな？」

            「……あッ」

            　そうだった！　と目を丸くしたノアを見てセラフィムは破顔した。

            「君の『強化訓練』は、これからは私だけが担当してあげるよ。他の誰にも任せられないからね」

            　代替わりを見送ったのは正解だった。

            　こんなにも己の感情を揺さぶる希有な存在は、まさに千年にひとりの逸材だろう。

            「君と……、すれ違いにならなくて良かった」

            「……ん？　すれ違い？」

            「ああ、代替わりをしていたら、君に巡り逢えないまま終わるところだった。君が……私の『唯一の星エトワール』だ」

            　千年の寿命を持つ貴族が、その気の遠くなるような時間の中を迷わずに進めるように、自分だけのたった唯一ひとつの星を探している。

            　ノアだけに『聖なる炎フランム・サクレ』が効かないのもそのはずだ。

            　己の半身をどうして滅することができようか。

            「えとわーる……？」

            　私としたことが、随分と遠回りをしたものだ。

            　いや、それもまた一興。

            　この長い天命の中で、たまにはこんな時間を持つのもいいだろう。

            「これから、じっくりと教えてあげるよ。……何もかもね」

            　セラフィムは目を丸くして見上げるノアの頬を撫でるとそう言って笑った。

            　オファニエロに王宮のひと払いの延期を通達しなくては。

            　それから、ノアが食べ損ねたプティフールの手配を。

            　あの何もかもお見通しの側近は、また苦く笑うのだろうね。


            　

        
    

    
        ◇恋天使こいびと編

        　

        
            エピソード11『監禁されるくらいなら』

            　

            　

            　ノアは、ぱかっとその黒い瞳を開いた。

            　セラフィムが身支度を整えている後ろ姿を視界の端に映して、慌ててガバッと起き上がる。

            「やあ、起こしてしまったかな」

            　窓から差し込む朝の光を浴びながら振り向いたセラフィムは目映いほどに美しい。

            　肩から滑り落ちた艶やかな藤色グリシーヌの髪が光に透けてキラキラと輝く。

            　思わず目を奪われながらノアは口を開いた。

            「どこ……い？」

            　声がガラガラで驚いた。

            　思わず喉を押さえて目を丸くしてしまう。

            　セラフィムはふっと満足そうに笑み、そんなノアのいるベッドに歩み寄り大きな手で頬を撫でた。

            「大丈夫かい？　七日間、随分と無理をさせたからね。その姿を保つのもやっとだろう」

            　そう言ってノアと視線を合わせた青紫色タンザナイトが艶やかに彩づくのを見て、ノアはいろいろ思い出してカアアアアアと首まで熱くなった。

            （七日間……!?　そ、そんなに経ったのか！）

            　躾だかお仕置きだかよく知らないが、あれからとにかく酷い目にあった。

            　とてもじゃないけれど、他天使ひとに言えないような恥ずかしいことばかりされたし、言わされた。

            　飲んで食べて一緒に風呂に入って隅々まで洗われて、それ以外はずっと気を失っているかシていた。

            （こ、これが『強化訓練セクス』……！）

            　メタモルフォーズを習得する『強化訓練』がこんなにも過酷だとは思いもよらなかった。

            　そして、『ベーゼ』と『セクス』はセラフィムとしかしてはいけないらしい。

            　それは何があっても絶対らしい。

            　それを理解させられるまでにそれはもう酷い目にあったので、ノアは絶対にその鉄の掟を守ろうと心に固く誓った。

            　だが、七日間の過酷な訓練に耐えた成果か、ノアはついにメタモルフォーズを習得したように思う。

            　まだ変化した己の姿を見ていないのでハッキリとは分からないけれど、何度もイかされて意識が飛んだ時に、身体が小さくなり自分の手足が獣化しているのをうっすらと見たのだ。

            　あとはコツさえ掴めれば自在に変化ができるはずだ。

            （やった！　やっと、任務をもらえるッ）

            「寝ている間に身を清めておいたよ。まだ朝は早い。君は寝ていなさい」

            　セラフィムはそう言いながらグラスの水を煽った。

            （あ、オレも水欲しい……）

            　ほけっと見上げるノアの顎をセラフィムの人差し指の節が掬う。

            （なに……？）

            「んぅ……ッ？」

            　絡んだ視線に導かれるように重なった唇に驚いたら、咥内に冷たい水が送り込まれてきた。

            「んん……っ」

            　思わずこくんとそれを嚥下し、セラフィムと目が合ってカアッと頬が熱くなる。

            「じ、自分で飲めるのに……っ」

            「ふふ……、可愛い」

            　セラフィムはそう言って頬を緩めるとノアの水滴で濡れた唇をちゅっと口づけで拭った。

            （ひぇっ）

            　そしてキレイな指先でノアの髪を梳くとアタマを優しく撫でてくれる。

            「ん……っ」

            　気持ちよくてうっとりしてしまう。

            　確かに、全裸の身体は風呂上がりのサッパリ感。

            　シーツもサラッとした肌触りでいい匂いがする。

            　あんなにお互いの出したドロドロですごいことになっていたのに。

            「ノア、とても可愛かったよ。戻ったら光力チカラを分けてあげようね」

            　優しく微笑んでちゅっと額に口づけられてぽうっとしてしまう。

            （好き……）

            　ずっとずっと身体を繋げていたので、なんだか温もりが離れるのが寂しく感じられて。

            　思わずセラフィムの白い長衣の裾をぎゅっと握ってしまう。

            「……オレもいく」

            「……特殊任務の報告を受けてくるだけだよ。すぐに戻る」

            　セラフィムは驚いたようにノアを見てから、愛しげに瞳を細めてそう言った。

            （……任務！）

            　ノアはその単語を聞くなりピョンと背を伸ばし目を輝かせた。

            「オレも！　オレにも任務くれよ。もうメタモルフォーズできるようになったからいいだろ？　人間界とか行きたい！」

            　声を弾ませてそう言ってセラフィムを見上げた。

            　セラフィムは一瞬頬を強ばらせ瞠目し、スッと静かに目を細めた。

            「――――駄目だよ、ノア」

            「……え？」

            　一瞬何を言われたか分からなかった。

            　否定の言葉が返ってくるなんて思いもよらなかったのだ。

            （ダメ？　……今、ダメだって言ったのか？）

            　セラフィムの硬い声音にノアは目を丸くしてしまう。

            　セラフィムのゆっくりと伸びた指先が再びノアの顎先に絡む。

            　顎を掬われ否応なしに絡んだ視線。

            「君はずっと此処にいるんだ。……私以外をその瞳に映すことは赦さない」

            　覗き込まれて告げられた言葉にノアは目を見開いた。

            （…………は？）

            　婉然と笑んだそのゾッとするような美しい顔をノアは呆然と見上げたまま固まった。

            　ツッと喉元を撫でるように下りてきた指先が首筋にするりと触れた。

            「首輪をつけようか。鎖もいいね。君には何色が似合うだろうか」

            　どこかうっとりとした瞳でそう囁かれて、ノアは言葉もなくゴクリと生唾を呑み込んだ。

            （じょ、冗談だよな……？）

            　笑ってそう返そうとしたけれど、セラフィムの目は全然笑っていない。

            （く、黒い！　なんだこの黒い笑みは!?）

            「戻ったら一緒に朝食にしよう」

            　いい子にしていなさい、そう言ってアタマをひと撫でしてから、美しき絶対君主サマは白い手袋をキュッと着けると悠然と豪奢な扉の向こうに消えていった。

            「……？　……？　……？」

            　ノアは思わずベッドからドデンと転がり落ちて、呆然と両膝をつき両手をついて床を見つめた。

            「は？　ナニ今の」

            （う、そだろ……？）

            （首輪？　鎖？　ここから出さない？）

            　そう言ったのだろうか？

            　冗談ではなかった。

            　ノアは二百年間薄暗い地下牢に閉じ込められていた。

            　首輪こそなかったものの、四肢を拘束する鉛色の鉄枷にはジャラジャラと耳障りな音を立てる鎖が伸びていた。

            　ノアは生まれてきたことを後悔したし、千年の寿命が尽きるその日を心待ちに二百年の孤独を過ごした。

            　あの地獄のような場所から救い出してくれたセラフィムが。

            『駄目だよ。君はずっと此処にいるんだ。……私以外をその瞳に映すことは赦さない』

            　ここに、この場所に閉じ込めると言ったのだろうか。

            　誰にも会わさない、そう言ったのだろうか。

            『首輪をつけようか。鎖もいいね。君には何色が似合うだろうか』

            「それを、……アンタがオレに言うのか」

            　裏切られた気がした。

            　心の中の一番柔らかい部分に迎え入れた特別な存在ひとに、ザックリと内側からナイフで切りつけられたような気がした。

            　床についた手の横にポタ……ッと水滴が落ちた。

            　左手の薬指に金の指輪がはまっている。

            　その横に、またポタポタと水滴が次々と落ちていく。

            「せらふぃむなんか……、だいっ」

            『だいっきらい』そう続けようとしたけれど、言葉が出なかった。

            　だって、それはチガウから。

            　本当は『だいすき』なのに、ココロが苦しい。

            　胸が痛くて苦しくて、ぼろぼろと涙が止まらない。

            　ここにはいられない。

            　だって、今は逢いたくない。

            （あんなに、逢いたかったのに。今は、顔、見たくない）

            　ノアはずびずびと鼻を鳴らしながら自分の衣装を着る。

            　脱ぎ散らかしていたはずのそれはキレイに畳まれてチェストの上に置かれてあったのですぐに見つけられた。

            　セラフィムがノアの服を畳むところを想像すると不思議な感じがした。

            　でも、この七日間セラフィムに抱き潰されては介抱されるを繰り返していたことを思い起こすと、セラフィムはノアのお世話を随分とかいがいしく焼いていた。

            『ノア。私のノア。可愛いね。ほら、口を開けて』

            　あの時食いっぱぐれたプティフールも準備してくれて、あーんして食べさせてくれたし、抱き上げてお風呂で身体を隅々まで洗ってくれた。

            　もちろん、恥ずかしくて、自分でできるって抵抗したけれどセラフィムは『私の愉しみを奪わないでおくれ』と言って聞かなかった。

            　シーツだって何度もキレイになっているのを見たし、その時に誰がやってくれてんの？　と聞くと『この部屋に君と私以外に誰がいるんだい？』と笑われた。

            　でも、それもこれも、対等ではなかっただけだと今更ながら思い知ってしまう。

            （ペット……？）

            　そうだ。ノアは所詮セラフィムにとっては毛色の変わったペットで。

            　暇つぶしにちょうど良かっただけだ。

            　ノアの気持ちなんか関係ない。

            　対等に愛されているわけじゃなかった。

            　ガブリエールの『当然だけど住む世界が違うお方だよ』と言った台詞が思い出された。

            「勘違い……するとこだった」

            　そう呟いた掠れた声がよけいに悲しくなって、ノアは小さく嗤った。

            　だって、たくさん優しくされたから。

            『愛しているよ。私のノア』

            『君は私の唯一の星エトワールだ。もう離さない』

            　聞き慣れない言葉を、ノアは取り違えてしまったのだ。

            　ノアは左手の薬指で煌めくセラフィムの天使の輪っかを窓から差し込む朝日に翳して目を細めた。

            『ずっとつけていなさい。君が何処にいても分かる』

            　まるで、首輪であり鎖のように感じられる窮屈なそれ。

            （こんなのつけたままじゃ、見つかっちまう）

            「……くッ」

            　おそらくなんらかの術が掛けてあり、どうやっても抜けないそれ。

            　それでも力任せに思いっきり引き抜いたら、肉が削げて血しぶきが舞った。

            「ッ痛てぇ……！」

            　ノアは激痛に顔をしかめてうなる。

            　でも、胸の痛みの方がずっと深刻だった。

            　金の指輪の形をしたセラフィムの『天使の輪オレオール』を、ガラステーブルの上に落とすとカランと硬質な音が響いた。

            「じゃあな、セラフィム……」

            　ノアは朝日が差し込む窓を両開きに開けると身を乗り出す。

            　そして、窓枠に足をかけ思いっきり蹴ると勢い良く身を躍らせた。


            　

        
        
            エピソード12『黒猫だったのか』

            　

            　

            　バサリ……ッと漆黒の両翼を広げてノアは青空へと羽ばたいた。

            　夢中で両翼を動かすと、黒い翼はノアの身体をどこまでも遠くへと運んでくれた。

            　ギュンと下降し厚い雲を突っ切ると、広々とした景色が視界いっぱいに広がった。

            　こんなに飛翔したのは生まれて初めてだ。

            　そして、天界をこんな風に探索するのも生まれて初めてだ。

            　眼下に見える山も大地も街並みも、美しいところだと思った。

            　光に満ちた広い青空はどこまでも自由で、誰もノアを縛るモノはいない。

            （でも、独りだ……）

            　ノアはきゅっと唇を噛みしめる。

            　この一年、本当に賑やかで。

            　五大天使サンク・アルカンジュたちがノアを構い倒してくれたので、ノアは寂しいと感じる暇もなかった。

            『セラフィムの役に立ちたい』

            　それを目標に頑張る日々は本当に愉しくて。

            　知らなかったことを知り、できなかったことができるようになる喜びはかけがえのないモノだった。

            　笑い合える仲間がいて、みんなで食べるご飯が美味しいことを知った。

            　好きなひとのために頑張るのは嬉しくて、愉しくて、胸んとこがポカポカした。

            　こーゆーのは全部、アンタがくれたもんだ。

            （オレにとって、アンタはトクベツなんだ）

            　でも、逃げてきてしまった……。

            　セラフィムの部屋を血で汚してしまった。

            　どうしよう。

            　きっと、嫌われた。

            　がっかり、されてしまったに違いない。

            　指を噛んだ時、あんなに怒っていたのに。

            　いい子で待っていなさいと言われたのに、言いつけを破って飛び出してきてしまった。

            　セラフィムはノアを二度は赦さないだろう。

            （もう、帰る場所はどこにもないんだ……）

            　そう思うと胸にポッカリと孔が空いた気がした。

            　ひどく寒い……。

            　しばらく翔ぶと大きな樹木と湖が見えた。

            　水面に七色の虹が映り込んでいるのに、キョロキョロと見回したけれどその虹は見当たらない。

            　幻想的で美しいそれにノアは目を奪われた。

            　大きな湖は目をこらして見ても底は見えず渦巻くようなそれは、まるでどこかに繋がっているかのようだ。

            　いや、本当に繋がっているのかもしれない。

            （もしかして、コレが異界へ渡る【通路リュエル】ってヤツかも！）

            『人間界に行く時は虹の【通路リュエル】を渡るんだよ』とミカエラが言っていた。

            『ノアの初任務は僕がしっかりサポートするから心配しないでねッ！』

            　張り切って胸を叩いた小柄な彼を思い出して少し泣きそうになった。

            　ノアはゆっくりと旋回してひと影がないのを確認するとそこに降りることにした。

            　とりあえず休憩してからこれからのことを決めよう。

            　ノアはふわりと地に降り立つと目映い二つの太陽を見上げた。

            　人間界もいいけれど魔界にも行ってみたい気がする。

            　自分がどれだけ強いのか魔族相手に思いっきり戦やり合ってみたい。

            　それに、魔界には太陽はなく空は白か黒で昼夜問わず二つの月が並んで浮かぶんだとか。

            　天界にはない『月』とやらを一度でいいから見てみたい。

            　そんなことを考えながら樹木の根に腰を下ろし、大きな幹に背を預けると不意に脱力感に襲われた。

            　ズキズキと痛む左手を見ると出血が酷い。

            　ボタボタと指先を伝って鮮血が滴り青々と茂った草木を濡らした。

            　ノアは癒やしの術コンソラトゥールなど使えない。

            　止血の方法も知らない。

            　そう。思えばノアは知らないことばかりだ。

            　上級貴族は、生誕してから成体になるまでの三日間が重要だと聞く。

            　その期間に側にいる親からあらゆる知識を自動的に継承し、成熟するのだそうだ。

            　それに、天使学校の百年間も大きいかもしれない。

            　ノアは無知だ。

            　己が無知であることすらも知らなかった救いようのない野生児だ。

            　こんなノアをどうしてセラフィムが対等に愛するだろう。

            　ペットだと暗に言われて傷つくことすら図々しい。

            「ハハハ……」

            　ノアは涙の涸れた目を腕で覆って天を仰いだ。

            　緑の丸い葉が茂る樹の枝を下から仰ぎ見たら、隙間から青空が見えた。

            （スゲエ、キレイだ）

            　天界にはいろんなキレイな色があふれている。

            　でも、ノアはもっとキレイな彩りを知っている。

            （あの尊い藤色グリシーヌには、やっぱ勝てねーな……）

            　いつだって、どうやったって、ノアの中の一番はセラフィムなのだ。

            　何をしても何を見ても、セラフィムのことばかり考えてしまう。

            「ん……、ふあ～っ」

            　ノアは大きなあくびをひとつした。

            　血を流し過ぎたせいか、それともたくさん翔んだせいか、なんだか急に眠くなってきた。

            「あ、れ……？」

            　ふうううう…………ッと唐突に。

            　本当に唐突に、見えている世界が巨大化した。

            （は、はああああ――――ッ!?）

            　もたれかかっていたはずの樹の幹が十倍くらいに育っている。

            　木々の向こうに見上げた空がすごおく遠い。

            　ノアの視界を覆うのはジャングルのように茂る草むら。

            （えっ、ナニコレ！）

            　思わず叫んだら「にゃあ！」と響く声。

            （いや、まてまてまて）

            　ま、さ、か…………！

            　バッと己のカラダを隅々までチェックする。

            　黒い毛むくじゃらの手足。

            　振り返ると宙に伸びてゆらゆらと揺れている黒くて長い毛足の短いシッポ。

            （ううッ！　ほっぺにヒゲがあるッ！　あっ、アタマにまたケモミミがああああッ！）

            　ノアは自分の顔やアタマを両手でぺたぺたと触りガクゼンとした。

            （にく、きゅう……）

            　てのひらを眺めて遠い目をしてしまう。

            　ぷにぷにしたピンクの肉球に血がついている。

            （くろ、ひょう……じゃあなさそうだ）

            　ちいさい。これはかなり小さいぞ……。

            　冷静に考えて、コレは世界が突如巨大化したわけではなく、ノアがメタモルフォーズしたと考えるべきだろう。

            　そういえばセラフィムが、その姿を保つのもやっとだろうと言っていた。

            　帰ったら光力チカラを分けてくれるとも。

            　そんな状態でいろいろ無茶したからエネルギー切れってところか。

            （ど、どうしよう。コレ寝たら治るんかな）

            　ひょこひょこと四足歩行で樹の周りを歩いてみる。

            （左手、いや、左の前足がイテーゾ。まいったな）

            　ノアは座り込んで痛む前足をペロペロと舐めていたら少し痛みが和らいできた。

            　いつの間にか出血も止まっている。

            　そういえば、全身の疲労感も和らいでいる気がする。

            （おおッ。これがエコモードってヤツか）

            　そうこうしていたら、大勢の天使の気配がした。

            　顔を上げると、たくさんの天使たちが白い翼を羽ばたかせて湖から翔び立っていくのが見えた。

            （うわあ……！　やっぱりココが【通路リュエル】だったんだな）

            　ノアはワクワクドキドキして瞳を輝かせる。

            　確か行きたい世界を念じて飛び込んだらいいはずだ。

            　早く元の姿に戻って大冒険と洒落込みたい！

            　どうやったら天使型ひとがたに戻れるのだろうか。

            （どこかでひと寝入りしてみるか？）

            　うぬぬ、と思案していると不意に聞いたことのある声が近づいてきた。

            「んじゃ、お前も解散。レポートちゃんと出しとけよ」

            「はい。ラファイロ様。人間界の引率お疲れ様でした」

            「おう。お前もリーダーお疲れ。しっかり卒業試験がんばれよ」

            （あ、ラファイロだ）

            　ノアは大きな歩幅でこちらに歩いてくるキラキライケメン天使を見て目を丸くした。

            　そういやアイツ、天使学校の卒業試験で生徒たちを人間界に連れて行く係に任命されて『なんでこの俺が』とかなんとか愚痴っていたな。

            　確か、ガブリエールと分担していたはずだ。

            　彼は彼で『ミカと一緒じゃないと働きたくない』とずっとごねていたから覚えている。

            「あの……、待って下さいラファイロ様。失恋したって本当ですか？」

            「ああ？　誰がんなこと言ってんだ」

            「ガブリエール様から聞きました」

            「アイツ……ッ」

            「本命がいたなんて意外でした。誰にも本気にならないんじゃなかったんですか？」

            「あ～、まあな。……んだよ。お前が慰めてくれんの？」

            「いいですよ。僕でよかったら」

            「へええ、優しーんだな」

            　樹の幹に背を預けた小柄な天使のアタマの上に手をついて、ラファイロが紺碧アズゥーの瞳を細めて身を屈めると白金色プラティヌブロンドがサラッと揺れた。

            （おおおおおおおお、コレが噂のチャラッとしたオトコか）

            　そういえば、ラファイロは誰とでもベーゼすると胸を張って宣言していた。

            （失恋したのか。知らなかったな。元気出せよラファイロ！）

            　そんなことを思いながら見上げていると、今まさに唇が重なる寸前というところでバチッと目が合ってしまった。

            「え……ッ」

            　ラファイロが、目を丸くしてノアを見た。

            「ん、どうしたんですか。あ……、黒猫！」

            （ク・ロ・ネ・コ……！）

            　ノアは目を皿のように丸くしてその言葉を反芻した。

            （ク・ロ・ネ・コ……！）

            　そ、そうだったのか……。

            　そうかなと思ってはいたけど、やはりそうだったのか。

            　ノアは『黒豹』への夢が打ち砕かれガックリと項垂れた。

            （オレのメタモルフォーズは『黒豹』じゃ……なかったアァァァ！）

            「ノ、ア……？」

            　膝をついて覗き込まれて、ノアはハッと顔を上げた。

            「……なわけねえよな。アイツがこんなとこにいるはずがねえ」

            　ラファイロがボソッと呟きながら、マジマジとやけに整った顔を近づけてノアを見た。

            「人間界から動物の持ち込みは禁じられているのに。一体誰でしょう。しかも黒猫なんて。すみません、僕の監督不行き届きです」

            「うん？」

            「生徒の誰かが持ち込もうとして逃げられたんだと思います。天界に黒猫なんて不吉な生き物生息していないですし」

            （黒猫は、不吉なのか……）

            「そうだっけか」

            「そうですよ！　黒色ノワールは天界にはない色彩です。魔界の色じゃないですか」

            　何言ってるんですか、と小柄な天使は笑った。

            （……そう、だよな）

            　最近そういう扱いをあまり受けないので忘れがちだが、ノアの外見は特殊だった。

            『悪魔デモン』だと忌み嫌われたあの二百年間を思い出し、ノアは胸が苦しくなった。

            「……お前、前足どうした。ずっと上げてんな。怪我してんのか？」

            　ラファイロはじいっとノアを見て、そんなことを言いながら手を伸ばしてきた。

            「ラファイロ様、だめですよ！　穢れます！　証拠品として捕獲するなら今網を」

            　小柄な天使が慌ててそんなことを言ったので、ノアはピョンッと後ろに跳んで距離を取った。

            　左前足を地面につけると酷く痛んで思わずひょこっと浮かせてしまう。

            　網で捕獲されるとか冗談ではない。

            　また、檻の中の生活はまっぴらごめんだ。

            （オレは、自由に生きるんだ……ッ！）

            　ここはマズイ。とりあえず【通路リュエル】に飛び込んで、あとはそれから考えよう。

            （あばよ、ラファイロ。元気でな！）

            　ノアはキリッとしてラファイロを見ると、颯爽と背を向けて黒いシッポを揺らして歩き出す。

            （オマエらのこと、けっこう好きだったぜ！）

            　ノアはそのまま猛ダッシュを決めようとしたら、ふと全身が影に包まれた。

            　ぎょっとするなりヒョイッと脇の下を持って持ち上げられてしまう。

            （ぬおっ、オマエ、このッ！　ナニしやがんだ、離しやがれ！）

            「うにゃああああ――――ッ！」

            「おい、コラ。暴れんな。引っ掻くんじゃねえッ」

            　ジタバタと暴れたけれど黒猫の姿のノアはラファイロの眼前で両脇の下を持たれて無様にぶらんぶらんと揺れるだけだ。

            「きゃあ！　何やってるんですかラファイロ様ッ」

            「コイツは俺がちゃんとしとくから。お前はもう帰っていいぞ」

            　ラファイロは有無を言わさぬ笑顔で小柄な天使に向かってそう言うと、ノアを肩に担いでバサアッと白い翼を広げ青空に舞い上がった。

            「暴れんな、落ちるぞ」

            　ガシッと大きな掌で背を包まれて肩に押しつけられる。

            （おま、ナニ、ナニやってんだ～～ッ！）

            　ノアはラファイロの肩越しに遠ざかる大地に恐怖し、思わず爪を立て全力でしがみついた。

            「よしよし。イテエよな。もちっと我慢しろよ。俺は癒やしの術コンソラトゥールとか細けえのは苦手だけどうちの一番サンがそういうの得意だからよ」

            　不意にかけられた声音がとんでもなく優しくて。

            「心配すんな。俺のダチも黒色ノワールだ。うちには黒猫推ししかいねえよ」

            　ハハハと明るく笑いながら背を撫でられて、ノアは不覚にも泣き出しそうになってしまったのだった。


            　

        
        
            エピソード13『愉快なガブミカ劇場』

            　

            　

            【ラファイロサマ、ノア、オカエリ♪　オカエリ♪】

            　ポイ――ン、ポイ――ンとエルが跳ねながら出迎えてくれるなりウリエスが飛び出てきた。

            「ノア！　帰ったのか！」

            「いや待て待て。なんで主あるじ不在の第三室にお前がいるんだ、ウリエス！」

            「ミカエラが任務の報告の時にノアの近況を聞き出してくるだろうと思い外で待っていたらエルが入れてくれた」

            「うん。ツッコミどころが多過ぎて間に合わねえ」

            「それより、ノアはどこだ。解放されたのか。おい、まさか、ソレは……！」

            【ノア、オカエリ♪　ノア、オカエリ♪】

            　ポイ――ン、ポイ――ンとエルが小さな白い翼をパタパタさせてラファイロの周りを跳ねる。

            「勘違いするな。コイツはノアじゃねえよ」

            　ラファイロはソファーにドサリと掛けるとそっと肩の上にしがみつく黒猫の背から手を離した。

            　ラファイロの大きな手で体の三分の二が覆われていたノアは、やっと自由になって顔を上げた。

            　そこで、赤紫色マゼンタの瞳で覗き込むウリエスとバッチリ目が合ってしまう。

            「ノアにゃん……ッ！」

            　キラキラした瞳でノアを見るウリエスに普段の無表情の面影はない。

            「いや、ただの黒猫だからな。ノアじゃねえぞ」

            「いや、どう見てもノアだが」

            「ポンコツか。人間界の引率帰りに【通路リュエル】の側で拾ったんだ。どうせ生徒が持ち込んだんだろ。でも怪我してっから」

            「ポンコツは貴様だ。これはセラフィム様から逃げてきたノアが力尽きてメタモルフォーズした姿に違いないだろう」

            「いや、お前。夢見てんじゃねえぞ。俺も一瞬そうかなって過ったけどよ、ありえねえだろ。だいたい気配で分からあ」

            「…………そうだな、メタモルフォーズしても光圧が消えるわけじゃない。コイツからはあの賑やかな気配は微塵も感じられない。ただの……黒猫か」

            　ウリエスはそう言ってガックリと項垂れてから、ノアのアタマをそっと撫でた。

            「……貴様、俺のところに来るか？」

            　優しく瞳を細めてそう言って覗き込まれて、ノアはビックリして固まる。

            「おい、待て待て待て」

            「怪我をしているのか。見せてみろ」

            「待て待て待てーい！」

            　ラファイロがガバッと身を起こしたので、ノアは驚いて思わずピョーンと逃げた。

            （おおっ！　さすが猫の跳躍力ッ）

            　ノアは気がつくと部屋の端にある大きなクローゼットの遙か上からふたりを見下ろしていた。

            「貴様が大声を出すから逃げられたじゃないか」

            「いや、お前が勝手に口説き始めるからだろ。アレは俺が拾ったんだから俺が飼うんだよ」

            「いや、癒やしの術コンソラトゥールも使えん貴様など相応しくない。俺が幸せにしてみせる」

            「アホか。お前になんぞに頼るか。最初はなっからミカエラに治してもらうつもりしてんだよコッチは」

            「人間界の動物を天界に持ち込んだらいけないんだぞ。貴様は禁を破る気か」

            「どの口が言うんだお前は～！」

            （な、なにを揉めているんだコイツらは。まさか飼う気か、この黒猫オレを……!?）

            　ノアがポカーンとしてそんなふたりを見下ろしていると、エルがポヨポヨと浮かんで近づいてきて、ポインポインとクローゼットの上で天井に当たりながら控えめに跳ねた。

            【ノア、アマイノ？　ソレトモミルクガイイ？】

            （エル、オマエ……ッ！）

            　浅いお皿に入ったミルクが出てきて、ノアは感激してしまう。

            【ノア、クエ。タントクエ】

            　ノアはちょうど腹ぺこだったので、死角なのをいいことにクローゼットの上でエルに朝食のお世話をしてもらうことにした。

            　テーブルクロスの上で豪華なサンドイッチやミートボールなどを美味しく頬張っていたら、さらに下の方は賑やかさを増している。

            「だいたいノアは本当は俺に気があるんだ。こうなってしまった以上せめてノアにゃんの飼い主は俺であるべきだろう」

            「どうしたウリエス。ついに脳が沸いたのか。よおし。その戯言の根拠を言ってみろ。特別に聞いてやる」

            「……ノアは俺がセラフィム様に報告に行くといつもすごい顔で睨む。あれは……嫉妬だな」

            「……あー、いやまあ、正解っちゃあ正解だけどな。お前幸せなヤツだよな」

            　ラファイロが残念そうな顔でウリエスを見た。

            （そんなに睨んでいただろうか。オレはどうも顔に出るらしい）

            「俺は索敵術シェルシェに特化しているからな。特殊任務が多い。そういった任務はセラフィム様に直接報告することになるから仕方ない。今も相次ぐ上級天使誘拐事件と魔界との繋がりを調査中だ」

            「はー？　なんだよそれ、面白そうじゃん。悪魔が天使を誘拐してんのか？　その悪魔に制裁加えて終わりだろーがよ。俺も混ぜろ！」

            　ラファイロが目をキラキラさせて身を乗り出した。

            （オレも！　オレもそーゆー派手なのがやりたいッ！）

            　ノアはシッポをパタパタさせて興奮してしまう。

            「馬鹿をいうな。五大悪魔サンク・デモンが関わっている可能性が出てきた。繊細な任務なのだ」

            「だったら尚更俺らの出番だろーが。俺とノアが揃えば無敵だぜ？　相手が五大悪魔サンク・デモンとか腕が鳴るぜ」

            （いいこと言うなラファイロ！　戦やろうぜ！　戦やろうぜ！　暴れたいッ）

            「脳筋コンビめ」

            「あん？　んだそれ？」

            「脳まで筋肉でできている戦闘にしか興味のないヤツのことをいう」

            「はあ？　舐めんな。俺は他にもいろいろ興味津々なお年頃だ」

            （そーだ！　そーだ！　戦闘だけじゃあねーし！）

            「そうだな、ノアは食い気。まだ可愛らしい。その点貴様は色事だ。毎晩のように取っ替え引っ替えと。穢らわしい」

            　ウリエスが無表情にそう言うと、ラファイロが上等じゃねえかと胸ぐらを掴んだ。

            「ノア相手に股間をイラつかせてるくせに澄ましてんじゃあねえぞコラ。とりあえず、アイツは俺が飼う」

            （なんて？）

            「駄目だ。貴様は穢れなきノアにゃんの教育によろしくない」

            　額をくっつけんばかりに睨み合うラファイロとウリエスのよく分からないやり取りに飽きたノアは、また食事を再開する。

            （……。うめーな、このサンドイッチ）

            　そうこうしていると扉が開く音がした。

            　ヒョイと下を覗くとちょうど頭数が増えたところだった。

            （あ、ミカエラとガブリエールだ）

            【ミカエラサマ、ガブリエールサマ、イラッシャイ♪　イラッシャイ♪】

            「エルちゃん、おはよう！」

            「やあ、エル」

            　エルがポイ――ン、ポイ――ンと下りていって二天使をお出迎えした。

            「ねえええッ。大変だよ！　セラフィム様ってばノアのこと監禁してるんだよ！」

            　ミカエラが大声で言った。

            「ハアアアア!?　なんだって？　詳しく！」

            　掴み合いになりかけていたラファイロとウリエスが、同時に声を張り上げた。

            　ノアは思わずんぐっとサンドイッチを喉に詰まらせそうになって目を白黒させてしまった。

            　

            「それでは『ガブミカ劇場』始まりです！」

            「では僭越ながら俺がセラフィム様役を……」

            　ミカエラとガブリエールが恭しくペコリと芝居がかったおじぎをすると、ててててっと距離を取り向かい合った。

            　ガブリエールは椅子に座って膝を組んでからするりと髪をまとめていたリボンをほどいた。

            　長いサラサラの橙金色ロルブロンドを指さして「コレ藤色グリシーヌと思ってね」とふふッと笑った。

            （な、なにが始まるんだろう？）

            　ノアは思わずクローゼットの上から顔だけをひょっこりと覗かせた。

            「……ということで、五大悪魔サンク・デモン入りしたアザゼル様の落とし種が『唯一の星エトワール』に巡り逢うのが一年後。計画は順調だとのことで、まだ天界にはお戻りにならないとのことです」

            　ミカエラが片膝をついて頭を垂れてそう報告すると、ガブリエール、いやセラフィム役のガブリエールが己の頬を人差し指で撫でながら言った。

            「ほう、興味深い報告だね。ミカエラ、ガブリエール、ご苦労だった。下がってくれて構わないよ」

            （うおッ。似てる～！　喋り方とか仕草とか、すげーな。完コピじゃん！）

            　たぶんコイツら、いつもこうやって遊んでるとみた！

            　なんて自由なヤツらだ。

            　たぶんアレだ。人間界で極秘任務中っていう第五大天使サンキエム・アルカンジュの話だな。

            （ん～？　アザゼルのオトシダネが五大悪魔サンク・デモン入り？　なんだソレ。さっぱり意味分かんね）

            　ノアは首を傾げてしまう。

            「恐れながらセラフィム様、お聞きしたいことがあります」

            「無礼だぞ、ミカエラ・ティロル！」

            「いや、構わない。何かなミカエラ」

            （うおッ！　ケルビラ似てるッ）

            　ガブリエールの一天使二役ひとりふたやくにラファイロとウリエスがおお～！　と拍手した。

            　ノアも思わず拍手したが肉球が合わさってもぷにぷにするだけだった。

            　ガブリエールが髪を指先でくるくるしながら得意げに笑んだ。

            「ノアは、元気ですか？　七日間も顔を見ておりません」

            　ミカエラがセラフィム役のガブリエールに向かって顔だけを上げてそう言い、真剣な表情かおで返事を待った。

            「勿論だ。君たちが案じる必要は何もないよ」

            　ニコリと笑って終わらされて、ミカエラは慌てて言葉を重ねる。

            「では、ノアはいつ僕たちと一緒に任務に就けますか……ッ？」

            　必死の水色ブルシエルの瞳をじっと見つめて、セラフィムなガブリエールはゆっくりと立ち上がると顎を上げミカエラを見下ろして言った。

            「ノアは任務には出さない」

            「そんな……ッ。なぜです!?　ノアはあんなに必死で訓練を重ねて……ッ」

            「ミカエラ。ノアはね、私の『唯一の星エトワール』だ」

            「……えッ。ノアがですか……!?」

            （えとわーる……？　ソレ、セラフィムが何度か言ってたヤツ。どういう意味なんだろう）

            　ノアは思わず身を乗り出してしまう。

            「そう。君も知っているはずだ。貴族の寿命は千年と長い。その気の遠くなるような時間ときを共に生きる魂の片割れを我々はずっと探している。その唯一無二の存在を……『唯一の星エトワール』と呼ぶ」

            （魂のかたわれ……）

            「巡り逢えば、必ずお互いに惹かれ合う」

            　ノアは不意にあのひとを思い出した。

            　地下牢で微睡んでいた時に、ずっと見ていた夢の中のあのひと。

            　眩しくて見えなかったあのひとの顔が、今セラフィムと重なった。

            （……あ、れ……？）

            　ノアのアタマを撫でる優しくて大きな手。

            　見上げれば目映い笑顔。

            （…………ッ）

            「出逢った瞬間に魂が惹かれ合う。唯一の存在だ」

            （出逢った瞬間に、分かる……？）

            　ノアはセラフィムに出逢ったあの息を呑むような瞬間を思い出した。

            　星空に浮かぶあの鮮烈な美しい姿が、今も脳裏に焼きついて離れない。

            　そして、あの日にもあのひととセラフィムを重ねたことを思い出す。

            「ノ、ノアがセラフィム様の『唯一の星エトワール』だっていうんですか……!?」

            「そうだ。私はノアを愛している」

            　ミカエラが驚いたように声をあげると、セラフィムなガブリエールは悠然と笑って答えた。

            （『あいしてる』って、どういう意味……？）

            　ノアはぐっと眉根を寄せる。

            　だって普段聞き慣れない。

            　それは、ノアの『だいすき』とどう違うのだろう。

            「そんな馬鹿な」とケルビラが天を仰いで「おお……神よッ！」と十字を切るなり崩れ伏し「ケルビラ」とオファニエロが駆け寄って介抱した。

            （ぶっは！　まさかの一天使三役ひとりさんやくだった……！）

            （うッ。どうしよう。ケルビラ役が気になってアタマが回らない！）

            「ノアは常に私の側に置く。大事なノアを危険な任務になど出せるわけがないだろう」

            「そんな……ッ！　ノアの戦闘力は我々五大天使サンク・アルカンジュの中でも抜きん出ています。来きたる聖戦では大きな戦力になるのは間違いないかと」

            「いいや、駄目だ。ノアとラファイロの戦闘訓練を視察したことがあるが、血だらけだったじゃないか」

            （うッ。見られてた！）

            「た、確かに、最初は後先考えず突っ込んでいくところはありましたが、最近は俊敏に避けることも覚えました。ノアは頭より身体で覚える体質なので」

            （そーだそーだ！　いいぞミカエラ！）

            「最近ではガブちゃ、いえ、ガブリエールの召喚術で喚び出した幻獣による実戦形式での訓練も進めています」

            「その報告は受けている。フェニックスとバジリスクを打破したとか……」

            「そうなんですよ！　黒い稲妻と爪状の斬撃での攻撃力は絶大で。動物的勘で素早く避けては攻撃して。どんな大きな敵だろうと怖れを知らない素晴らしい胆力！　むしろ、攻撃呪文を喰らってからが本番というか。ブチ切れたら瞬殺です。それに身軽なのに頑丈なんですよ。……ノアはホンットすごいんですッ！」

            （いやあ。そんなに褒められると照れるなあ～！）

            「……いいや、駄目だ。攻撃呪文が効くなんて危険過ぎる」

            「……？　攻撃呪文が効くのは当然では……？　ちょっと何を言っているか分かりません……」

            （オレもナニを言われているのかワカラン……）

            「僕がすぐに癒やしてますし、ノアの負傷はいつものことです。ケロリとしてますよ」

            「とんでもないな。私のノアを危険な戦場になど出せるはずがないだろう！」

            　ポカンとするミカエラにセラフィムなガブリエールはさらに続けた。

            「今後、戦闘訓練も禁ずる。……あの美しい黒い瞳には私以外映さない。ノアはもう誰の目にも触れさせない。悪い虫がついたら大変だからね。王宮アン・パレから一歩も出さない。ノアは私だけのモノだ」

            　セラフィムなガブリエールがそう言って黒い笑みを浮かべた。

            「そんな！　また……、ノアを閉じ込めるっていうんですか！　ノアはそれで幸せなんですか？　セラフィム様、ノアは泣いてないですか？」

            「幸せに決まっているだろう。この七日間私に身も心も愛されたノアはもう私なしではいられないほどに肉欲の虜だ。今朝も私が首輪を贈ろうかと甘く囁いただけで身体を熱くして瞳を潤ませていたよ」

            「……そんなッ」

            （それチガウ。全身血の気が引いてました）

            「……君たちの知っている無垢なノアはもうどこにもいないんだよ。そう第三トルワジエムと第四キャトリエムにも伝えておいてくれたまえ」

            　セラフィムなガブリエールは、顎を上げて両腕を広げるとハハハハハハ……！　と天を仰いで高笑いを初め、ミカエラが両手で顔を覆って「わあああああん！　ノア――――ッ！」と泣き真似をして愉快な『ガブミカ劇場』は幕を閉じた。

            「……ご静聴ありがとうございました！」

            　ミカエラとガブリエールはピョンと並んでバッと両サイドの腕を上げてから胸の前に持っていき深々とおじぎをした。

            （ビックリするほど芸達者だな、オマエら！）

            「…………いやいやいやいや、なんだよそのラストの高笑い！　だいぶ盛ってんだろお前ら」

            　ラファイロが爆笑しながら指をさす。

            「ケルビラ様は本当に倒れたのか？」

            　ウリエスが真剣な顔でそう聞いた。

            「えー、だいたいこんな感じだったよ。うん。倒れた！　まあ、最後はだいぶ脚色しちゃったけど。セラフィム様はそこまで黒くはなかったかなあ」

            「いや、まさにあんな感じだったよセラフィム様は。最後らへんでケルビラ様は泡吹いて気を失ったからね。オファニエロ様は普通に微笑んでたけど。最後の高笑い以外は一言一句違わず本当に言ってたからね。確かに伝えたよ、君たち」

            　ガブリエールがほどいていたリボンでいつものように髪を結びながら、ラファイロとウリエスに向かってそう言った。

            「……じゃあ、ノアはマジで調教、監禁されてんのか」

            　ふら……っとラファイロがソファーに倒れ込む。

            　そして、その長身をふかふかのソファーに埋め、ぐったりと目を閉じて額に腕を乗せた。

            「絶望した。あの、何も知らなかった無垢なノアはもういないのか……」

            　ウリエスがその場にしゃがみ込み両手で顔を覆った。

            「ラファイロ、ウリエス……」

            　ミカエラがガックリと肩を落とし、ガブリエールがそんなミカエラの肩を抱く。

            「ねえ、ガブちゃん。ノアはね、すごい子なんだよ」

            「ああ、知ってるよ」

            「もしもノアが僕らと同じ時期に天使学校に在学していたら、上位五天使に選ばれて五大天使サンク・アルカンジュに就任していたはずなんだ」

            「ああ、間違いないね」

            「だって、勉強は苦手だけど戦闘センス抜群で。それに僕らの誰より潜在能力が高いんだ。光力チカラがね、この僕でも測定できないんだよ」

            「うん、彼は強いよ。それに、誰より頑張り屋さんだ」

            「そう！　そうなんだよッ。僕はこの一年ノアがセラフィム様の役に立ちたくていっぱい頑張ってきたのを知ってる」

            「そうだね」

            「ノアは教えてあげればなんでもできるようになって、ドンドン成長していって。……僕はね、ノアのママンみたいな気持ちでこの一年ノアの成長を見守ってきたんだよ」

            「ミカがママンなら俺はパパだね」

            「ガブちゃあ……ん！」

            　ミカエラが泣きながらガブリエールに抱きついた。

            （え？　そうだったのか？）

            　突然の新たな家族構成にノアは何度も瞬きしてしまう。

            （ミカママンとガブパパ……？）

            　でも、なんだか胸がポカポカする。

            「なのに、セラフィム様がノアの努力を台無しにしちゃった」

            　ミカエラの淡金髪ペールブロンドのアタマをガブリエールがよしよしと撫でる。

            　アタマの上のアホ毛がピコピコと揺れている。

            「俺のノアが肉欲の虜に……？」

            　ソファーに大の字で脱力したラファイロが虚ろな瞳を天井に向けて呟いた。

            （にく……？　焼き肉食いたい）

            「それって、アレか。セクスも知らなかったアイツが、あのジジイの聖剣エクスカリバーをおねだりしたりしてるわけか。……うそだろ」

            （聖剣えくすかりばー？）

            「……聖剣エクスカリバーとは？」

            「あれだよ。あの伝説の勇者にしか抜けない岩に刺さった有名な剣。あの身長にあの体格だ。なんたって最高上位天使プリュ・オー・アンジュサマだぜ？　あのジジイぜってえデカイだろ。ズギャーンって。ああ～！　俺のノアが壊れちまう」

            　ラファイロが死んだ目でそんなことを言いながら股間を突き出す仕草をしてみせた。

            「下ネタはやめろ、ラファイロ。俺は……泣いてしまうぞ？」

            （……ばばばば、ばかだ。コイツら）

            　さすがのノアも意味が分かって、恥ずかしさのあまり全身の毛をぶわっと逆立てた。

            「ガブちゃあん、ノアに逢いたいよう」

            「泣かないで、俺のミカ」

            「俺とノアで突撃して、お前らがサポートしたら聖戦は今期で片がつくと踏んでたのにな……」

            「宝の持ち腐れだな」

            「つーかよお、アイツがいねえとつまんねーよ！」

            「うわああああん。ノアにゃーん……ッ！」

            　大変湿っぽい中、ノアはいつ出て行こうかとすごく困っていた。

            （ど、どうしよう。クローゼットの上で飯食ってる場合じゃなさそうだ）

            【ノア、オイシカッタ？　オカワリスル？】

            「うっわ！」

            　突然エルがポイ――ンと顔を覗かせたので、ノアはビックリして飛び上がった。

            　着地した先にちょうどまたエルがいたものだから、思わず乗っかったまましがみついてしまう。

            【ノア、アソブ？　ノア、アソブ？】

            　エルがはしゃいでポイ――ン、ポイ――ンと黒猫ノアを乗せたまま部屋中を跳ねるのでノアは振り落とされないように必死で両手両足で掴まった。

            「うぎゃあああああ――――！　エル、止まれ、落ちる落ちる！」

            　思わず叫ぶと声が出た。

            （おおッ、オレしゃべれるじゃん！）

            「ええええ――――ッ!?」

            「お、お前……ッ」

            「ノア……!?」

            「ノア、なのか……？」

            　立ち上がった四天使よにんの視線を一身に集めてしまったノアは、ぱたたたと浮かぶエルにしがみついたなんとも締まらない黒猫の姿で「よう！」ととりあえず挨拶をしてみたのだった。
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            「やっぱりノアだったじゃないか！」

            　ウリエスが言うとラファイロがノアを見て叫んだ。

            「おっまえ、猫のふりしてにゃあにゃあ言ってんじゃねえぞ！　ふざけんなッ」

            「オレだって今やっとしゃべれるようになったんだよ！　好きでにゃあにゃあ言ってたんじゃねーよ！」

            　ムキになって言い返すなり「ノアにゃ――ん！」とミカエラが叫びながら飛びついてきてエルごとノアを抱きしめた。

            「わーん！　心配したッ。心配したよおお～～ッ！」

            「思ったより小さいね。黒豹じゃなかったんだねノア」

            　ガブリエールが黒いアタマをよしよしと撫で、ミカエラがエルから引きはがしぎゅうぎゅうと抱きしめてくる。

            「俺も俺も！」

            「次は俺だ」

            　我先にとラファイロとウリエスが押し合いながら迫ってくる。

            「ちょっ、やめろ！　離せよ。苦しいだろーッ」

            　なんだか照れくさいのもあってぶっきらぼうに言ってしまった。

            「照れてるノアにゃん、かーわーいーいー！」

            　ミカエラが頬を染めてさらにノアのお腹にモフッと顔を埋めたので、さすがにノアは大暴れしてしゅばっと軽い身のこなしでテーブルの上に着地した。

            　着地の衝撃でズキンと左前足が痛んで思わず顔をしかめてしまう。

            　いや、でもだいぶよくなった。

            　メタモルフォーズしていたら回復が早いということか。

            　光力チカラが回復してきたからしゃべれるようになったのだろう。

            　では、このまま待っていたら元の姿に戻れるのかもしれない。

            　そんなことを考えていると、全視線が左前足に集中していることに気がついた。

            「その怪我は、どうしたんだい？」

            「ノア、僕が治してあげるから。手見せて？」

            　心配そうなガブリエールとミカエラの顔にノアは困ってしまう。

            「別に、たいしたことねーよ。もうほとんど治ってる」

            　そう答えると、ウリエスとラファイロが身を乗り出した。

            「あの方は貴様を王宮から出さないと言っていたそうだが」

            「お前、なんであんなとこにいたんだ？」

            　ノアは少し考えたものの、別に隠すことでもないので今朝の出来事をそのまま言った。

            「オレにも任務くれってセラフィムに言ったら、ダメだっつーから。首輪と鎖つけて部屋から出さねーっつーからよ。いない間に逃げてきた」

            「ひえッ」

            　ミカエラが震え上がり両手で口を押さえた。

            「あの方から、逃げてきたのか……」

            　いつもどこか飄々としているガブリエールも、さすがに緊迫した表情かおで思案するように眉根を寄せた。

            「……その怪我は？　アイツに乱暴されたのか？」

            　ラファイロが怖い表情かおをしてノアを見て言ったので慌てて否定する。

            「セラフィムはそんなことしねーよ。『強化訓練』し過ぎて血が出てもちゃんと癒やしてくれたし、気を失ってる間に風呂も入れてくれて飯も食わせてくれるし、すげー優しいし！」

            「は……？」

            「……『強化訓練』とは？」

            　ラファイロとウリエスがものすごくヘンな表情かおをして聞いてきたのでノアの方がはあ？　という顔をしてしまう。

            「オマエらが教えてくれたんだろ？　『強化訓練セクス』したらメタモルフォーズできるようになるって！」

            「……ああ～」

            「うわあああ」

            　なぜかふたりはあちゃあ～とか言いながらアタマを抱えた。

            「セラフィムの『強化訓練』は命がけだったけど、生死の境を越えてこその境地っていうか。とにかくおかげでオレはメタモルフォーズできるようになったし。まあ、戻り方分かんねーけど」

            　勇んでそう言うとミカエラがなんだか可哀想な子を見るような眼差しで「ノア……」と言った。

            「責任の一端を感じるよ」とガブリエールが肩を落とした。

            「な、なに？　オレなんかヘンなこと言った？」

            「いや、セラフィム様が少し気の毒になってきただけだ」

            「……で？　セラフィム様は優しいと。いいから、続けろ」

            　苦い表情かおの二天使に促されてノアは気を取り直して話を続ける。

            「う、うん。それで『ベーゼ』と『セクス』はセラフィムとしか絶対しないことって約束空で言えるようになるまで何度も修行が続いて」

            「……くっ」

            　ウリエスがなぜか目頭を摘まんだ。

            「つけていなさいって、セラフィムの『天使の輪オレオール』を指にはめられたんだよな」

            「オ、オ、オレオールをををを――――!?」

            「ハア？　ハア？　ハアアアア――――!?」

            （な、なんなんだ。うるせーなあ）

            「どんなに引っ張ってもぜんぜん抜けなくてさ、絶対外したらダメとかどこにいてもこれで見つけられるとか言うからよ。逃げる時に思いっきり引き抜いて置いてきた。そん時にちょっと肉が削げただけだ」

            　肉球のついた左手をぷらぷらさせながらそう説明すると、ミカエラが「に、肉がそげ……」と言いながら目を回して後ろ向けに倒れてガブリエールが慌てて抱き留めた。

            「待て、待ってくれ……。ちょっといろいろ追いつかねえ」

            　ラファイロは椅子を引いて腰掛けると肘をついて額に手を当てた。

            「俺は今……、あろうことかあのジジイに同情し始めている」

            （は？　なんで？）

            「これのどこが肉欲の虜だっつんだよ……」

            （あん？　オマエも焼き肉食いてーのか？）

            　ウリエスが同じように椅子を引き、ラファイロの隣に腰掛けると肘をついて両手の指を組んだ上に顎を乗せて、赤紫色マゼンタの眼差しをノアに向けた。

            「ひとつ確認したいのだが、セラフィム様の『天使の輪オレオール』を指輪として贈られたということで間違いないか？」

            「な、なんなんだよ。だからそう言ってんだろ」

            「怪我をしているのは左手だな。どの指だ」

            「えーと、薬指っつーの？　小指の隣」

            　答えるなり「あああああああああ」と言うなんともいえない四天使の声がそこかしこで発せられた。

            「な、なんなんだ。オマエら！　そもそも指輪とかダリイだろ？　どの指とかどうだっていいわ」

            「脳筋ここに極まれり……か」

            　ラファイロがツッと頬に冷や汗を流しながらノアを見た。

            「おいたわしや、セラフィム様」

            　ウリエスが目を閉じて胸の前で十字を切ってそう言った。

            （はあ？　なんで？）

            　ノアは予想外の反応に驚いてオタオタとみんなの顔を見回す。

            「……ガブちゃん、セラフィム様は今頃お部屋に戻られて血だらけの『天使の輪オレオール』を手にしておられる頃かなあ」

            　もう立てない様子のミカエラがガブリエールに介抱されながら、力なくそう言った。

            「あんなに浮かれて、いや、ゴホン。……お喜びになっていたというのに、心中お察しってヤツだね」

            （……な、なんでみんなセラフィムの肩持つんだよ、ヒドくねえ？）

            「なんだよ、それええ！」

            「ミカがノアみたいな残念な子なら、俺も部屋から出せないよ」

            　ガブリエールはそう言ってノアを見てニコリと笑った。

            （待って。今オレ残念って言われた!?）

            「でも、セラフィム様だって言葉が足りないよ。ノアは知らないんだもん。教えてあげないと分からないよ」

            　ミカエラはそう言って身を起こすとノアを見て優しく笑った。

            「ノア。あのね、左手の薬指に贈る指輪にはトクベツな意味があるんだよ」

            （トクベツ……？）

            　パッとふたりは左手を顔の横に並べてニコッと笑った。

            　ミカエラとガブリエールの左手の薬指にはお揃いの銀色の指輪がキランと輝いていた。

            「俺たちはお互いが『運命の相手』だと思っている」

            「運命の……？」

            「そう。たったひとりのトクベツ大好きな存在ひとのことだよ。僕たち千年の寿命の貴族の間ではね、そんな存在ひとを『唯一の星エトワール』って呼んでずっと探してるんだよ。そんな奇跡のような存在に巡り逢えたら、約束の印にこうやって指輪を贈り合うんだ」

            「んんん？　何のために……？」

            　ノアはなんだかピンとこなくて首を傾げる。

            「このひとは自分のモノってみんなに分かるだろう？　売約済みってことだよ」

            「そう。ちゃんと指輪してくれてるってことは浮気してないってことだもんね。安心するし」

            「一生このひとだけが好きって、お互いがずっと約束してるの実感できるし」

            「…………ふううん？」

            　セラフィムの指輪にはそんな意味があったんだろうか。

            　だって贈り合ったわけじゃないし、なんか違う気がするなあ。

            　ノアは思わず首を傾げて、黒くて長い毛足の短いシッポをテーブルの上にテシテシしてしまう。

            「しかも『天使の輪オレオール』って身体の一部じゃないか。そんなことまず僕らには真似できないし」

            　言いながらミカエラは不思議そうに自分のアタマの上に『天使の輪オレオール』を出して、ぐいぐい引っ張ってみている。

            「ほら、普通取れないし～。そんな大事なモノを贈られるとか、ノアやばいよ。あんな偉いひとが、本気でノアに夢中なんだよ。ノアはセラフィム様のことどう思ってるの？」

            「は、はあ？　どうってそりゃ……。で、でも！　閉じ込められるとかイヤだろ！」

            「うんうん。それはね、ちゃんとお話しなきゃダメだよ。ノアはもっと自分の気持ちを伝えなきゃ。セラフィム様はノアにメロメロだから可愛くおねだりしたらきっと聞いてくれるよ！」

            （か、かわいくオネダリ……？　メロメロってだれが）

            　ノアが全く思考が追いつかなくなった辺りで、ウリエスがガタンと椅子を鳴らして立ち上がった。

            「……いらっしゃった」

            　顔面蒼白でそう呟いたウリエスを見て、ラファイロが「はええなオイ」と椅子から慌てて立ち上がる。

            「なに？　どうしたんだオマエら」

            　キョロキョロする黒猫を置き去りに、部屋の隅に散っていく大天使たち。

            「なんでココがわかんだよ。全然コイツ気配しねえのに」

            「ノアの気配を追って【通路リュエル】まで行き、黒猫になって気配が途切れたあとは現場に居合わせた貴様の気配を追ってここまで来たという線が濃厚だ」

            「なんだそれ。俺は重要参考天使じゅうようさんこうにんじゃねえかよ。俺はノアだと知らなかったんだ。俺は無実だ！」

            「貴様の生存確率はよく見積もって三十パーセントってところだ」

            「低ッ」

            　ウリエスとラファイロのヒソヒソ声が聞こえてくる。

            「ノア、がんばって！　まずは謝るんだよ」

            「嫌なことは無理だと伝えろ」

            　小声でミカエラとウリエスが。

            「上目遣いで可愛くお願いするんだよ」

            　無茶なことをガブリエールが。

            「ノア、頼む。逃げるな！　頑張ってくれ。そして俺の無実を証明してくれ～！」

            　死相が出ているラファイロの血を吐くような叫び。

            （えええええ？　に、逃げるだろ、そんなん！　だって、怖いじゃん！）

            　ドンドンみんな物陰に引っ込んでいく。

            【ノア、ガンバレ。ノア、ガンバレ。キャアアア～】

            　エルまで転がりながらラファイロのところに避難した。

            （え…………、ま・さ・か）

            　ノアはイヤな予感がして顔を上げた。

            （うそだ。そんなわけない）

            （セラフィムが、オレをわざわざ追いかけてなんか……）

            　ざわざわ……ッとなんだか空気が震える感じがして、黒猫なノアの体はぶわっと膨らんだ。

            （な、なんだ、この……邪悪な気配は!?）

            　思わず入り口のドアに目をやった途端、バンッッ！　と激しい衝撃波と共にドアが吹き飛んだ。

            「びゃ……ッッ！」

            　ノアはビックリし過ぎて全身の毛が逆立って瞳孔が開いてしまう。

            「やっと……見つけた」

            　地の底から聞こえるような低くてお腹の底に響くような声と、ズア……ッと化け物の手のように巨大化した両手がドアの向こうから勢い良く伸びてきてノアの胴体をガシイッと掴んだ。

            「……指輪じゃなくて首輪にするべきだったね」

            　藤色グリシーヌの渦の中で青紫色タンザナイトの双眸がギラギラと怪しく輝くのを見た辺りで、黒猫なノアはぶくっと泡を吹いて失神してしまったのだった。


            　

        
        
            エピソード15『藤色グリシーヌの幻獣』

            　

            　

            　なんだろう……。

            　身体がポカポカする。

            　身体の隅々まで巡るあたたかいナニカ。

            （あったかい……。きもちぃ……）

            　知ってる。このカンジは……アレだ。

            　セラフィムが、光力チカラを分けてくれているんだ。

            　ノアはセラフィムの寝室で何度も抱き潰されては気を失い、何度目かで獣化してはこうやって元に戻してもらった。

            　今、額に素手を当てられているのが気持ちいい。

            「ん……」

            　そろり……と目を開けると、セラフィムの恐ろしく整った美貌が至近距離にあって息を呑んでしまう。

            　半分伏せられた藤色グリシーヌの睫毛をこっそりと盗み見る。

            （なげえ……、フサフサだ）

            　なんでこんなにキレイなんだろう。

            　でも……。なんだか、悲しそう？

            「ノア……、随分と無茶をしたね」

            　憂いに満ちた青紫色タンザナイトの双眸がノアを覗き込んで、静かにそう言った。

            　セラフィムの長い髪がサラリと肩から滑り落ちた。

            　見上げればセラフィムの肩越しに枝葉に茂った緑と青空。

            　ノアはどこかの大樹の下でセラフィムの膝枕で横たわっているのだと、ようやく理解する。

            　慌てて起き上がろうとしたら「まだ途中だよ」と静かに制された。

            「天使型ひとがたには戻ったけれど、まだ、可愛い獣耳と尻尾が生えたままだ」

            　くすっと優しく微笑まれて、ケモミミを包み込むようにアタマを撫でられた。

            「大人しくしていなさい」

            　静かだけれど有無を言わさぬ美声でそう言われて、ノアは照れくさい気持ちを抑えてそっとセラフィムの膝に浮かせたアタマを下ろした。

            （なんだコレ……、この前見た夢と同じだ。一体何のご褒美だ……！）

            　すごく、すごく、怒っているかと思ったのに。

            　なんで優しい？

            　ノアは戸惑いながらもなんだか嬉しくて、セラフィムのアタマを撫でる手が心地よくてとろんとしてしまう。

            （やばい、ノドがゴロゴロなりそう）

            「酷い傷だ……、そんなに嫌だったのかい？」

            　セラフィムはノアの左手を取ると、肉の削げた見るも無残な薬指に手を添えて癒やしの術コンソラトゥールを掛け始める。

            　セラフィムの髪と同じ色の光が舞って見る見る傷が癒えていく。

            　痛みが全くなくなったそれは驚くほどにすっかり元通りで、ノアは驚いて思わずガバッと半身を起こしてセラフィムを見た。

            「スゲエッ。治った！」

            「……ノア」

            　数時間ぶりのいつも通りの目線に、さらに嬉しくなる。

            「あっ、ケモミミもシッポも消えてる！　やったッ」

            　身体中に光力チカラがみなぎるのが分かる。

            　ノアは嬉しくなって思わずセラフィムを見上げた。

            「ノア……」

            　セラフィムがノアの左手を握ったまま、なんだか泣きそうな表情かおをして瞳を合わせた。

            「なぜ、逃げたんだい。私のことが嫌いになった？」

            「ち……、ちがっ」

            　ノアはドキンとして、途端に狼狽えてしまう。

            　嫌いになるとか、そんなわけない。

            （ちがう、そうじゃなくて、だだ……。オレは）

            「血だらけの指輪を見て、心臓が止まるかと思った……」

            　ぎゅっと背がしなるほど強く抱きしめられて、ビックリして目を見開いてしまう。

            「すぐに君の気配を追ったけれど【通路リュエル】の側で途切れていたから異界へ渡ってしまったのかと……本当に肝を冷やしたよ」

            （セラフィムが……、オレを追いかけて？）

            「君はメタモルフォーズすると完全に光圧がゼロになる。全く気配がしなくなる。……だから、私の『天使の輪オレオール』を身につけておいたのに……」

            （探して……くれたのか？）

            「ノア……、私の側にいて欲しい。私は君がいないと、……駄目なんだよ」

            　信じられないくらい弱々しい声音にノアはビックリしてしまう。

            　抱きしめられているのに、まるでしがみつかれていると錯覚しそうなほどに、セラフィムは頼りなげに肩を揺らしている。

            「セラフィ……ム？」

            　ノアはおそるおそる手を伸ばしセラフィムの背に腕をまわした。

            　ぴくん、とセラフィムが反応した気がするけれど構わずにぎゅっとしてみる。

            「あ、の……、えっと……」

            　そのまま広い背中を撫でてみたら、ノアよりずっと長身のセラフィムがノアの胸に顔を埋めてきたので思わずそのアタマをぎゅっと抱きしめてしまう。

            「う……、んと、だから、その」

            　息を呑む気配がして、なんだか急に愛しさが込み上げてきた。

            （どうしよう。だいすき……ッ）

            　ぎゅうっとして、そのいい匂いがする藤色グリシーヌを抱きしめて頬ずりする。

            「側にいる……けど、でも、えっと……ッ」

            　ノアは思いあまって、えいっとセラフィムを押し倒して馬乗りになる。

            「ノア……？」

            　芝生の上に長い藤色グリシーヌが波紋のように広がり、まるで深い海の中で美しい青紫色タンザナイトの瞳が驚いたようにノアを見上げた。

            　この光景は初めてだ。

            　ど、どうしよう。天界の絶対君主様を押し倒してしまった。

            　そしてこともあろうに上に乗っかっている。

            「構わないよ。続けて……、君の想いが聞きたいんだ」

            　そっと頬を撫でる手が、促すように唇を撫でた。

            「君が嫌がることはしたくない。君の気持ちを、教えて欲しい」

            　セラフィムがまっすぐに見つめてくる。

            　真摯な台詞に胸を打たれる。

            　てっきり無理矢理縛り上げてお仕置きされるもんだと思っていたので尚更だ。

            　ノアは勇気を出してセラフィムの顔の両脇に手をつきその青空を映した瞳を覗き込んだ。

            「……アンタがキライだから逃げたんじゃねーよ。オレは……、閉じ込めるとか首輪とか言うから、それがイヤで」

            「うん……、それで？」

            「ペットみたいに飼われるのはごめんだ。オレは、アンタのために戦いたい。そのためにいっぱい特訓したッ。オレはつえー！　アンタの役に立ちたいんだ。一番役に立ってそれで、いっぱい……ほめてほしい、それだけ」

            　最後の方はだんだん恥ずかしくなって消え入るような声になってしまった。

            　ノアは恥ずかしくてそのままセラフィムの胸に顔を埋めてぎゅうっと抱きついた。

            　はあああっとセラフィムが深いため息をついたので、ノアはびくっと顔を上げる。

            （ど、どうしようっ。あきれられた？　やっぱり怒った？）

            　慌てて涙目でセラフィムの顔を見る。

            「……参ったな。君はどうしてそんなに可愛いんだ」

            　セラフィムがたまらないといった愛しげな表情かおでノアを見上げた。

            「君を傷つけるつもりはなかった……」

            　伸ばした長い指がノアの濡れた目尻を拭う。

            「君があんまり可愛いから、独り占めしたくなったんだよ。ごめんね、ノア」

            「……ふぇ？」

            　セラフィムが優しいので、ノアはふにゃりと力が抜けてしまった。

            「……逃げたこと、おこってねーの？」

            　おそるおそる聞いてみる。

            　だって、ぜったい怒ってると思ったのに。

            「怒ってなどいないよ。ただ、君に何かあったのかと……、とても心配したんだよ」

            　切なく瞬く瞳にノアは慌てる。

            　部屋に戻ったら床は血だらけで、さっきまで抱き合っていたノアはどこにもいなくて。

            　ガラステーブルの上には血で汚れた指輪。

            　何の心当たりもなければ、それは……心配する。

            　そりゃ、メチャクチャ心配するよな。

            　ノアは初めてセラフィムの立場になって考えて、しょぼんと項垂れた。

            「……ごめん……なさい」

            　ノアはセラフィムの顔色を窺いながらそっとそう言ってみた。

            「いいよ。これで仲直りだね」

            　セラフィムがアタマを撫でて、優しく微笑んだのでノアはホッとする。

            　セラフィムの唇が頬に触れる。

            　ちゅっ、ちゅっと優しい口づけに嬉しくなる。

            「きらい……なんかじゃ、ねーから」

            「では、……好き？」

            「ん。んっ」

            　頬を熱くしてこくこくと頷くとセラフィムは半身を起こすとはああっと深い安堵のため息をついてノアをもう一度強く抱きしめた。

            「……降参だ。君には敵わない」

            　ノアを胸に抱いたままセラフィムは天を仰いでしみじみとそう言った。

            　ノアはセラフィムの香りと体温に包まれて、ホッとする。

            　トク、トク、といつもより少し早い鼓動を聞きながらノアはそっと目を閉じる。

            （この腕の中に……、帰ってこられてよかった）

            　しばらくそうやって、セラフィムはノアの存在を確認するかのようにぎゅっと抱きしめていたけれど、不意に立ち上がり言った。

            「ノア。今から私が天界を案内してあげようか？」

            「……え？」

            　突然の提案にノアはきょとんとしてしまう。

            「ランデヴだよ。おいで」

            　ノアはセラフィムに手を引かれて目を丸くする。

            （ランデヴって、アレだろ？　ミカエラとガブリエールがよくふたりで出かけてお土産持って帰ってくるヤツ）

            『恋天使こいびと同士ふたりっきりでお出かけすることをランデヴっていうんだよ』

            　キャーとか言いながらミカエラが説明してくれたのを思い出してノアはぶわっと顔が熱くなった。

            （セラフィムと、オレが……、ランデヴ!?）

            「ノア……、君が見たかったのはこれかな」

            　そんなノアを置いてけぼりに、セラフィムは広い場所までくると鮮やかに笑んだ。

            　藤色グリシーヌの長い髪がサラサラと舞った。

            　そして、麗しき最高上位天使プリュ・オー・アンジュサマはふわりとその長身の輪郭を変えた。

            「え、ええええええ…………ッ!?」

            　なんとセラフィムの姿は、瞬く間に立派な白馬に変わってしまった。

            　いや、違う。白馬ではない。

            　ただの馬ではないその証拠に、輝くような白い体躯のそれは、ライオンの尾を持ち、牡山羊の顎髭を生やし、額の中央には螺旋状の筋の入った一本の長く鋭く尖ったまっすぐな角をそびえ立たせているではないか。

            「ユ、ユ、ユニコーンだあああ――――ッ！」

            （すげーええェェ――――ッ！　セラフィムのユニコーン！）

            　ノアは顔を輝かせてユニコーンの周りをぴょんぴょんする。

            　想像通り、美しいサラサラのたてがみは藤色グリシーヌだ。

            「セラフィムもメタモルフォーズできるんだな！　かっけええーー！」

            《君が望むならね》

            「わっ、喋った！　なんかアタマん中に声が聴こえる、スゲエー！」

            《乗ってみるかい？》

            「え？　いいの？　なんか清らかな乙女じゃないと角で刺されるって聞いたけど」

            《この一角獣ユニコーンはノア以外が乗ろうとすると角で刺すよ》

            　くすくすといたずらっぽい笑い声が聴こえてきて笑ってしまう。

            「乗る！　メッチャ乗りてー！」

            　ノアはわーいと大はしゃぎでセラフィムなユニコーンにポーンと飛び乗り跨がった。

            《しっかり掴まっていなさい》

            　そう言って振り向いたセラフィムなユニコーンの瞳はキラキラした青紫色タンザナイトで、フサフサの睫毛はたてがみと同じ藤色グリシーヌだ。

            　あんまりキレイなのでほええーと見惚れてしまう。

            　なるべく前に腰を落としてその長い首に抱きつくようにしがみつくと、後方にバサア……ッ！　と純白の翼が生えた。

            （えええええええ――――ッ!?）

            「うわああああ～～！　ぺ、ペガサスだあああああ――――ッ！」

            　ノアの歓声の中、ユニコーンとペガサスが融合したかのような見事に美しい幻獣はノアを乗せて悠々と青空に舞い上がった。

            「すっげえ――――！　セラフィム、空翔んでるッ。ユニコーンなのにペガサスとかすっげえなアンタ！」

            《……そんなに喜んでもらえるなんて光栄だね》

            　くすくすと笑うセラフィムの美声が直接アタマに響いてきて不思議な感じだ。

            《ノア、彼らに手でも振ってやるといい》

            　言われて眼下を見下ろすと、ミカエラたちが勢揃いで空を見上げていた。

            「うわ、アイツら、なんであんな所に！」

            《心配でついて来たんだろう。ずっと茂みの陰にいたよ》

            「えっ！　マジで？　全然気づかなかった！」

            　セラフィムがそう言いながらふわりと旋回し、ミカエラたちの前を横切って翔んだ。

            「ノア～！　よかったねえ～！」

            　ミカエラが涙目で頬を紅潮させてブンブンと大きく手を振っている。

            　そんなミカエラの肩を抱いてガブリエールがノアを見てニコリと笑った。

            「ノア～でかした！　よくやった――――！」

            　ラファイロが大きく万歳をして叫んでいる。

            「チッ。貴様どうやら命拾いしたな」とウリエスが残念そうに隣を見て言った。

            【ノア、ランデヴ。ノア、ランデヴ】

            　エルまでもが、ポイ――ン、ポイ――ンと跳ねている。

            （ちょ、待て待て。どっから見てたんだコイツら）

            　ノアはカアアア――――と全身ゆでだこになってしまう。

            「テメーら、覗いてんじゃねーよ！」

            　大声で叫んでしまったけれど、五大天使たちは悪びれもせず【イッテラッシャ～イ！】なんて言いながら跳ねるエルと一緒に手を振り見送ってくれた。

            「ア、アイツら、後で覚えとけよッ」

            　大汗をかくノアを乗せて、セラフィムはくすくすと笑った。

            《さあ、このまま天界を案内しようか。君の行きたい場所へ何処へでもひとっ飛びだよ》

            （わああああ～～！）

            　セラフィムな幻獣はノアよりも遙かに速く空を駆けた。

            　見たこともない絶景が次々と視界いっぱいに広がる。

            「セラフィム、あれはナニ？」

            《カスカードだよ》

            　切り立った山の間に囲まれた巨大な空間に向かってこれでもかといった量の膨大な水が、ものすごい爆音と共に流れ落ち続けている。

            （なんだコレ。規模がとんでもねーな！）

            《美しいと有名な滝だ。近くを通ろうか》

            「えっ、待っ、……ぎゃああああああァァァ――――ッ！」

            　ドドドドドド……ッ！　という地鳴りにも似た爆音ととんでもない水飛沫を浴びながら滝壺ギリギリを飛翔したセラフィムな幻獣に、ノアは絶叫をあげながら必死でしがみついた。

            《三重の虹が見えたね》

            　後にそんなことを爽やかに言われたけれど、びしょ濡れのノアは命辛々で虹どころではなかった。


            　

        
        
            エピソード16『護り手ガーディアン』

            　

            　

            「セラフィム、アレなんだ？」

            　セラフィムが濡れた服を瞬時に乾かしてくれて、ノアの天界探索はまだまだ続く。

            　随分と飛翔すると、眼下にものすごい大きな樹が見えた。

            　ありえないほど太い幹にモコモコと茂った緑。

            　七色の光の輪がフワリフワリと瞬いている。

            《あれはセフィロの大樹だよ。貴族以外の下級天使はセフィロの実から生まれるんだ》

            「あ、ミカエラが言ってたヤツか。すげー、初めて見たッ。貴族とは寿命も違うんだってな」

            《そうだよ。貴族の寿命はだいたい千年前後。下級天使は約三百年だ》

            「全然違うんだな。え～とオレは今二百一歳だから……」

            《ノアは貴族だ。次の繁殖期の始まりが五百年後。繁殖期間は三百年ある。まだまだこれからだよ》

            　そう言われて、ノアははたと首を傾げる。

            　ラファイロがセラフィムは千歳越えのジジイだと言っていた。

            （セラフィムは一体いくつなんだろ？　オレより先にポックリ逝かねーよな……？）

            　ノアは途端に心配になる。

            　ノアの存在意義はセラフィムあってのものだ。

            『セラフィムの役に立ちたい』

            　それが常にノアの原動力だ。

            　セラフィムがいないこの世界になど、生きる意味があるのだろうか。

            「セラフィム……は、オレを置いて逝かねーよな？」

            《…………》

            　思わず発した問いかけは小さく頼りなく震えて、風に吹き飛ばされたのかセラフィムからの返事はなかった。

            《ノア……？》

            　セラフィムなやたらイケメンな幻獣が振り返ったのとそれは同時だった。

            「セラフィム様……ッ！　供も連れずに出かけられては困ります……！」

            　バサ、バサアッと白い翼が音を立てた。

            《……やあ、ケルビラ》

            （げっ。いつぞやと同じこの光景！）

            　ノアは突然後方から猛烈な速さで飛翔してきたケルビラを見て、思いっきりイヤそうな顔をしてしまう。

            「……なんですか、そのお姿は。……ノア・リオット！　貴様、誰に跨がっているのか分かっているのか！　不敬であるぞ！」

            　ケルビラがものすごい形相で叫んだので、ノアは思わずセラフィムな幻獣からびょんッ！　と飛び降りて、バサアッと漆黒の翼を広げて滞空した。

            （ビ、ビックリした……ッ！）

            　まだ心臓がドキドキしている。

            「……やれやれ、全く。無粋だね」

            　幻獣は瞬く間に本来のセラフィムの姿に戻り、青空に本来足首まで長い藤色グリシーヌがサラリと靡き、バサリと広げた純白の六枚翼が絶対君主を鮮やかに彩った。

            「セラフィム様……ッ」

            　また、バサバサと羽ばたきが聞こえ、いつかのようにオファニエロが追いついてきた。

            「やあ、オファニエロ。ケルビラを見ていてくれないと困るな」

            「申し訳ございません。……ケルビラ、帰りますよ」

            　オファニエロがケルビラの肩をそっと抱くと、ケルビラはそれを振り払い必死の形相でセラフィムに向き直って言った。

            「恐れながら……ッ。ノア・リオットが気に入られたのでしたら後宮ハレムに入れてご寵愛なさればいかがでしょう。このように連れ回されてはひと目につきます。最高上位天使プリュ・オー・アンジュセラフィム・ル・ヴェリエ様の権威に傷がつきましょう！」

            　淡い褐色ノワゼットの髪を振り乱しながら必死で意見具申する緋色ホージュの瞳が熱く潤む。

            （オレと一緒にいるのを誰かに見られたら、セラフィムの価値が下がる……のか？）

            　ノアは目を見開いて息を呑んだ。

            （ハレムっていうなんか知らんが見えないトコロ……？　で可愛がればいいじゃんって言ってる……？）

            　ノアはなんだか不穏な雲行きに顔をしかめた。

            　……まただ。

            　ノアは黒くて恥ずかしい存在で。

            　だからすぐ見えないところにしまい込もうとされてしまう。

            　天界にノアの居場所を作るのは難しいのかもしれない。

            　セラフィムの隣に立つには、ノアには足りないモノがたくさんある。

            　いや、足りないモノしかない気がする。

            　ノアは滞空したまま一歩後退してしまう。

            （でも……、オレは）

            　胸の辺りがなんだか痛くて、思わず拳を握りしめて俯いた。

            （セラフィムの隣に立つのにふさわしい天使に……なりたい）

            　そのためには、何をどんな風に頑張ればよいだろうか。

            　もっともっと戦闘訓練をして、たくさん強くなれば少しは認めてもらえるだろうか。

            　ノアは戦うこと以外に取り柄がない。

            　こんな不吉な黒色ノワールではセラフィムの側にいると迷惑になるというのなら。

            　裏方でいい。なんでもいいのだ。

            　セラフィムこのひとの、役に立てれば。

            　口下手なりにそれをなんとか言葉にしようと、ないアタマを捻っているとセラフィムが悠然と口を開いた。

            「本当は、近々正式に発表するつもりだったんだが仕方がない」

            　スッとセラフィムがノアの隣に肩を並べて腰に手を回した。

            　グイッと力強く引き寄せられて思わずよろけてセラフィムに身を寄せてしまい、ノアは驚いて息を呑む。

            「今、上位天使である君たち二天使ふたりには伝えておく」

            　最高上位天使の他者を従わせずにはいられないような威厳に満ちた眼差しと声音に、ケルビラとオファニエロはハッと息を呑み背を正し沈黙する。

            「今この瞬間ときより、ノア・リオットを最高上位天使この私の『護り手ガーディアン』に任命する。期間は次の繁殖期を終えるまでの八百年間とする」

            　凜とした声が晴天の上で高らかに宣言した。

            （ガーディアン……？　はっぴゃくねん？）

            　首を傾げるノアの前で、ケルビラとオファニエロが驚いたように目を見開いた。

            　いつもは閉ざされたオファニエロの翡翠ヴェーの瞳も落っこちそうなくらいに全開だ。

            「……お、恐れながらセラフィム様。『護り手ガーディアン』とは最高上位天使プリュ・オー・アンジュ様の身の回りの警護をする近衛隊の中でも別格で、四六時中片時もお側を離れることなく主の身を護り、剣となり盾となり魂までもの忠誠を誓う者。我々側近である上位天使は世襲制ですが『護り手ガーディアン』だけは最高上位天使様自らがご指名することになっていますが、これまでそのような栄誉あるお役目を頂けた者はかれこれ三千年は皆無と聞きます……ッ」

            （へえええ～！　ガーディアンってすっげーんだな。剣となり盾となりとかカッケー！）

            　オファニエロの説明にノアは目をキラキラさせてしまう。

            （それに、八百年間ってオレの寿命と一緒じゃん！　よかった。セラフィムとずっと最期まで一緒にいられるんだッ！）

            「そのような伝説の地位にこのノア・リオットが相応しいと本気でお思いなのですか……。もしも、魔界の間者で寝首をかかれでもしたらどうされるおつもりですか。危険です！　どうか、今一度ご再考を……ッ」

            　ケルビラが髪を振り乱し悲鳴のような声をあげた。

            　ノアは聞き捨てならないその台詞に思わず身を乗り出す。

            （オレが実は魔界とグルで、セラフィムを油断させて殺そうとしてたらどうすんの？　そう言ったんだよな）

            「このオレがんなことするわけねーだろ！　オレが絶対セラフィムのこと護るしッ。どんな敵が現れてもオレのがぜってーつええし！」

            「ありがとうノア。では、この任務を引き受けてくれるんだね」

            　腰に手を回したままそっと顔を覗き込まれて、あまりの近さに目がチカチカした。

            （任務……ッ！　今、任務って言った？）

            （…………、ヤッタ――――ッ！　ついにセラフィムがオレに任務を与えてくれたあああああ――――ッ！）

            「私の役に立ってくれるね？」

            　ノアはセラフィムのその言葉に目を見開いた。

            　カアッと全身の血が熱くたぎるようだ。

            『セラフィムの役に立ちたい……！』

            　その想いがノアの原動力であり存在意義なのだ。

            　セラフィムの言葉の全てがノアのツボをガンガン突いてくる。

            「おうッ！　任せとけッ」

            　ノアは嬉しくてしょうがなくて、満面の笑顔でいいお返事をした。

            「そんなに心配なら、オファニエロ。君の心眼でノアの審査をするといい。彼の魂が私の『護り手ガーディアン』に足る忠誠の持ち主かどうか」

            　セラフィムは満足そうに笑んでノアの頬を撫でると、上位天使ふたりに向き直りそう言った。

            「審査はあの日既に終えています。ノア・リオットほど純粋な魂は見たことがありません。……ただ、まだまだ一般教養は必要ですけれどね」

            　オファニエロはそう言って苦く笑うと、セラフィムを見て微笑んだ。

            「『護り手ガーディアン』としての任務も大切ですが、ノアの学習における時間も与えてあげるべきでは……？」

            　何かを察したような含みのある目配せに、セラフィムは苦笑いすると「考慮しておこう」と短く言った。

            「ノア・リオット。私は君をセラフィム様の『護り手ガーディアン』として認めます。精進なさい」

            　橙色オホンジュの緩やかなカーブを描いた長髪が優しく揺れた。

            　珍しく翡翠ヴェーの瞳を開いてまっすぐに視線を合わせてそう言われて、ノアは思わず大声で「ありがとう！」と元気よく返事をした。

            　初めて認められて嬉しかったのだ。

            　なんだか頬が熱い。

            「ケルビラ、聞き分けなさい」

            　オファニエロに宥めるように肩を抱かれて促され、項垂れていたケルビラは顔を上げ涙目でキッとノアを見据えた。

            「オファニエロがそう言うなら。……貴様の忠誠心は認めてやる。百歩譲って貴様の護衛力も認めてやってもいい。だが、敬語のひとつもできない粗野な態度はセラフィム様の品位に関わる。隣に立つに相応しい教養を貴様に叩き込んでやるからな。覚悟しておけよ、ノア・リオット……！」

            　ノアを指さして頬を紅潮させて吠えるケルビラをよしよしと宥めるように胸に抱き寄せながら、オファニエロがセラフィムに向かって深々と頭を垂れた。

            「ケルビラのご無礼を何卒お赦し下さい。我が君……」

            　ポロポロと涙をこぼすケルビラの頭を胸に引き寄せたままそう言うオファニエロの橙色オホンジュのつむじを見ながらノアはビックリしてしまう。

            （あれ……？　この二天使ってそうだったのか？）

            「ああ、構わない。彼の深い忠誠心からの行いだと思っているよ。ああ、それから、今期も『舞踏会バル』は行わないものとする」

            「……ハッ。しかし、代替わりの際はいかように……」

            「異性化させて懐妊させるので問題ない」

            「……ッ。……ハッ、御心のままに」

            （……バルってなんだろ。ん？　なんて？）

            　終わりの方のセラフィムの声が聞き取れなかったけれど、オファニエロにはしっかり聞こえたようだ。

            　オファニエロは一瞬目をかっぴらいてノアを見た。

            　今日は細目の瞳をよく見る日だ。

            　ん？　なんだか気の毒そうな、あ～大変だね、頑張れ！　みたいな眼差しを向けられたように感じたのは気のせいだろうか。

            「では、下がりなさい。今後供も迎えも不要だよ」

            　ふたりの側近は念入りに言葉を重ねて追い払われて、深々と敬礼すると白い翼を広げて翔び去っていった。

            （えっと……。いちお、ケルビラにも認めてもらえた……？）

            「さてと」

            　セラフィムがやれやれと肩を竦めると、ノアに目を向ける。

            「邪魔が入ったね。気を取り直してランデヴの続きをしよう。……次は水晶の丘クリスタル・コトーに行ってみるかい？　私の『護り手ガーディアン』殿」

            　眩しいくらいの優しい笑顔に、ノアは心の底から嬉しくなってパッと顔を輝かせた。

            「うん。いくッ！」


            　

        
        
            エピローグ『無自覚な恋天使』

            　

            　

            　大空をセラフィムと並んで翔ぶのは初めてだ。

            　本当に、恋天使同士こいびとどうしのランデヴみたいだ……。

            　ノアは嬉しくて嬉しくて顔が綻んでしまう。

            　セラフィムはそんなノアと時折視線を合わせてふわりと微笑する。

            　それがもう本当にキレイで、胸がぎゅうッとなってなんだかたまらないのだ。

            「此処だよ」

            　小高い丘の下にセラフィムのあとに続いて舞い降りる。

            「ノア、手を」

            　セラフィムがすごく自然に手を差し伸べてきたので、ノアはつられてその大きな掌に手を乗せた。

            「足元に気をつけて」

            　言われてみればゴロゴロしたキレイな石がたくさん落ちている。

            　その手をぎゅっと握られて、優しく引かれてなだらかな丘を登っていく。

            　思わずじっとその大きくて形の良い白い手を見てしまう。

            （あの手袋しねーよな。オレに触れる時）

            　セラフィムが素手なのがなんだか嬉しい。

            　いつもはしてるのに。

            　気を許してもらえているようで。

            　自分だけトクベツなんだと言われているようで。

            　ノアはなんだか頬が熱い。

            　それに、セラフィムの手は夢の中のあのひとと重なる。

            『やっと逢えた……』

            　そんな気持ちで胸がいっぱいになるのだ。

            　ノアにとって、セラフィムはトクベツなひとだ。

            （どうしよう。すごく好きだ……）

            「此処が水晶の丘クリスタル・コトー。別名『恋天使こいびとたちの丘』だ」

            「え……ッ」

            （こ、恋天使こいびとたち……？）

            　ノアがビックリして顔を上げると、ちょうど丘の上で。

            　そこにはたくさんの水晶クリスタルでできた花たちが咲き乱れていた。

            「すげー、キレイだ……」

            「お互いの色の花を見つけたら持ち帰っていいらしいよ」

            　そう言われてノアは張り切ってセラフィムの藤色グリシーヌを探したけれど見つからない。

            「なあ、藤色グリシーヌがない」

            　紫色ヴィオレの花は見つけたけれど、こんなに上品な淡い薄紫色グリシーヌの花はどこにも咲いていない。

            　そういえば、今日いろんな美しい景色と色彩を見たけれど、セラフィムの色は見かけなかった気がする。

            「黒色ノワールもないよ」

            　意味深な声音に驚いて顔を上げるとセラフィムが言った。

            「藤色グリシーヌは最高上位天使プリュ・オー・アンジュのみが纏うことを赦された色。天界にたったひとつの彩いろだ」

            （そうだったのか……）

            「そして、君の黒色ノワールも。この天界でたったひとつの彩いろだ」

            　セラフィムがノアを眩しそうに見てそう言った。

            「私たちはお似合いだと思わないかい？」

            「え……？」

            　ノアは絶句してしまう。

            「お、思うわけねーだろ！　待ってろ。いっぱい徳を積めばこの翼も白くなるってアンタ言ってただろ。オレ、頑張るからッ！」

            　慌てて力一杯そう言うと、セラフィムはグイッとノアの手を引いて瞳を覗き込んだ。

            「いいんだ。ノア」

            「はあ？　なにが……ッ」

            （全然よくねーよ！　『護り手ガーディアン』が黒くてセラフィムが恥かくとかオレが困る！）

            「いいんだよ。君はそのままで」

            　両手で頬を包まれて、しっかりと覗き込まれてノアはビックリした。

            「君の姿形を変えることは、私にとっては造作もないことだ」

            「えっ!?　じゃ、じゃあ……ッ！」

            「でもね。私は、ありのままの君を愛しているんだ」

            「…………ッ」

            　ノアはぐっと目頭が熱くなって、言葉が出なくなった。

            　今声を出したら、よく分からないけれど大きな声で泣いてしまうような気がした。

            「誰がなんと言おうと天界ここでは私が掟だ。この私が君の黒色ノワールを気に入っているんだよ。そのままでいなさい」

            　言いながら、セラフィムは上機嫌でノアの手を引いて歩き始めた。

            （ど、どうしよう。うれしい……）

            　ノアは赤く火照る顔を上げられないままセラフィムの手をぎゅっと握り返した。

            　胸があたたかくて、なんだかふわふわしてしまう。

            　こういうのを幸せっていうのかな。

            　そんなノアを不意に覗き込んでセラフィムが笑った。

            「それに徳を積めば翼が白くなると言ったあれは、……嘘だよ」

            　ノアは目をまん丸くしてから、バッと顔を上げた。

            「はあ？　……はああああ――――ッ!?」

            　ノアが大声で叫ぶとセラフィムがハハハハと明るく笑って走って逃げた。

            　長い長い藤色グリシーヌの髪が誘うように舞い、白い背中が何度も見え隠れした。

            　その思いがけない美しい光景にポカンと魅入っていると、セラフィムが立ち止まり両膝に手をついて挑発するように鮮やかに笑んだ。

            「どうした。捕まえてごらん」

            　尊い藤色グリシーヌが彼を高貴に彩る。

            　ノアはハッとして、そんなセラフィムを拳を振り上げて追いかけた。

            「ちょっ、待て、このやろッ！」

            （……ど、どこがジジイだ。ぜんぜん捕まらねーっ！）

            　謎の追いかけっこが続き、ノアは随分とたくさん走った。

            　ぜえぜえと息を切らせた辺りで、大きな水晶でできた樹が見えた。

            「うわッ、でかッ！　キラキラだあ～！」

            　見上げるほどの大きな樹木の、幹も枝も葉も水晶でできている。

            　透き通ったそれは息も止まるほどに美しい。

            　自分の姿が映り込みそうな壁のように大きな幹にそっと触れて見入っていると……。

            「水晶の樹だよ」

            　不意に現れたセラフィムがそう言ってクルッと手を引いて前に回ったので、ノアは急いでガバッとセラフィムに抱きついた。

            「やっとつかまえたッ！」

            　むふーっと鼻息荒く得意げに瞳を上げると、セラフィムが嬉しそうに花が綻ぶように笑った。

            「やあ、捕まってしまったね」

            　セラフィムはくすくすと笑いながらノアをふわりと抱きしめ、後頭部をサラリとひと撫でした。

            「水晶の樹の下で恋天使こいびと同士愛を誓い合えば、永遠に結ばれるらしい」

            　ノアは気がつくと幹を背にしてセラフィムを見上げていた。

            「え……？」

            　トン……ッと背中に幹が当たる。

            「せっかくだから、私たちもしてみようか。ノア」

            　ぐっと身を屈めてとんでもなく整った顔を寄せられて、心臓がドキンと跳ねた。

            （え？　え？　……んんん？）

            「……なにを？」

            　ノアはセラフィムを見上げて聞いてみる。

            『恋天使こいびと同士』というと、ノアはミカエラとガブリエールしか知らない。

            　でも彼らはここにはいない。

            　ノアとセラフィムが一体何をするというのだろうか。

            「……何って、私たちは恋天使こいびと同士だろう？」

            「え……？　ええええええ!?　そ、そうなのか……ッ？」

            （し、知らなかった……ッ。一体いつからそんな大変なことに!?）

            「……酷いな。私は七日前からのつもりだけれど」

            （んんんんん……？　今、オレが考えてることに返事した？）

            　苦く笑いながらノアの頭上の幹に手をついて、顔を寄せてくるセラフィムを見上げてノアは混乱する。

            「オレたちは……、恋天使こいびと同士なのか？」

            「そうだよ」

            　キッパリと肯定されてノアはポカンとしてセラフィムの顔を見た。

            「らって……、そんなの聞いてな……んぅ」

            　喋っている最中だったのに顎を掬われて、唇を重ねられる。

            「んう……ふ……ッ」

            　唇をれろっと舐められて、顎を捉えていた親指がこじ開けるように口の中に入ってきたので、ノアは思わず喘ぐように口を開けた。

            「あ……ふぁ……ッ、まっ」

            　斜めに頬を傾けるセラフィムに、ノアは必死で待ったをかける。

            「……なんだい？」

            　今にも睫毛が頬に触れそうな距離に不服そうな青紫色タンザナイトの瞳。

            　ノアは必死でセラフィムの手を両手で押さえて口から離すと、思わず目頭を熱くしながら抗議した。

            「だ、だって、オレ、そんなの聞いてないっ！」

            『じゃあ恋天使こいびと同士になってみるかい？』とは言われたけど正式になった覚えはない。

            『あいしてる』とか『えとわーる』とか、聞き慣れない難解な言葉は耳にしたけれど、一度だってセラフィムの口から『好きだ』と言われたことはないし、『恋天使こいびとになって欲しい』と言われて頷いた記憶もない。

            『セラフィム以外とベーゼとセクスをしてはいけない』と『禁酒』はしつこく言われた。

            　あとは、七日間の『強化訓練セクス』

            　まず、死ぬほどケモミミを唇で挟んではむはむされてはカミカミ甘噛みされた。

            　そうされると身体が熱くてたまらなくなって、でもセラフィムは『どうしたんだい？』とか意地悪を言う。

            　それからやっとシてくれたと思ったら、そこからが酷かった。

            　ノアがイき狂って泣いても叫んでも、お尻のナカに指を突っ込んでヘンになるトコロをコリコリするのを止めてくれなかったし。

            　自分のシッポを舐めさせられて唾液でベトベトになったそれを、まさかの自分のお尻の孔に突っ込んで何度も抜き挿ししては、にゃあにゃあ言わされたし。

            　しまいには、セラフィムの『天使の輪オレオール』をノア自身の根元にきゅっと嵌められて、イキたくてもイけなくて……。

            『やだあ……ッ、イキた……、お願……、ひあッ、せらふぃむぅ……。イかせてええ……ッ』

            　と、泣きじゃくりながらオネダリするまで赦してもらえなかった。

            　そう。思い出すのも恐ろしい、生死の境を行き来するような過酷な『強化訓練』だった。

            （あれは、ぜったい恋天使こいびと同士のイチャイチャなんかじゃなかったもん……ッ！）

            「…………ッ。そ、うきたか」

            　セラフィムはノアの眼差しをまっすぐに受け止めていたけれど、信じられないといった風に目を見開いてから、一度ぐったりと目を閉じた。

            「そうだね。確かに。私が悪かった……」

            　セラフィムは、ノアの頭上で水晶の幹についた手を拳に握り己の額に当てて苦々しく独白した。

            　そうすると、アタマ一個分の身長差は大きくて、ノアはセラフィムという藤色グリシーヌの囲いの中から見上げるしかない。

            「ノア……、私は君が可愛くて少々浮かれ過ぎていたようだ。……やり直し、させてくれるかい？」

            　見上げた先で目が合った。

            　セラフィムの滝のように長い藤色グリシーヌが水晶の幹に映り込み、その幻想的な美しさにノアは息を呑んだ。

            　セラフィムは幹についた手を下ろしノアの首にするりと絡めると、そっと耳元に唇を寄せた。

            「君が、好きだよ」

            「ひゃ……ッ？」

            　とんでもない美声の直撃を受けて、ノアはびくんと首を竦める。

            （はわ、はわわわわわわわ……ッ!?）

            「私の恋天使こいびとになってくれないかい？」

            　そっと覗き込まれてふわりと微笑わらわれて、キュキューンと心臓が絞られるくらいに痛い。

            　ボボボ……ッと顔が燃えるように熱い。

            （セラフィムが、オレを好き……？）

            （オレが、セラフィムの恋天使こいびとになっていいの？）

            「ノア……、返事が欲しい」

            　セラフィムが甘く囁く。

            　セラフィムがノアの頬を撫でながら鼻先にちゅっとまるで急かすように口づけを落とす。

            「君は私のことが好きかい？」

            「す……すき」

            「では、私の恋天使こいびとになってくれるね？　……ノア返事は？」

            「ひゃい」

            　ノアは目眩がするような幸せに涙がポロポロとこぼれた。

            「私のノア、可愛いノア。泣かないで……」

            「うう～ッ」

            　ノアはあやすようにアタマを抱き寄せられて、背を撫でられて泣きじゃくってしまう。

            「ふええ……ッ」

            「私の言葉が足りなかったね。いや、多過ぎたのかな。たった二文字で良かった。……君が『好き』なんだ。とても好きだよ。好きだけじゃとても伝え切れなくて、『愛してる』と言ったんだ」

            「え？　……んじゃ、その五文字の方がつえーのか？」

            　ノアはビックリして顔を上げてそう聞くと、セラフィムがくくくっと肩を揺らして笑う。

            「そうだね。君風にいうとそうなるかな」

            　セラフィムの笑い方がなんだか優しくてあったかくて、ノアはつられて笑顔になる。

            「君の泣き顔が可愛くてたくさんいじめてしまったけれど。君のいろんな表情かおが見られて今日はとても愉しかった。君を閉じ込めてしまっていては見られない表情かおだった。また、……私とランデヴしてくれる？」

            「……え？」

            （それは、もう閉じ込めたりしないってことだよな）

            　ノアは、なんとも嬉しくなる。

            　それに。

            　いつもは王宮にいて自由に逢うこともできないような雲の上の存在で、高いところのデッカイ椅子に座って悠然と微笑んでいる天界の絶対君主サマが、今日はいろんな表情かおを見せてくれた。

            　泣きそうで護ってあげたくなるようなセラフィムも、ユニコーンでペガサスなセラフィムも、いたずらっぽく笑いながら走るセラフィムも……、初めて見た！

            　ふたりで巡る天界観光はすごくすごく愉しかった！

            　セラフィムのいろんな表情かおが見られて嬉しかったのはノアの方だと思った。

            （んなの、コッチの台詞だっつーの！）

            「おうッ！　するっ。したい！　オレも、すげーたのしかった！」

            　ノアは嬉しくなって満面の笑顔でセラフィムを見上げた。

            「……いいね。すごく。私は君の笑顔が一番好きかもしれない」

            　セラフィムが一瞬見惚れたようにマジマジとノアを見てから、感心したようにそう言いながらじんわりと青紫色タンザナイトの眼差しを細めた。

            「今度はうんと優しく抱くから。……また、君に触れてもいいかい？」

            　ちゅっ、ちゅっ、とねだるような口づけにノアは首を傾げた。

            「…………ん？」

            「ああ、誤解があったようだけど『セクス』は恋天使こいびと同士が愛を確かめ合う行為だよ、ノア。『強化訓練』なんかじゃない」

            「え……？」

            （メタモルフォーズを習得するためじゃなかったのか？）

            「君が好きだから、……触れたかった。君は違うのかい？」

            （え？　……え？）

            　背を撫でる指先がするりと臀部を撫でる。

            「あ……っ」

            　セラフィムが膝を割ってぐいぐいと身体を押しつけてくる。

            「ほら、こうして身体を合わせると、……もっと欲しくなる」

            「んん……っ」

            　そんな風に自身を刺激されてお尻をさわさわされると、身体がふるふると震えてしまう。

            「ふぇ……っ？」

            （ナニコレ……？）

            「君は私が欲しくない？　七日間、私に抱かれ続けて本当に辛いばかりだったかい……？」

            　セラフィムの声がどこかでふわふわと聞こえる。

            　ドンドン身体が熱くなる。

            （どうして……、こんな。セラフィムが触れただけでスイッチが入ったみたいに）

            「ん、あ……ッ、はあはあっ」

            　息が上がる。目が潤む。

            「私は君が欲しいよ。何度抱いても足りない」

            「ひゃ……ッ、ンくっ」

            　耳元で甘く囁かれて、思わず達してしまいそうになる。

            「ノア……、もう兆しているね」

            　セラフィムの指がノアの中心をするりと撫でた。

            「ひゃ……ッ」

            　衣服の上からなのに、もうそれだけで欲しくてたまらなくなる。

            　セラフィムとの七日間は辛いばかりではなかった。

            　ノアは、意識が飛ぶほどの快楽を何度も身体に覚え込まされていたことを自覚する。

            　ノアは花芯の先がトロトロに濡れているのを感じた。

            　そして、お尻の奥がとろんと潤む感覚にぶるりと身を震わせた。

            （どうしよう……、こんなトコロで）

            「欲しいのかい？　ノア」

            「ひん……ッ」

            　耳元で囁かれて、身体中を甘い電気が駆け抜けた。

            （やめ……、耳元、むり）

            「おいで。抱いてあげよう」

            　そう囁かれただけで、堕ちてしまう。

            　溶けてしまうのだ、身体の芯がくにゃりと……。

            「せら……ふぃ……ッ」

            （さわって、もっと、いっぱい、はやく）

            「ノア。可愛いよ。……今、此処で『護り手ガーディアン』の契りをしよう。君と私を永遠に繋ぐ契約だ」

            （けいやく……？）

            　セラフィムがノアの後頭部を押さえて深く口づけた。

            「んむ……、ふぅぅ……ッ」

            　ぢゅるるる……ッと強く舌を吸われて腰が砕けた。

            　セラフィムは優雅な外見とは想像もつかないような荒々しい音を立てながらノアの口腔内を攻め立てる。

            　舌で上顎をごりゅごりゅされて、目がチカチカした。

            　その間にずっと耳をくりくりされて。

            （きもちぃ……、きもちぃ……ッ）

            　セラフィムとノアの周りに魔法陣のような藤色グリシーヌの光がたくさん浮いている。

            　ここは外のはずなのに、水晶の樹の下にいるはずなのに、まるでどこかの異空間にいるみたいに真っ暗で、でも眩しくて。

            　上にいるのか下にいるのかも分からない。

            　世界中にセラフィムとノアしかいないような錯覚に陥ってしまいそうだ。

            「ノア……、目を閉じて。私に集中して」

            　セラフィムの手がボトムの隙間から滑り込んでノアの秘孔を指の腹で撫でた。

            「あっ、やあ……ッ」

            　ちゅくちゅくと少しこねただけで水音を立てるそれは、もう元の身体とはほど遠い。

            　恥ずかしくてセラフィムにしがみついて顔を隠してしまう。

            「ああ、もうこんなに熟れて……」

            　セラフィムの声がなんだか艶っぽくて、よけいに身体が震えた。

            「ほら、もうトロトロだ」

            「ひゃんッ」

            　ぬぷんッと指が潜り込んでいく。

            「あン、や……、らめッ」

            「すごいね。波打ってる。今朝までずっとシてたんだ。身体が覚えているね」

            「あっ……うあッ、ふうう……ッ」

            　ぢゅぷッぢゅぷッと数本の指がナカを掻き乱す。

            （きもちぃ、もっと……ッ、んッ、もっと奥……ッ）

            「こんなにぬかるんで、……もう準備万端だね」

            　セラフィムが僅かに興奮したように息を乱しながら耳元に頬を寄せてそう言った。

            　ずるりと抜き去った指を見れば三本。

            　濡れそぼったそれを、セラフィムはゆっくりと見せつけるように赤い舌で舐め上げた。

            「あッ、あ……ッ」

            　それだけで、慣らされた身体はその先の快楽を待ち侘びるように震えてしまう。

            「参ったな。そんな物欲しそうな瞳をされると、また歯止めが利かなくなりそうだ」

            　セラフィムはそう言ってくすりと笑った。

            　ノアはすぐにボトムを抜き取られて、ピンと反り返る自身をあらわにされてしまう。

            「ああ、こんなに蜜をこぼして勿体ないね」

            　セラフィムはノアの中心に顔を寄せると赤い舌を伸ばしてぱくりと口に含んだ。

            「あああ……ッ！　や、やだ……ひあッ」

            　恥ずかしくて泣きそうになる。

            　でも、それ以上に、熱い粘膜に包まれて突き抜ける快楽にノアは腰をくねらせて悶えた。

            　セラフィムが、立てた両膝をガッシリと掴んで左右に割り開いたのでノアは身動きも取れずに横たわりなすがままだ。

            「あん……ッ、ひゃ、あああン」

            　ぢゅッぷ、ぢゅッぷと藤色を上下して舌と唇で愛撫されて、ノアはアタマをブンブンと左右に振って身悶えながら甘く啼く。

            「らめ……ッ、らめッ、イク……ッ、イク、出ちゃうッ、やだ、はなし……ッ」

            　ぢゅるるる……ッと思いっきり吸い上げられて、ノアはたまらず精を放った。

            　ゴクン……っとセラフィムの喉が嚥下するのを見て、ノアは信じられない気持ちで瞳を潤ませた。

            「ひえッ」

            （セラフィムが……、飲んだああああッ！）

            「甘いね……」

            　セラフィムはぺろりと己の唇を舐めてから、ふっと笑った。

            「癖になりそうだ」

            （ひえ……ッ）

            　ノアは顔が真っ赤に燃えるのを自覚しながら、唇を戦慄かせて泣きそうになる。

            「なんでぇ……？」

            　今まで飲んだことなんかなかったのに。

            　これは、とんでもなく恥ずかしい。

            　それに、なんだか申し訳なくていたたまれない。

            「『護り手ガーディアン』の契約に必要なんだよ。術の行使中に互いの精を交換する……」

            「じゃあ、オレも飲む……！」

            　ノアは使命感に燃えて勇んで言った。

            （セラフィムのガーディアンになりたい。そいで、ずっとずっと一緒にいるんだ）

            　セラフィムはふっと眼差しを優しくしてノアのアタマを撫でると「それはまた今度お願いするよ」と言ってから服を脱ぎ始めた。

            （ひえ……ッ）

            　セラフィムの鍛え抜かれた身体はまるで戦いの美神のように美しく、ノアは目を奪われる。

            （は、はじめて見た……、腹筋六つに割れてる。うそ、負けた……）

            　セラフィムはいつも着衣のままノアを抱いていたので、ノアはセラフィムの半裸を初めて見た。

            　そして、謎の敗北感。

            　ウソだ。着痩せする体質とかズルイ。

            （くッ。かっこいい……ッ）

            「君も脱いで。それとも脱がせて欲しいかい？」

            　そう言って手を伸ばされたので、ノアは慌てて上半身だけ着たままだった衣装をポポイと潔く脱ぎ去った。

            （う……、わあああ……ッ）

            　ちょっと目を離した隙に下も脱ぎ去ったセラフィムがあぐらをかいて座っている。

            　座っているんだけど……。

            （こ、これが噂の、聖剣エクスカリバー……！）

            　中心にピカアーッとそびえ立つソレは、ちょっと冗談キツイ。

            　出し挿れしているのを見せられた時もその長さと太さに引いたけれど、その全貌を見たのはこれが初めてだった。

            「君にはいつものようにナカに注いであげるから。おいで」

            　ニコリと笑った美しい顔とそのそびえ立つモノとの違和感がとんでもない。

            　ソレはちょっと形容しがたいほどに美しくも可愛くもなく、むしろ威圧感が半端ない代物で。

            　ヘソにくっつくくらいに反り返って、ビクビク震えているし、なんだか魔獣のように涎をダラダラと垂らしている。

            （オレのと違う。なんか全然チガウッ！）

            「おいで。ノア」

            「やだッ。そんなデッカイの挿入はいるわけないだろ！」

            「何を今更。今朝も挿入はいっていたろう」

            「うそだ、そんなわけ絶対ないッ！　って、わあああ～ッ」

            　顔面蒼白で拒絶するノアの身体がふわりと宙に浮く。

            「わッ、わあ……ッ」

            （ぎゃああああああああ――――ッ！）

            　全裸のノアは満面の笑顔で両腕を広げたセラフィムの身体の上にスイ～と移動してしまう。

            「セラフィム……、口で、オレも口でするから……ッ」

            「君の拙い口淫では私は到底イけそうにない。そうこうしていたら契約の術が解けてしまうよ」

            　セラフィムがニヤニヤと愉しそうだ。

            「そ、そんなん、やってみねーとわかんねーだろ！」

            「ノア、私の聖剣を君の鞘さやに収めて？」

            （誰が上手いこと言えと――――ッ）

            「ひゃ……ッ!?」

            　ノアの窄みにちゅぷっと音を立てて熱い剣先があてがわれた。

            「ほら、まだ当てているだけなのに、君の下の口は自分から吸いついてくるよ」

            「や……、ちが……っ」

            「違わないよ。ほら、こんなに健気にぬかるんで一生懸命に口を開けている。……欲しいだろう。お腹の奥が熱くなってきたね。ほら、自分から呑み込んでいくよ」

            「やッ、うそ。んああ……ッ、ひあッ」

            　セラフィムがノアの身体を浮かせているけれど、いつ術を解かれるか分からない。

            　そして、ノアの後孔にぢゅぽッぢゅぽッと熱い剛直がノックしながら少しずつ深く沈んでいく。

            「やあ……ッ、せらふぃむ、せらふぃむ……ッ」

            　必死で助けを求める涙目のノアに向かって、セラフィムはうっとりとしたように青紫色タンザナイトの瞳を細めた。

            「ノア、えらいね。君ならできるよ。頑張ったらいっぱい褒めてあげよう」

            　うっとりとそう囁きながら耳をかぷっと甘噛みされる。

            「怖くないよ。ほら、きもちいいね」

            「にゃ、ああああああァァァァ……ッ！」

            　ぐぷぷぷ……ッと深く穿っていく極太の熱杭。

            「ほら、掴まって」

            　導かれてノアは必死でセラフィムの首に抱きついてしがみつく。

            「ああ……、君の胎はらは熱いね。波打ってる。悦いいよ、すごく」

            「うあああああ……ッ、あんッ……んは」

            　ごりゅごりゅごりゅ……ッと性感を押し潰しながら奥へ奥へと進まれて、ノアはたまらずびゅるッと先端から少量の白濁を飛ばす。

            「ああ、今軽くイッたね。此処、好きだろう」

            　コンコンと敏感なナニカをナカからノックされてノアは震え上がる。

            「や、待って、あん……、そこ、うひゃッ」

            　タンタン、タンタンと小刻みに揺らされる度に、まるで粗相のようにノアの先端からミルクがぴゅうぴゅうと少量ずつ飛び出る。

            「やっ、あん……ッ！　あんッ、やだあッ」

            　セラフィムは立ち上がりノアの腰を抱えたまま何度もタンタンと浅いトコロを打ちつけて身体を揺すってくる。

            　その度にノアは落ちそうになって必死でセラフィムの首にしがみつく。

            　セラフィムはノアを軽々と持ち上げているけれど、これはもう術を解いている気がする。

            　ノアが手を緩めたが最後、重力に従ってセラフィムの聖剣エクスカリバーに深々と貫かれるのは必至だ。

            「うわああんッ、やっ、やっ……ふにゃあッ！」

            　でも、タンタンが気持ちいいけどもどかしい。

            　もう少し奥。もう少しだけ奥が悦いい。

            「せら……、あの、えっと、……ンン、あんッ」

            「どうしたの？　言ってくれないと分からないな」

            　セラフィムは、……たぶんわざとだ。

            　だって、なんだか愉しそう。

            「ノア、今日は君の一番奥に注ぐからね。少し我慢しなさい」

            　セラフィムはそう言って口角を上げると、いきなりズン……ッ！　と奥まで腰を突き上げた。

            「ああああああァァァ――――ッ！」

            　目の前に星がいっぱい飛んだ。

            「動くよ」

            　パンッパンッパンッと激しく突き上げられて、もう息もできない。

            「噛みついてもいいよ。爪を立てても赦そう」

            （うそだ……ッ。お仕置きするくせに……！）

            「君はもう『ペット』ではなく私の『恋天使こいびと』だろう。何だって赦すよ」

            　息を乱しながらの甘い囁きにノアは目を見開く。

            　ノアは手脚でセラフィムにぎゅうっとしがみついた。

            　互いの素肌がぴったりと触れ合う感触はビックリするほど気持ちいい。

            （『ペット』じゃなくて『恋天使こいびと』……）

            「ふ……ッ」

            　いきなりお腹の中がきゅううんッと熱くなって、ノアはセラフィムの首筋に頬を擦りつける。

            「……ッ。ノア、そんなに締めつけては動けないよ」

            　セラフィムが息を逃がすように少し掠れた声でそう言った。

            　ぞくぞくっと快感がノアの背を駆け上がっていく。

            「せらふぃむぅ……ッ、あン、もっと」

            　ノアは夢中でねだるようにセラフィムの耳を食む。

            「きもちぃ……、きもちぃようッ」

            　どうしよう。

            　嬉しい。嬉しい。

            　そう思ったら固い蕾がふわりと綻んだように、何をしても気持ち悦いい。

            （もっと、もっと欲しい。好き。……大好き）

            「……オレ、アンタがすっげー好きッ」

            　気がつくと声に出ていた。

            　ノアは恥ずかしくて、それをごまかすようにセラフィムの首筋をはむはむと甘噛みしながら、背に脚をぎゅっと巻きつけたまま腰を揺らした。

            「もっと、もっとシて……ッ」

            「ノ、ア……？」

            　ドサリと視界が回転して、ノアはセラフィムに押し倒されていることに気づく。

            　ハアハアと息を乱し酷く興奮した様子の、ギラギラした飢えた野獣のような眼差しがノアを凝視している。

            （ああ、喰われる……）

            　そう思ったのに不思議と怖くない。

            （むしろ……）

            　まだ、ノアのナカにセラフィムが挿入はいっている。

            　でも、全部じゃあない。

            　セラフィムの剣は指二本分はあまっている。

            （今までずっと全部挿入はいってなかったんだろうか……？）

            　ノアはセラフィムという刀身を柄まで収める鞘さやでありたいと思った。

            　だって、鞘さやだけ寸足らずとか、そんなの悔しい。

            　ノアは白濁にまみれた自分の腹筋を指先でねちょりと撫でながら、そろりと上目遣いで言った。

            「ん……っ。オレもっと奥まで、ぜんぶはいる……」

            （全部、欲しい。セラフィムにふさわしくなりたい）

            「…………ッ、君って子は」

            　セラフィムが青紫色タンザナイトの目を見開いて絶句してから言った。

            「この私がせっかく優しく抱いてやろうというのに、自ら台無しにするなんて。……いけない子だね」

            　ノアの胎内ナカで、グンッとセラフィムが大きくなった。

            （…………えっ？）

            「そんなに煽って、覚悟はできているんだろうね」

            （あ、れ…………？）

            　隙間が指二本分じゃなくなった……？

            （まだこれ以上大きくなるとか、ウソだろ？）

            　ノアは目を落っことしそうなくらい大きく見開いた。

            「まって。……ちがう。間違えた……ッ」

            「駄目だね。もう止まらないよ」

            　セラフィムの笑顔が黒い。

            　目がぜんぜん笑ってない。

            「ゆっくり……、ゆっくりシて」

            　ノアはひんっと震え上がりながら美しい絶対君主様を見上げた。

            「『護り手ガーディアン』の契約を終えたら、水晶の樹の下で『天使の輪オレオール』の交換をしようね」

            （は？　交換って言った？　つ、つまり。ミカエラやガブリエールみたいにお揃いでつけるの？）

            　ノアは、セラフィムがノアの『天使の輪オレオール』を左手の薬指にしてくれているのを想像するなりキュンとした。

            （はわわわわわ……ッ。こ、恋天使こいびとっぽいッ）

            「だろう？　あと、君のみる夢の話がしたい。君にはまだまだ私の『唯一の星エトワール』としての自覚が足りないようだからね」

            （ん？　またオレの考えてることに返事した？　あれ？）

            「まって。なんであの夢のこと知って……？」

            　何もかもを覗き見されたような、全部裸にされたような恥ずかしさにノアは顔を熱くして、ひえっとセラフィムを見上げた。

            （も、もしかして、オレの考えてること聴こえてるぅぅ――――!?）

            「……さあ、どうかな？　ああ、忙しいね。君としたいことがいっぱいだ。……だが、そうだね。君の望み通りゆっくりいこう。君にはまだまだお勉強が必要とみえるからね」

            　セラフィムがノアの内腿をガッシリと掴んで左右に割り開いた。

            「わ、わ……ッ」

            （ひええええッ。ど、どうしよう！　セラフィム好き好き考えてたのも、セラフィムのこと考えたら夜身体が熱くて眠れなかったことも全部全部筒抜けなのか――――ッ!?）

            　ノアは恥ずかし過ぎて全身真っ赤になってしまう。

            （……ん？　ムクムク？　ナカの存在感がさらに大きくなっていくのはどゆこと!?）

            　ぎょぎょっとして慌ててセラフィムの顔を見上げるとバチッと目が合った。

            「君があんまり可愛いことをいうからだよ。……全部受け入れてくれるんだったね？　私のノア」

            「ままままって！　やだ。やっぱ、うそ。ぜんぶはムリ。おねが……」

            　涙をいっぱいにためた瞳でのオネダリは逆効果だったようで。

            　セラフィムは口角を上げて愉しげに青紫色タンザナイトの眼を細めた。

            「ほら、ノア。上手だね。もっと大きな口を開けてごらん。……いい子だ」

            「ひ……ん、あぅ、あッ、あん……ッ。ふ、にゃああああアアァァァ――――ッ！」

            　ぐぷぷぷ……ッと容赦なく挿入を再開されて、ノアは背を反らせて仰け反り黒い瞳を全開に見開いた。

            　

            　

            　天界の絶対君主セラフィム・ル・ヴェリエの展開した異空間で、ノア・リオットの甘い悲鳴がいつまでも木霊する。

            　どうやら、聖戦は随分と先になりそうである。

            　最高上位天使プリュ・オー・アンジュは、愛しい黒猫天使に夢中でそれどころではない。

            　

            　

            　

            　

            『最高上位天使様は黒猫天使を囚えて寵愛する―Ange noirアンジュ・ノワール―』

            Incubusシリーズ［０巻］　fin


            　

            　

            　

            　

            　

            　

        
    

    
        ［Ange noir］全キャラ図鑑

        ※ネタバレ含みます。


        　

    

    
        【世界観設定】

        　

        ■世界の成り立ち

        　

        ［天界］［魔界］［妖精界］［人間界］［冥界］の五つの世界がある。

        　この全ての世界は、遙か昔天界に住まう神々が創造した。

        ［天界］と［魔界］は表と裏のようによく似た性質を意図して同じ神が創った。

        　五つの世界は独立しているようでいて繋がっており、千年に一度『時空の扉ディマンシオン・ポルト』の鍵を掛け直すことで均衡が保たれていた。

        　それを怠れば、五つの世界は崩壊しそこに生きる生命は全て死滅してしまう。

        　この世界を創った神々は、その役目を担う者を『調律師アコルダージュ』と呼び、その時代の最高上位天使に委ねた。

        　だが数万年前に、堕天使ルシファーによって五つの世界の扉を管理する『天空の鍵クレ・ル・シエル』が奪われた。

        　堕天使ルシファーは仲間の堕天使たちと共に魔界に渡ると魔族を統治し魔界に君臨し、自らを魔王サタンと名乗った。

        　魔界と天界は世界の覇権を巡って数万年前から何度となく戦いを繰り広げている。

        　

        ■繁殖期

        　

        ［天界］と［魔界］の貴族は千年に一度の繁殖期で生を享ける。

        　周期は全く同じ。繁殖期間は三百年間。前期・中期・後期と分かれる。

        　同性を好む傾向にある彼らもこの時期だけは異性との婚姻を義務づけられ、子孫を残し約百年後に代替わりをする。

        　貴族は母親の胎内から出でし光の球から生まれ、三日間の幼体期を経て成体となる。この無防備な期間は親が護り、必要な基礎知識などは親から自動的に継承する。

        　成体になると膨大な魔力を有し魔力に比例した美貌を保ち若く美しいまま千年生きる。

        　貴族以外は繁殖期はなく寿命は約三百年と短命。初めから成体でひとり生まれる。

        　天使はセフィロの大樹の実から、魔族は木の股から。二つの世界の勢力バランスと数を調整しながら定期的に生まれてくる。

        　二つの世界はそうやって均衡を保っているため、繁殖期以外に子を成すことは禁忌タブーとされる。


        　

    

    
        ○天界○

        　

        　最高上位天使プリュ・オー・アンジュ・上位天使アンジュ・シュペリユール・大天使アルカンジュ・上級天使・下級天使などが住んでおり、総称して『天使アンジュ』と呼ばれる。

        　天界は、最高上位天使が統治しており、上級天使以上の貴族は少数でほとんどが下級天使。

        　天使は翼の数で階級が分かる。唯一、最高上位天使のみ六枚。上位天使は四枚。他は二枚。

        　翼と天使の輪オレオールは出し入れ自在。天使の輪オレオールは異界へ渡る際に必要となる。

        　

        　天界の遙か上空、雲の上に浮かぶ『天空の神殿シエル・タンプル』は選び抜かれた五大天使サンク・アルカンジュの住まう天宮パレスと最高上位天使及び上位天使のいる王宮アン・パレで構成される。

        　許可証のない者は入れない。

        　王宮と天宮は巨大なアーチ状に伸びた美しい石橋アン・ピイエールで繋がっている。

        　年に一度の五大天使の『定例会議』は王宮の敷地内にある大講堂で行われる。

        　王宮へと続く石橋の入り口の両脇には甲冑を纏った近衛兵が長い槍を立てて控えており通常時は上位天使以上でないと入れない。

        　

        　天使たちは生まれたらまず百年制の天使学校に通うのが習わし。

        　上位で卒業した者には五大天使入りの機会が与えられる。

        　天使の主な仕事は、魔族の脅威から人間を護ったり、亡くなった人間の魂を迎えに行って冥界へ送ったりすること。

        　異界を移動する際には【通路リュエル】を使う。

        　天使は人間界では天界の三倍の光力チカラを消耗するため、長期間の任務の際などには小動物にメタモルフォーズして消耗を抑えることも。

        　上位天使以上は消耗しないためメタモルフォーズはしない。

        　五大天使たちは来る魔界との聖戦に備えて戦闘訓練などもしている。

        　

        　昼は青空に浮かぶ目映い太陽が二つ。夜は輝く満天の星。光に満ちた美しい世界。

        　天界に存在しないのは『月』と『闇』

        　天使は金髪碧眼がほとんど。『黒色ノワール』は魔界の彩で不吉とされる。

        　天界で『藤色グリシーヌ』を纏えるのは最高上位天使だけ。

        　天界では、千年の寿命を持つ貴族の間でたったひとりの運命の相手を『唯一の星エトワール』と呼び、誰もがその魂の片割れともいえる己の半身を探し求めている。


        


        


        　

    

    
        《主人公》

        　

        
            ■ノア・リオット／五大天使サンク・アルカンジュ（補欠）

            　

            　一人称・オレ（受♂）

            　身長・178センチ

            　年齢・約201歳（繁殖期・後期組）

            　人間外見・19歳くらい

            　容姿・髪・瞳・翼は全て黒色ノワールで悪魔と見紛う容姿をしている。

            　襟足まである髪はクセのない艶やかな黒髪。勝ち気そうな黒ダイヤのような瞳はアーモンド型。尖った犬歯。

            　まるで野生の黒豹のように鍛え抜かれたしなやかな体躯。荒々しい言葉遣いに似合わず美しい顔立ちをしている。二枚の漆黒ノワールの翼は肩甲骨の下から腰にかけて生えている。

            　服装・暑がりなのでインナーをすっ飛ばし、白いノースリーブの短衣だけをはだけて着ている。

            　性格・戦闘と食べることにしか興味のない脳筋おバカ。生まれてすぐ二百年間封印されていたため、圧倒的無知。性的知識皆無。喜怒哀楽の激しい無垢なお子様。

            　セラフィムの役に立ちたいので早く任務が欲しい。けっこうモテるけど鈍過ぎて気づけない。

            　嗜好品・フルーツタルト。プティフール。ガムシロップたっぷりのアイスカフェオレ。甘い物。焼き肉。

            　特徴・五大天使サンク・アルカンジュの中でも抜きん出た戦闘能力。黒い稲妻と爪状の斬撃。光力チカラが測定できない未知数の潜在能力を持つ。

            　天使学校には行っていない。甘いお菓子が大好き。

            　セラフィムの『聖なる炎フランム・サクレ』が効かない特異体質。

            　後にセラフィムの『護り手ガーディアン』となる。

            　左手薬指の金の指輪はセラフィムの『天使の輪オレオール』

            　メタモルフォーズ・『黒猫』（ノアだけ光圧がゼロになる特異体質。気配を追えなくなる）


            


            


            　

        
    

    
        《最高上位天使プリュ・オー・アンジュ》

        　

        
            ■セラフィム・ル・ヴェリエ／最高上位天使プリュ・オー・アンジュ

            　

            　一人称・私（攻♂）

            　身長・198センチ

            　年齢・約1.200歳（前回の繁殖期・後期組）

            　人間外見・28歳くらい

            　容姿・足首まである長くてハリのある艶やかな髪は高貴な藤色グリシーヌ。全てを見透かしたような不敵な眼差しは透き通るような青紫色タンザナイト。

            　耳に心地よいしかし他者を従わせずにはいられないテノールボイス。最上の光力チカラに比例した絶世の美貌。純白の翼を六枚持つ唯一の存在。

            　服装・胸の中央に太陽のモチーフがある白く豪奢な長衣を纏っている。ノアに触れる時以外は白い手袋をしている。

            　性格・美しい容姿に反して腹黒く残酷。『退屈アンニュイ』を持て余す天界の絶対君主。優雅な振る舞いと穏やかな口調で気は長い方。唯一、ノアにだけ強い執着を見せる。

            　嗜好品・ノア。

            　特徴・天界の最高権力者。普段は王宮アン・パレにいる。繁殖期に代替わりしなかったため誰よりも長く生きている。

            『調律師アコルダージュ』として『天空の鍵クレ・ル・シエル』を取り戻すため、魔界との聖戦の機会を窺っている。

            　天界で『藤色グリシーヌ』を纏えるのは彼だけ。

            　不浄を焼き払う『聖なる炎フランム・サクレ』を使う。相手の心を読むことができるが滅多にしない。

            


            


            


            　

        
    

    
        《上位天使アンジュ・シュペリユール》

        
            ■オファニエロ・クレマン／上位天使アンジュ・シュペリユール

            　

            　一人称・私（攻♂）

            　身長・185センチ

            　年齢・約500歳（繁殖期・前期組）

            　人間外見・27歳くらい

            　容姿・橙色オホンジュのウェービーな長髪に、閉ざされた翡翠ヴェーの瞳。微笑みを絶やさない柔和な美形。純白の翼は四枚。

            　服装・白い長衣を纏っている。仕事中は白い手袋をしている。

            　性格・穏やかで温和。気性の荒いケルビラを止める係。察しが良いのでセラフィムに苦労するであろうノアを苦笑いで見守るしかない。

            　嗜好品・カクテル。

            　特徴・基本目を閉じている。開くと心眼で相手の真実を見抜ける能力を持つ。

            　セラフィムの良き理解者。定例会議の司会進行などをしている。

            　ノアの餌付け用のお菓子はこの上位天使が調達している。

            　セラフィムの側近なので大抵側にいる。ケルビラとはオトナの関係。


            


            


            　

        
        
            ■ケルビラ・モンテーニュ／上位天使アンジュ・シュペリユール

            　

            　一人称・俺（受♂）

            　身長・185センチ

            　年齢・約500歳（繁殖期・前期組）

            　人間外見・27歳くらい

            　容姿・長い前髪で左眼は隠れぎみ。右眼に片眼鏡。淡い褐色ノワゼットの髪に緋色ホージュの瞳。大抵不機嫌そうに眉間に皺を寄せて睨んでくる。純白の翼は四枚。

            　服装・白い長衣を纏っている。仕事中は白い手袋をしている。

            　性格・気難しく怒りっぽい。セラフィムを崇敬しているため、ノアへの風当たりはキツイ。

            　嗜好品・チョコレート。

            　特徴・天宮パレスでの規律を重んじる。罰則を執行する役職。無作法で粗暴なノアが気に入らない。翔ぶのが群を抜いて速い。

            　セラフィムの側近なので大抵側にいる。オファニエロとはオトナの関係。


            


            


            　

        
    

    
        《五大天使サンク・アルカンジユ》

        　

        
            ■ミカエラ・ティロル／第一大天使プルミエル・アルカンジュ

            　

            　一人称・僕（受♂）

            　身長・160センチ

            　年齢・約300歳（繁殖期・中期組）

            　人間外見・17歳くらい

            　容姿・水色ブルシエルの大きな瞳。淡金髪ペールブロンドのふわふわ頭の上でアホ毛がピョコンとはねている。小柄で華奢。童顔で可愛い。純白の翼は二枚。

            　服装・白いチュニック丈の上衣に白のボトム。

            　性格・明るくて優しい。世話焼きの心配性。

            　嗜好品・オレンジジュース。

            　特徴・ノアのお世話係。自称『ノアのママン』

            　癒やしの術コンソラトゥールと全体防御に特化。光力チカラの数値は一番高い。

            　百年制の天使学校を首席で卒業。

            　恋天使こいびとはガブリエール。呼び方は「ガブちゃん」

            　メタモルフォーズ・『ハムスター』※七回目でメタモルフォーズする。


            


            


            　

        
        
            ■ガブリエール・カズヌーヴ／第二大天使ドゥジエム・アルカンジュ

            　

            　一人称・俺（攻♂）

            　身長・183センチ

            　年齢・約300歳（繁殖期・中期組）

            　人間外見・20歳くらい

            　容姿・橙金色ロルブロンドのサラサラの長髪をゆるく後ろでリボンで束ねて横は下ろしている。瞳は灰色紫モーヴ。優しげな美貌。純白の翼は二枚。

            　服装・白いロング丈の上衣を着ている。

            　性格・基本ミカエラにしか興味はないが、ノアのことは心配。かなり自由天使。

            　嗜好品・ホットコーヒー。ミカ吸い。

            　特徴・幻獣の召喚術に長けている。指先に髪を絡めてくるくるさせるクセがある。恋天使こいびとはミカエラ。呼び方は「ミカ」

            　メタモルフォーズ・『犬（ボルゾイ）』


            


            


            　

        
        
            ■ラファイロ・セドラン／第三大天使トルワジエム・アルカンジュ

            　

            　一人称・俺（攻♂）

            　身長・188センチ

            　年齢・約300歳（繁殖期・中期組）

            　人間外見・20歳くらい

            　容姿・白金色プラティヌブロンドのウルフカット。ヘアピンをクロスしている。瞳は紺碧アズゥー。自信に満ちた表情のイケメン。純白の翼は二枚。

            　服装・白いロング丈の上衣をはだけて着ている。

            　性格・自由奔放でチャラい。女にモテる。『誰とでも接吻する』と公言している遊び天使。本命のノアにはなかなか手を出せない。ウリエスとは何かと張り合う仲。

            　嗜好品・コーラ。セクス。

            　特徴・よくノアとつるんで暴れて天宮パレスの壁を壊してケルビラに叱られる。戦闘力・攻撃力に特化しておりノアと同じく特攻タイプ。

            　メタモルフォーズ・『白い鷹』


            


            


            　

        
        
            ■ウリエス・ルヴィエ／第四大天使キャトリエム・アルカンジュ

            　

            　一人称・俺（攻♂）

            　身長・180センチ

            　年齢・約300歳（繁殖期・中期組）

            　人間外見・20歳くらい

            　容姿・黄金色キャラメルブロンドの短髪。瞳は赤紫色マゼンタ。無愛想なイケメン。純白の翼は二枚。

            　服装・白い詰め襟の長衣をキッチリと着込んでいる。

            　性格・クールで知的。勤勉。淡々と喋る。表情筋が死んでいる。色事にはストイック。実はネコ好き。

            　嗜好品・紅茶。

            　特徴・索敵術シェルシェに特化。よくセラフィムから特殊任務を任されるのでノアに勝手にライバル視されている。密かにノアに惚れている。ラファイロとは何かと張り合う仲。

            　メタモルフォーズ・『フェレット』


            


            


            　

        
        
            ■アザゼル・シモン／堕天使アンジュ・デシュ（第五大天使サンキエム・アルカンジュ）

            　

            　一人称・私（攻♂）

            　身長・190センチ

            　年齢・約500歳（繁殖期・前期組）

            　人間外見・29歳くらい

            　容姿・精悍な彫りの深い顔立ち。ウェーブがかった鬱金色ダルクブロンドを後ろに撫でつけたオールバック。前髪を少し落として片側に流している。野生的な黄玉トパーズの切れ長の瞳。純白の翼は四枚。

            　人間界に堕ちてからは髪・瞳・翼は全て漆黒。

            　服装・白い長衣を着ていた。

            　性格・危険思想。腹黒い。手が早い。『目が合っただけで妊娠しそう』と言われている。

            　嗜好品・カワイイ男の子。

            　特徴・四枚翼の上位天使クラスのくせに、好んで末席の第五大天使サンキエム・アルカンジュの地位に甘んじた変わり者。

            　スラリとした鍛え抜かれた体躯に、痺れるような低く甘いバリトンで愛を囁かれれば、どんな堅物も恋に堕ちることで有名な天使ひとたらし。

            　四百年前、次期魔王イリーシアと偶然を装い出逢い、そしてこともなく恋に堕としてしまう。

            　繁殖時期でもない生誕間もない彼女を懐妊させアンドリューを生ませ、堕天使アンジュ・デシュとなり人間界に追放された。

            　現在は罪を赦されているが、天界には帰っていない。セラフィムの腹心であり悪友。腹黒仲間。

            　セラフィムのために『調律師アコルダージュ』の座を取り戻すために手段を選ばず『天空の鍵クレ・ル・シエル』を狙っている。


            


            


            　

        
    

    
        《お手伝い天使アンジュ》

        　

        
            ■エル

            　

            　第三大天使トルワジエム・アルカンジュラファイロ・セドランの自室ピエスにしかいない謎の稀少天使。

            　パタパタと小さな翼を羽ばたかせながら、ポイ――ン、ポイ――ンとボールのように跳ねると食事が出てくる。

            　バスケットボールくらいの大きさ。白くて丸い。

            　黄色いアヒルのようなクチバシと足ヒレが生えている。

            　カタコトで喋る。

            　手触りはちょっとモフっとしていて気持ちいい。

            　なぜかノアにだけタメ口。


            　

        
    

    
        あとがき

        　

        『最高上位天使様は黒猫天使を囚えて寵愛する―Ange noirアンジュ・ノワール―』（改訂版）をお手に取って頂き誠にありがとうございます。

        　ニコドロップ文庫五作目の電子書籍／ペーパーバックとなります。

        　元々この作品は、無料web投稿サイトにて僅か30,000文字の【読み切り短編】として書かせて頂いた作品でした。

        　kindle化に向けて全文改稿し加筆修正を繰り返す内にまさかの三倍以上のボリューム、約104,000文字作品として生まれ変わったモノを、今回さ～ら～にペーパーバック化に向けてブラッシュアップしたのがこの【改訂版】となります。

        　なんと、約5,000文字増量です！

        　そして、《巻末キャラ図鑑》が付きました～！

        　まさかの十枚カラーイラストは全てＮＥＯＺＯＮＥ様による新作描き下ろしとなっております！

        　いやもう、ホントやばいんですよ。贅沢極まりないツ！

        　これはカラーで見て欲しい！　ペーパーバックのモノクロ印刷だけでは勿体ない！　ってことで今回【改訂版】という形でkindle電子書籍版でもお披露目させて頂くことにしました。

        【通常版】は販売終了となりましたが、【改訂版】はしばらくの間は感謝価格でのご提供とさせて頂きます。

        　すでにお持ちの方にも是非お楽しみ頂けますと幸いです。

        　

        　初めてお手に取って頂いた方用に語らせて頂きますと、『寵愛編』は主軸となるストーリーは無料web版そのままに全文改稿、大幅加筆。

        　そして後半の『恋天使編』は、有料kindle版でしか読めません。

        　セラフィム様とノア君の恋模様を超絶ハピエンにしたく、隅々まで愛を注ぎ直しました。

        　ニコの性癖をこれでもかというくらいぶっ込んでます！

        　ものすごく腹黒いどちらかというと悪役な、普段は悠然としたチートなイケメン攻めが、全然そんなつもりはなかったのに脳筋おバカな愛されにゃんこにドップリ沼って溺愛執着しまくるという……。

        　そして、ズルイオトナに捕まって外堀から埋められているのに分かっていない脳筋おバカな受けちゃんを、誰も助けられない、見守るしかない、だって攻めが絶対君主様だから！

        　メッチャ刺さります。しかもケモミミですよ（笑）

        　セラノアの心情やエピソード・濡れ場の追加は勿論のこと、セラフィム様命な上位天使たちや、ノア君の愉快な仲間、五大天使たちの活躍、またweb投稿サイトでは登場しなかった新キャラ『お手伝い天使エル』の活躍にもどうぞご注目下さい。

        　ちなみに、今回チラチラ意味深に出演しました堕天使アザゼルは［Ange noir］と同じ世界線の魔界側のお話［Incubusシリーズ］にガッツリ出てきます。

        ［Incubusシリーズ］は、ニコが十年以上連載しております500,000文字を越える長編作品です。

        　こちらはweb投稿サイト上では現在第八章まで無料公開となっておりますが、第九章以降はkindle版でのみのお披露目となります。

        　ただいまライフワークとも言える［Incubusシリーズ］を第一章からkindle化すべく奮闘中です。

        　時期をみてweb投稿サイト上では非公開となりますので何卒よろしくお願いします。

        　こちらは人外攻め多数×蒼髪の淫魔と吸血鬼のハーフ（総受）なブッ飛んだお話となっております。

        ［Ange noir］の一年後のストーリー。魔界側のお話『だってインキュバスなんだもん仕方ない☆貞操観念ナニソレ美味しいの？』［Incubusシリーズ］にもどうぞご期待下さいませ。

        　ノア君やセラフィム様も出て来ますよ！

        　それでは、最後になりましたが。

        　ＮＥＯＺＯＮＥ様、今回も素敵なイラストをご尽力下さり本当にありがとうございました！

        　もうハアハアいいっぱなしです！

        　ここには書き切れない想いのたけは直接ぶつけにいこうと思います！（笑）

        　そして、いつもツイッターなどで応援して下さる皆様、新作を楽しみにお待ち下さる読者の皆様、レビューや感想などで応援下さる皆様。紙でまで手に入れて下さる女神様！

        　本当に本当にありがとうございます！

        　どんなに励みになっているかしれません。

        　好きなモノを好きに書いて読んでいただけるなんて素晴らしい時代に生きられて幸せです。

        　最後までお読み下さり本当にありがとうございました。

        　この作品が少しでも貴方の癒やしになれば幸いです。

        　どうか次回作でもお会いできますように……！

        　

        通常版　　　　　　２０２１年９月１日

        改訂版　　　　　　２０２２年３月26日

        ペーパーバック版　２０２２年３月26日

        ニコ


        　

    

    
        ◇奥付◇

        　

        　

        　タイトル『最高上位天使様は黒猫天使を囚えて寵愛する―Ange noirアンジュ・ノワール―』（改訂版）

        　発行年月／２０２２年３月

        （最終更新年月日／２０２２年３月26日）

        　著者名／ニコ

        　ツイッター／@000025NikO

        　個人サイト／Incubus 

        　イラストレーター／ＮＥＯＺＯＮＥ@hanahanahaney

        　発行／ニコドロップ文庫

        　発行者／ニコ

        　

        　テキスト／（C）Niko 2022

        　イラスト／（C）NEO ZONE 2022

        ※本書のテキスト、画像等の無断複写・複製・転載を禁じます。

        ※本作品の全部または一部を無断で転載、複製、改ざん、改変、翻訳、翻案、インターネット上に掲載すること、及び有償無償に関わらず本データを第三者に譲渡することは法律により禁じられています。


        　

        　

        　

    

    
        ◇ニコドロップ文庫のご紹介◇

        　

        　

        　

        Amazon著者ページ

        https://amazon.co.jp/-/e/B087ZSQZ9F

        ニコドロップ文庫／公式サイト

        http://id47.fm-p.jp/327/kirameki2525/
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